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Ⅰ  公立大学法人公立はこだて未来大学の概要 

 公立大学法人公立はこだて未来大学は，地方独立行政法人法に基づき函館圏公立大学 

広域連合が平成 20 年４月１日に設立した法人で，公立はこだて未来大学を設置し，管

理することを目的としている。 

 １ 法人の概要 

    (1) 法 人 名     公立大学法人公立はこだて未来大学 

  (2) 所 在 地      函館市亀田中野町 116 番地２ 

  (3) 法人設立年月日  平成 20 年４月１日 

  (4) 設立団体     函館圏公立大学広域連合 

  (5) 目   的 

 この公立大学法人は，地方独立行政法人法に基づき，大学を設置し，および管理   

することにより，「人間」と「科学」が調和した社会の形成を希求し，高度情報社   

会に対応する深い知性と豊かな人間性を備えた創造性の高い人材を育成するととも   

に，知的・文化的・国際的な交流拠点として地域社会と連携し，学術・文化や産業   

の振興に寄与することを目的とする。 

  (6) 業   務 

    ① 公立大学を設置し，これを運営すること。 

     ② 学生に対し，修学，進路選択および心身の健康等に関する相談その他の援助     

を行うこと。 

    ③ 法人以外の者から委託を受け，またはこれと共同して行う研究の実施その他     

の当該法人以外の者との連携による教育研究活動を行うこと。 

    ④ 公開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供すること。 

    ⑤ 公立大学における教育研究の成果を普及し，およびその活用を推進すること。 

    ⑥ 前各号の業務に附帯する業務を行うこと。 
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(7) 役員の状況 
    

理事長 中島 秀之 平成 26 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 学長 

  片桐 恭弘 平成 28 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日 学長 

副理事長 高橋 修 平成 26 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 教授 

  松原 仁 平成 28 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 教授 

    平成 30 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日   

理事 片桐 恭弘 平成 26 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 副学長，教授 

  川嶋 稔夫 平成 28 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 副学長，教授 

    平成 30 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日   

理事 鈴木 敏博 平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日 事務局長 

  政田 郁夫 平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 事務局長 

  平成 28 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日  

  藤田 秀樹 平成 30 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日 事務局長 

理事 伊東 幸宏 平成 26 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 静岡大学学長 

（非常勤）   平成 28 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日   

    平成 30 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日 

浜松地域イノベーション推進機構 

・フォトンバレーセンター長 

監事 鎌田 直善 平成 26 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 公認会計士 

    平成 28 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日   

    

平成 30 年 4 月 1 日～令和 3 事業年度の財務

諸表の承認の日まで 

  

監事 和根﨑 直樹 平成 26 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 弁護士 

    平成 28 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日   

    

平成 30 年 4 月 1 日～令和 3 事業年度の財務

諸表の承認の日まで 
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 ２ 大学の概要 

  (1) 基本的な目標（中期目標） 

      ① 教育 

  幅広い知識と創造性・多視点性を備えた豊かな感性に基づく総合的判断力や          

専門的な知識と技能に裏付けられた創造的実践力，さらには，周囲に能動的に          

働きかけるコミュニケーション能力を有し，社会と深く関わりながら問題発見          

とその解決を追求することを通じて，高度情報社会の発展に貢献できる人材を          

育成する。 

   ② 研究 

          システム情報科学分野の基礎的・応用的研究において，世界的水準を視野に          

入れた独創的な研究活動を推進し，オンリーワンの成果を世界に発信するとと          

もに，技術の変化と社会の変化を先取りした戦略的な研究に努める。 

   ③ 地域貢献 

  地域に開かれた大学として，学術・文化・技術移転・共同研究等の幅広い領          

域において，多様な社会連携活動を推進するとともに，総合的かつ長期的な視          

野に立った地域振興への貢献に取り組む。 

  また，国際的な学術交流と人材育成，社会連携等を通じて，地域社会の国際交

流の発展に貢献する。 

   ④ 組織運営 

            迅速で柔軟な意思決定と点検・評価のシステムを整備し，効率的，効果的で 

          透明性の高い組織運営の維持を図る。また，第１期の取り組みを踏まえ，より 

          戦略的な経営体制の確立に取り組む。 

  (2) 学生数 

   各年度 5 月 1 日時点（人） 

学 部 学 科 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令 和 元 年 度 

システム情報科学部 １年次は学部所属 298 286 261 268 279 274 

  情報アーキテクチャ学科 409 398 395 397 390 388 

  複雑系知能学科 353 383 392 394 381 407 

  複雑系学科（H21 以前入学者） 9 3 1      

  合 計 1069 1070 1049 1059 1050 1069 

シ ス テ ム 情 報 科 学 研 究 科 博士前期 73 70 85 114 106 101 

  博士後期 13 18 18 16 22 34 

  合 計 86 88 103 130 128 135 
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  (3) 教職員数 

教員数（役員除く）     （人） 

区 分 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

教授 29 29 30 33 36 41 

准教授 32 34 33 32 28 27 

講師 0 0 0 0 1 0 

助教 4 3 3 1 1 1 

合 計 65 66 66 66 66 69 

職員数（役員除く）     （人） 

区 分 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

函館市派遣職員 13 10 7 6 3 3 

プロパー職員 7 12 14 17 21 21 

普通契約職員 21 19 19 18 16 17 

短時間契約職員 8 6 6 6 5 6 

臨時契約職員 0 0 3 1 0 4 

合 計 49 47 49 48 45 51 

 

  (4) 大学の沿革 

    ・平成６年      国立大学誘致を断念し地域独自による大学設置の方針決定 

    ・平成６年８月 函館市高等教育懇話会の設置 

    ・平成７年５月 函館市高等教育懇話会提言（「高等教育機関の整備について」） 

    ・平成７年８月 函館市大学設置検討委員会の設置 

     ・平成８年１月 函館市大学設置検討委員会報告（「函館市が主体となった大学 

                        設置について」） 

・平成８年９月 （仮称）函館公立大学開学準備委員会及び計画策定専門委員会                        

の設置 

    ・平成９年 11 月 函館圏公立大学広域連合の設立 

                        （函館市，北斗市，七飯町で構成［当初は１市４町］） 

            「（仮称）函館公立大学基本計画」の決定 

    ・平成 11 年４月 文部大臣へ公立はこだて未来大学設置認可申請 
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    ・平成 11 年 12 月 公立はこだて未来大学設置認可 

    ・平成 12 年４月 公立はこだて未来大学の開学 

    ・平成 15 年４月 公立はこだて未来大学大学院の設置 

    ・平成 16 年４月 共同研究センターの設置 

    ・平成 17 年４月 公立はこだて未来大学研究棟供用開始 

    ・平成 17 年５月 東京秋葉原にサテライト・オフィスを開設 

    ・平成 20 年４月 公立大学法人公立はこだて未来大学の設立 

             メタ学習センターの設置 

    ・平成 22 年４月 複雑系科学科と情報アーキテクチャ学科を情報アーキテクチ

ャ学科と複雑系知能学科に再編 

        ・平成 24 年４月  社会連携センターの設置（共同研究センターを改組・改称） 

        ・平成 27 年３月  東京虎ノ門にサテライト・オフィスを移設 

    ・平成 27 年４月 情報システムデザインセンターの設置 

    ・平成 29 年４月 未来ＡＩ研究センターの設置 

    ・令和元年８月   東京都文京区本郷にサテライト・オフィスを移設 
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Ⅱ 第２期中期計画の業務実績評価の概要 

本学は，「人間」と「科学」が調和した社会の形成を願い，深い知性と豊かな人間性

を備えた創造性の高い人材を育成するとともに，知的・文化的・国際的な交流拠点とし

て地域社会と連携し，学術・文化・産業の振興に貢献することを目的とし，平成12年度

に函館圏公立大学広域連合により設置され，平成20年度に公立大学法人化を行った。 

第１期中期計画（平成20年度～平成25年度）を経て，平成26年度からの第２期中期計

画および各年度における年度計画を策定し，教育・研究・地域貢献等の活動を積極的に

推進するとともに業務運営にあたっては，効率的，効果的な運営に努めてきた。また，

毎年度，自己点検・評価を行い，法人評価委員会の評価を受け，評価結果を大学運営に

反映させてきたところである。 

  第２期中期計画期間の終了に伴い，進捗状況について次ページのとおり，大項目の各

区分について４段階で自己評価を行ったところ，11の大項目についてすべてが評価基準

Ａ（中期計画の達成状況は良好である。）となった。このことから，６年間でほぼ順調

に計画を達成し，令和２年度からの第３期中期計画につなげることができたと考える。 
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１ 第２期中期計画項目別評価総括表 

評価

１　大学全体としての理念・目標に関する措置 Ａ

２　教育に関する措置

（１）学部教育の設計・開発に関する措置

（２）学部教育の質の向上に関する措置

（３）大学院教育の設計・開発に関する措置

（４）大学院教育の質の向上に関する措置

（１）学部の入試制度に関する措置

（２）学部入学者の受け入れに関する措置

（３）学部入学者に対する入学時の導入支援に関する措置

（４）学部入試および入学者に関するデータの分析と活用に関する措置

（５）大学院入学者の受け入れに関する措置

４　学生支援に関する措置

（１）学習・履修状況，進路設計に関する措置

（２）学生生活，就職活動に対する支援に関する措置

５　研究の推進に関する措置

（１）重点的・戦略的な研究テーマに対する支援に関する措置

（２）重点的・戦略的な研究への評価と情報公開に関する措置

（３）外部研究資金の確保，研究成果の知的財産化や事業化の支援に関する措置

６　地域連携・地域貢献活動に関する措置 Ａ

７　国際・国内の学術交流，連携等に関する措置 Ａ

８　附属機関の運営に関する措置

（１）社会連携センターの運営に関する措置

（２）情報ライブラリーの運営に関する措置

９　運営・管理および財政基盤の安定化に関する措置

（１）大学の運営・管理に関する措置

（２）教職員の人事体制の適正化，業績評価に関する措置

（３）財政基盤の安定化に関する措置

10　自己点検・評価，広報・IR等の推進に関する措置

（１）大学の自己評価・外部評価に関する措置

（２）広報・IR等の推進に関する措置

11　その他業務運営に関する措置

（１）大学の施設設備全般の整備に関する措置

（２）環境，安全管理および人権擁護への配慮に関する措置

評価基準

　Ｓ：中期計画の達成状況は優れて良好である。

　Ａ：中期計画の達成状況は良好である。

　Ｂ：中期計画の達成状況はやや不十分である。

　Ｃ：中期計画の達成状況は不十分である。

Ａ

Ａ

３　学生の受け入れに関する措置

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

区　　　　　分

第２　第２期中期目標を達成するためにとるべき措置

Ａ
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２ 項目（１１区分）別評価 

 

第１ 第２期中期計画の期間 

    平成26年４月１日から平成32年(令和２年)３月31日までの６年間 

 

第２ 第２期中期目標を達成するためにとるべき措置 

       以下の評価基準に基づき実施状況の自己評価を行った。 

 

  評価基準 

     Ｓ：中期計画の達成状況は優れて良好である。 

      Ａ：中期計画の達成状況は良好である。 

      Ｂ：中期計画の達成状況はやや不十分である。 

       Ｃ：中期計画の達成状況は不十分である。 

 

 なお，函館圏公立大学広域連合公立大学法人評価委員会から，以下の評価基準に基

づいて年度毎，業務の実績に関する評価を受けており，自己評価に行うにあたってそ

れらの評価を踏まえたものとした。 

 

評価基準 

     Ⅳ：年度計画を上回って実施している。 

      Ⅲ：年度計画を順調に実施している。 

      Ⅱ：年度計画を十分には実施していない。 

       Ⅰ：年度計画を実施していない。 

 

１ 大学全体としての理念・目標に関する措置   

 

達成状況（自己評価） Ａ 中期計画の達成状況は良好である。 

 

【評価の理由】 

   中期目標や中期計画に基づき策定した年度計画をホームページで公開してきたほか， 

業務実績報告については，函館圏公立大学広域連合公立大学法人評価委員会による評価

結果を作成責任者にフィードバックし，各部局，委員会において年度計画等の取り組み
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に反映させた。 

 

 

 

 

【主な取り組み】 

中期目標や中期計画に基づき策定した年度計画をホームページで公開してきたほか，

年度計画について，教授会，研究科委員会，コース会議を通じて計画の骨子を説明し，

情報の共有を図るとともに，学内の各委員会や附属機関で，担当する目標の理解を共有

し，実施方法等に関して検討を行った。 

  年度計画に関する自己点検評価としての業務実績報告については，函館圏公立大学広

域連合公立大学法人評価委員会による評価を受けており，評価結果を作成責任者である

各部局長，各委員会にフィードバックし，改善策を検討し年度計画の策定や進行に反映

させるなどの取り組みを行っている。 

 

２ 教育に関する措置 

 

達成状況（自己評価） Ａ 中期計画の達成状況は良好である。 

 

【評価の理由】 

（１）学部教育の設計・開発に関する措置 

３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，アドミッショ

ン・ポリシー）を策定・公表し，本学の教育理念を踏まえた教育の基本的な方針を明

確化し，適宜見直しを行った。    

また，ディプロマ・ポリシーに基づき本学が求める学生像である，高度情報社会の

最先端技術を理解・応用する能力を身に付け，多視点性と専門性を併せ持った人材の

育成について成果をあげた。 

メタ学習センターを中心として，学生の学習スキル習得を促進させるため，メタ学

習ワークショップやアクティブラーニングの実践を進めたほか，メタ学習ラボの取り

組みを充実させた。  

本学の特徴的な教育方法であるプロジェクト学習をより効果的なものとなるよう，

学生支援のためのツールを導入し改善を進めた。 

函館圏公立大学広域連合公立大学法人評価委員会評価結果 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ 
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    学部教育と大学院教育との接続について，学内推薦制度の充実や制度の積極的な周

知の取り組みにより，大学院進学者が増加した。 

（２） 学部教育の質の向上に関する措置 

    教育系情報機器更新により3Dプリンタや3Dスキャナ等のデジタル工作機械を更新・

追加し，デジタルものづくり教育等創造的思考や実践力を培う先進的な専門教育手法

の導入を図ったほか，情報システムの更新など，情報系単科大学にふさわしい先端的

な教育のための高度情報インフラを継続的に整備した。 

（３）大学院教育の設計・開発に関する措置                                   

    教員の研究プロジェクトへの大学院生の参加を促すRA（リサーチ･アシスタント）

制度を活用し，専門領域を超えて学際的な活動ができる多視点性を備えた人材の育成

を進めた。本学独自の学際領域であるシステム情報科学領域のあるべき姿を見据え，

計画的な評価や見直しを行い，カリキュラムの継続的な整備に努めた。 

（４）大学院教育の質の向上に関する措置 

    大学院生の英語力とリテラシーの向上のための科目の新設，外部研究資金の獲得や

知財活動等に関するセミナーの開催による啓発活動により，大学院生の自立した研究

者としての能力やキャリア設計能力の育成を支援した。また，大学院における国際性

や多視点性の育成のため，海外からの留学生の受け入れと，本学の大学院生の留学を

奨励した。 

 

 

 

 

【主な取組み】 

（１）学部教育の設計・開発に関する措置                                   

平成 28 年度に３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，

アドミッション・ポリシー）を策定し，平成 29 年度に公表した。また，令和元年度

には，令和２年度から実施する新入試制度を踏まえ，アドミッション・ポリシーの見

直しを行い，各入試区分における能力の測定について明示した。       

メタ学習センターを中心として，メタ学習ワークショップやアクティブラーニング

授業の実践報告・共有化を通じて21世紀型スキル育成のための教育手法の具体化推進

方策の検討を行ってきた。 

平成26年度にITTPC（International Tutor Training Program Certification) 国際

函館圏公立大学広域連合公立大学法人評価委員会評価結果 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ 
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チューター育成プログラム認定の審査に申請・合格し，国際標準のチュータートレー

ニングプログラム｢レベル１｣を実施する機関として認定され，メタ学習ラボに所属す

る学生チューターのチュータリングスキル向上のための研修システムを確立した。 

プロジェクト学習の今後の実施形態等について継続的に検討を行い，平成28年度に

学生支援のため，週報閲覧ツールを導入し，学習効果の向上を目指し，学習過程の振

り返り，成長の意識化を行うための学習ポートフォリオの運用を開始するなど取り組

みの充実を図ってきた。プロジェクト学習の成果発表会については，本学のほか，札

幌，東京において実施し，多くの企業・団体の参加を得ている。 

また，平成30年度には，未来大出版会として「未来を創る「プロジェクト学習」の

デザイン」を出版し，これまでの実践内容の総括と展望の整理を行った。 

大学院進学率の向上のため，学部生への説明会や進路個別面談における案内等の実

施の成果として，学部からの大学院進学者が増加し，平成 28 年度から博士（前期）

課程入学者が定員を上回るようになった。 

（２）学部教育の質の向上に関する措置 

    平成26年度に３年毎の教育系情報機器更新を行い，3Dプリンタや3Dスキャナ等のデ

ジタル工作機械を更新・追加した。また，エレクトロニクス工房の什
じゅう

器を更新し，

アクティブラーニングに対応した自由な配置が可能な構成に変更したことにより，工

房利用者数のほか，授業科目数，延べ利用時間が増加した。 

平成28年度には，学術認証フェデレーションを通じて，eduroam に参加している組

織との間で，相互にネットワークが利用できるサービスの提供を開始し，図書館情報

システムでも学術認証フェデレーションとの連携を開始した。 

また，平成30年度の情報通信システムの一部改修において，アクセスポイントの増

設による無線ＬＡＮの安定化や主なウェブページの常時ＳＳＬ化を行い，セキュリテ

ィ対策を行った。 

（３）大学院教育の設計・開発に関する措置                                   

     本学における企業等との共同研究については，学際的なテーマも多く，教員の研究

プロジェクトへの大学院生の参加を促すRA（リサーチ・アシスタント）制度は，大学

院生の研究成果発表機会確保に活用され，大学院生はこれらのプロジェクトに積極的

に参加した。 

    平成29年度には，大学院進学者の研究のリテラシーを向上させるため，「システム

情報科学におけるアカデミックリテラシーⅠ（必修／日本語）：研究・学問の基礎」

と「システム情報科学におけるアカデミックリテラシーⅡ（選択／英語）：国際会議
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で発表できる能力育成」を開講し，カリキュラムの整備を行った。 

また，令和元年度には，学生の海外留学を促進するため，海外の大学や研究所にお

ける共同研究，ワークショップ等の活動を単位として認める「インターンシップⅡ」

と，留学先で取得した単位について読み替える「海外履修科目」を新設した。 

（４）大学院教育の質の向上に関する措置 

外部研究資金の獲得や知財活動に関するセミナー等を開催するとともに，定期的に

知財啓発資料を配布またはメール送信し，研究者としての能力やキャリア設計能力の

育成を支援した。 

大学院における国際性や多視点性の能力育成のため，国内外の大学と学術交流（連

携）協定を締結し，協定大学において，本学教員が学生への講義や研究紹介および大

学紹介を行った。また，海外からの留学生の受け入れと，本学の大学院生の海外派遣

を行い，平成 30年度および令和元年度においては，日本学生支援機構が実施する海外

留学支援制度による協定校への学生派遣を実施した。  

 

３  学生の受け入れに関する措置 

 

達成状況（自己評価） Ａ 中期計画の達成状況は良好である。 

 

【評価の理由】 

（１）学部の入試制度に関する措置 

学部の入試制度について，A0 入試，推薦入試，一般入試によるバランスのとれた

入試を実施し，入試区分ごとの「求める学生像」を踏まえながら，多様な能力を有す

る学生を受け入れた。また，国の制度改革に対応し，平成 30 年度には，令和２年度

から実施する新たな入試制度を決定・公表した。 

（２） 学部入学者の受け入れに関する措置 

本学が入学者に求める能力や適性をアドミッション・ポリシーとして明示し，具体

的な教育内容も示しながら，オープンキャンパスやウェブサイト，パンフレット等を

活用し，受験生に対して大学の魅力がわかりやすく伝わる広報を行った。 

また，工業高等専門学校からの転入や社会人の受け入れについて，適切な受入体制

を維持，整備したほか，ダイバーシティへの対応として，女子高校生への積極的な入

試広報を行い，女子学生の比率の向上に努めた。 

（３）学部入学者に対する入学時の導入教育に関する措置 
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多様な入学枠に伴う入学者間の基礎能力の違いを調整するため，AO入試や推薦入試

での合格者に対する入学前教育の充実を図るとともに，函館圏の高校と連携した高校

理数系科目の学び直しのための支援を行った。 

（４）学部入試および入学者に関するデータの分析と活用に関する措置 

  受験者の入試データを分析するとともに，入学者の入学後の成績について入学枠別

に追跡調査し，入試制度の検証を継続的に行った。 

（５）大学院入学者の受け入れに関する措置 

適切な入試制度や受け入れ態勢を整備し，他大学や社会人，留学生などの多様な専

攻からの学生や内部進学者の受け入れを積極的に進め，適正な充足率の確保に努めた。 

 

 

 

 

【主な取組み】 

（１）学部の入試制度に関する措置                                   

     本学においては，多様な入学者選抜方式として，一般入試（前期・後期）,AO入試，

推薦入試を実施してきており，推薦入学者の学業成績等を追跡調査するとともに，各

高校の定員増減や統廃合等の動向を注視し，募集定員や指定校枠の妥当性等について

継続して検討し，指定校枠のある高校については，受験者の評価など，当該校に対す

るフォローアップを行い，定期的に見直しを行った。 

また，平成30年度に公表した本学の新たな入試制度の検討にあたっては，平成29年

度に入試改革ワーキンググループを組織し，これまでの入試状況（入試区分と入学後

の成績の相関，入試科目の内容など）を分析するとともに，入試制度改革に係る各会

議に参加する等，国や他大学の動向を注視し，情報収集に努め，アドミッション・ポ

リシーを踏まえた新たな入試制度の策定に向け具体的な検討を行った。また，令和元

年度には，新たな入試制度を踏まえ，アドミッション・ポリシーの見直しを行い，各

入試区分において求める能力とその測定方法について明確化した。 

（２）学部入学者の受け入れに関する措置                                  

     入試広報について，オープンキャンパスにおいては,これまで無料送迎バスの増便， 

「保護者のための講演会」等の開催など引率者にも配慮したものとしてきたほか，女

子受験生支援コーナーや，AO・推薦で入学した学生の体験談コーナーを設ける等，ニ

ーズに即した企画を実施し，毎年多くの参加者を得ている。 

函館圏公立大学広域連合公立大学法人評価委員会評価結果 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ 
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また，大学案内パンフレットの記事と連動した動画コンテンツを制作し，ウェブサ

イト上で公開するとともにスマートフォンで閲覧可能とするなど，パンフレットとウ

ェブサイトを連携させ広報の充実を図った。また，全国工業高等専門学校へ大学案内

や入試願書を送付しているほか，函館高専には入試願書の持参訪問や学内プロジェク

ト学習成果発表会に送迎バスを用意する等の取り組みを行っている。 

  博士後期課程の入学試験においては，社会人志願者に配意し，東京会場を設置して

いるほか，海外の志願者に対してはSkypeを利用し面接試験を実施する対応を行い,毎

年度博士後期課程への社会人の入学を得た。また，職業を有している学生が博士後期

課程に入学するにあたり，計画的な履修ができるよう長期履修制度（最長５年）を継

続して実施し，平成29年度に実施した大学院入試にて長期履修制度への申請が１件あ

った。 

（３）学部入学者に対する入学時の導入教育に関する措置 

    導入教育は，英語と数学について，AO入試および推薦入試合格者のうちの希望者を

対象に，英語についてはe-Learning方式，数学については入学までに必要な基礎学力

を身につけるよう意図された課題に対し，回答の提出・答案の返却を郵送でやりとり

する方式で実施した。 

また，函館圏の高校において，情報系の大学に進学して学ぶことの意義や社会との

関係などの講演を行うとともに，学部入学者に対する入学時の導入教育支援として，

数学の特別補習を実施した。 

（４）学部入試および入学者に関するデータの分析と活用に関する措置 

     本学においては，多様な入学者選抜方式として，一般入試（前期・後期）,AO入試，

推薦入試を実施してきており，推薦入学者の入学後の学業成績や課外活動等，また，

地域枠について出願状況や域外からの出願状況等様々なデータを調査分析のうえ，妥

当性について検討を行い，入試制度改革の基礎資料とした。 

（５）大学院入学者の受け入れに関する措置 

    大学院入試について，社会人の受験を増加させるため，英語個別試験を廃し,TOEIC

に移行したほか，科目構成を減じ再構成する等の措置を講じた。また，留学生の受け

入れについて，日本語講座を定期的に開催したほか，平成30年度には，チューター制

度について，留学生の日常生活の支援を行うことができるよう拡充した。 

留学生を増加させるため，平成30年度に英語による修学が可能な旨を明記するとと

もに，シラバスの英語化を実施した。 
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４  学生支援に関する措置 

 

達成状況（自己評価） Ａ 中期計画の達成状況は良好である。 

 

【評価の理由】 

（１）学習・履修状況，進路設計に関する措置  

      継続的な見直しにより，明快で一貫性のあるシラバスを作成するとともに，学生の

主体的な学習を促すよう，履修に関する支援や履修情報の電子化を進めるとともに，

ポートフォリオシステムの浸透を図るほか，チュータリング制度の活用により，学生

同士の学習相互支援体制や学習環境の拡充・整備を行った。 

        また，学生が自己の能力や適性に応じた専攻コースの選択や卒業研究ができるよう

系統だった情報提供により支援を行った。 

（２）学生支援，就職活動に対する支援に関する措置 

    学生の生活情報やニーズの把握と課題への対応を行うため，実態調査を実施した。

また，未来大学振興基金を活用した「海外留学助成制度」を創設し，留学する学生の

経済的支援を行った。学生や保護者への就職活動についての情報提供や相談・支援体

制を充実させたほか，企業訪問，企業交流会等により，多様な業種の就職先企業の確

保と，採用企業との積極的な関係形成を行い，良好な就職環境を整備した。 

 

 

 

 

【主な取組み】 

（１）学習・履修状況，進路設計に関する措置  

        シラバスについては，ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，アドミッ

ション・ポリシーの内容を踏まえた見直しを行っており，電子化の推進のほか，項目

の見直しや評価基準を明確にするために到達目標を明確化するなど，継続的な改善を

行った。  

    ポートフォリオシステムとして，学習管理システムmanabaを，学生の学習成果や成

長過程などのポートフォリオを蓄積，活用するシステムとして導入し，学生の能力や

適性を判断するための調査や卒業論文の発表資料の収集や学習達成度の自己評価等を

行った。 

函館圏公立大学広域連合公立大学法人評価委員会評価結果 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅳ 
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研究室配属時に，必修単位未取得の学生や単位取得数の極端に少ない学生への指導

を考慮するため，前期開始時にコース会議にて単位取得数の低い学生などを精査し，

一定値を下回った学生を対象に個別面談を実施した。 

平成29年度の学部入学生からGPA制度を導入し，履修状況，成績取得状況などを基に,

より詳細に成績把握ができるようになり，今後も有効に活用し，問題を抱える学生に

対する個別指導を強化した。  

また，メタ学習ラボにおいて，研修やオープンキャンパスによる体験講座の企画・

実施等によりチューターを育成し，国際的な質的基準を満たすとして認定されるチュ

ーター（国際チューター育成プログラム認定におけるレベル１）を輩出したほか，正

課連携によりチュータリング制度利用者の拡充を行った。  

（２）学生支援，就職活動に対する支援に関する措置 

    学生の就学や健康，就職等の情報を収集するため「学生生活実態調査」を実施し，

結果を分析し課題の把握と対応を行った。また，未来大学振興基金を活用した「海外

留学助成制度」を創設し，留学する学生の経済的支援を行った。 

通年にわたる就職ガイダンスや「SPI対策講座」「SPI受験会」等を実施したほか，

就職指導担任教員による進路面談やアドバイスを行った。また，保護者懇談会を本学

や青森市で実施し，就職状況等の紹介や保護者との個別面談を行った。 

    就職委員会が中心となり，札幌圏，首都圏等への企業訪問を実施したほか，学内外

での企業説明会，企業交流会を行ってきた。特に，札幌では，学生募集企画のオープ

ンキャンパスin札幌開催日の前日に企業関係者に学生が研究成果を発表し，企業と学

生の意見交換の機会を増やした。また，東京では，企業交流会をプロジェクト学習成

果発表会と併せて実施するなどの取り組みにより，企業関係者の参加は年々増加して

いる。 

 

５ 研究の推進に関する措置 

 

達成状況（自己評価） Ａ 中期計画の達成状況は良好である。 

 

【評価の理由】 

（１）重点的・戦略的な研究テーマに対する支援に関する措置  

大学が設定した重点領域テーマや地域の課題に貢献度の高いテーマについて，毎年

度特別研究費として公募を行い，学内研究資金を弾力的，集中的に投入し研究の推進

16



を図った。また，重点的・戦略的な研究テーマについて，教職員等で構成するプロジ

ェクトにコ・ラボ制度を適用し，本学の公式な組織として認定し積極的に支援した。 

（２）重点的・戦略的な研究への評価と情報公開に関する措置 

特別研究費の採択を行った事業について，研究成果報告書の提出と研究成果パネル

の作成を義務付け，学内での情報共有を図るとともに教員相互に成果に対する評価を

行った。また，社会連携ポリシーに基づき，教育研究の成果の社会還元および広く社

会へ向けた情報発信を行う。また，学内の研究成果について，地域内外の様々な展示

会やイベントへの出展や本学教員が講師となる公開講座の開催，函館市との共催によ

るAIのビジネスマッチング交流会等での情報提供のほか，本学出版会による書籍の刊

行等により，研究成果の地域社会への還元を進めた。 

（３）外部研究資金の確保，研究成果の知的財産化や事業化の支援に関する措置 

教員や重点・戦略テーマ等の研究プロジェクトに対し，本学の科学研究費助成事業

のほか，国や地方自治体，民間団体・企業等の多様な外部研究資金の確保に向け，情

報の提供や申請書作成の指導等，社会連携センターが中心となり支援を行った。 

 

 

 

 

【主な取組み】 

（１） 重点的・戦略的な研究テーマに対する支援に関する措置  

         本学の独自性を生かした重点的研究テーマである，複雑系と知能の融合，ITとデ

ザインの融合や，地域の課題に貢献度の高いマリンIT，メディカルIT，モバイルIT

等について，特別研究費の公募を行い，採択・実施し研究の推進を図った。 

     また，重点的・戦略的な研究テーマについて，複数の教職員等で構成するプロジ

ェクトにコ・ラボ制度（５つのコ・ラボ＝観光用ロボットラボ，スマートシティは

こだてラボ，ノーマリーオフコンピューティングラボ，マリンIT・ラボ，ショート

ショート自動生成ラボ）を適用し，本学の公式な組織として認定し積極的に支援し

た。 

平成30年度からは，コ・ラボの上位に新たに設置した研究プラットフォーム「未

来AI研究センター」の仕組みを通じて，民間企業との共同研究や試行実験などを進

め，企業とのコ・ラボおよび全学の人工知能研究を組織的に推進した。 

 （２）重点的・戦略的な研究への評価と情報公開に関する措置 

函館圏公立大学広域連合公立大学法人評価委員会評価結果 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅳ 
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     特別研究費の採択を行った事業について，研究成果報告書の提出と研究成果パネ

ルの作成を義務付け，重点・戦略研究については口頭発表，社会連携・教育方法研

究についてはポスターセッションを開催し，学内での情報共有を図るとともに，教

員相互に成果に対する評価を行った。  

     社会連携センターが支援するなかで，イノベーション・ジャパン，ものづくり広

域連携フェア，メッセナゴヤ等の展示会へ研究成果を出展し,情報発信した。また，

公開講座を通じて，教員の研究成果を一般市民に分かりやすく発信したほか，未来

AI研究センターと函館市との共催でAIのビジネスマッチング交流会を市内ホテルで

開催し，地域内外から多くの企業の方々の参加を得て，基調講演やグループディス

カッションを実施した。 

     また，平成30年度には，本学出版会において，４冊目の刊行物として，本学にお

けるプロジェクト学習の経験と知見をとりまとめた「未来を創る『プロジェクト学

習」のデザイン」』を，５冊目として本学発ベンチャー「未来シェア」の研究や社

会実装の成果をとりまとめた『スマートモビリティ革命：未来型AI公共交通サービ

スSAVS』をそれぞれ出版した。 

 （３）外部研究資金の確保，研究成果の知的財産化や事業化の支援に関する措置 

教員に対する科学研究費助成事業申請の勧奨を引き続き行うとともに，前年度不

採択者への申請書作成に関するアドバイス，若手研究者の申請にあたっては添削を

義務付けるなどの学内支援を実施した。 

また，科学研究費助成事業に申請するも，採択されなかった者に対して学内一般

研究費を加算する支援を実施したほか，外部資金の獲得者には，間接経費の３分の

１を学内一般研究費として加算する支援を行った。     

さらに，月１回発明委員会を開催し，知的財産の獲得，活用に向けた取り組みを

検討したほか，知的財産権に関する知識・意識向上のため，知財講演会を開催する

とともに，教員に対する啓発活動として，研究活動の知財化を推進するため啓発資

料や関連資料の配付を行った。 

令和元年度には，道立工業技術センターと連携協定を締結し，施設・機器の相互

利用や民間企業へのAI・IoT機器開発の支援や啓発，専門人材の育成に着手した。 

 

６ 地域連携・地域貢献活動に関する措置 

 

達成状況（自己評価） Ａ 中期計画の達成状況は良好である。 
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【評価の理由】 

 函館医師会，函館高専との三者連携協定や日本政策金融公庫函館支店との産学連携協

定を締結し，地域発展の支援に取り組んだ。 

未来AI研究センターの設置により，地域連携型の教育研究活動を推進し，大学発ベン

チャー「未来シェア」の設立に伴い，様々な研究開発等が行われる産学連携拠点とする

ことができた。 

高大連携事業として，市立函館高校に対し本学の授業を単位互換授業として受講でき

る仕組みを設定したほか，地域の高校への出前講義やプロジェクト学習を通じた学校連

携を実施した。 

 

 

 

 

【主な取組み】 

 函館医師会，函館高専との三者連携協定を締結し，住みやすいまちづくりへ向けた医

工連携を目標に掲げ，その一環としてリハビリ支援施設等のサポーティブテクノロジー

の研究を推進した。 

また，日本政策金融公庫函館支店との間で産学連携協定を締結し，AI技術の活用を通

じ地域の中小企業者等の成長や人材育成，ひいては地域経済の発展の支援に連携して取

り組むこととした。 

地域課題の解決や，地域産業の振興に資する人工知能研究の展開を目指して「未来AI

研究センター」を設置し，函館市が進めるAIビジョン構想への全面協力，定置網漁業へ

のAI活用，函館市内ホテルでのサービス分析へのAI活用に取り組んだほか，各種相談に

対応した。 

大学ウェブサイトで社会連携ポリシーや社会連携センターの活動について紹介したほ

か，地域交流フォーラム，特別講演会，公開講座を地域発信の３本柱として体系だった

企画運営を行った。 

函館進出IT企業であるアットウェア社との産学連携により大学発ベンチャー「未来シ

ェア」を設立し，函館に進出したIT企業との合同オフィスにコワーキングプレイスを併

設したことで，教員や学生とのミーティングや研究開発等が行われる産学連携拠点とす

ることができた。 

地域社会への貢献を目的としたプロジェクトであるスマートシティはこだて，デジタ

函館圏公立大学広域連合公立大学法人評価委員会評価結果 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅲ 
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ル・アーカイブ，科学技術理解推進事業（はこだて国際科学祭等）等を実施したほか，

様々な市民向けコンテンツを企画・開催した。 

 市立函館高校との高大連携事業として，本学の授業を単位互換授業として受講できる

仕組みを設定し，１年生を対象にプロジェクト学習の見学を実施したほか，意見交換会

を開催し交流事業について検討を行った。また，地域の高校への出前講義，プロジェク

ト学習を通じた学校連携を実施した。 

 

７ 国際・国内の学術交流，連携等に関する措置 

 

達成状況（自己評価） Ａ 中期計画の達成状況は良好である。 

 

【評価の理由】 

 国内外の大学との学術交流連携を進めるなど，グローバルな学術交流ネットワークの

構築を図ったほか,本学学生の留学や海外からの留学生の受け入れを推進するとともに，

留学生に対する支援制度の導入や日本語教育の充実を進めた。 

 

 

 

 

 【主な取組み】 

 国内外の21大学と学術交流協定を締結し，連携ワークショップ等の開催や留学生の派

遣や受け入れを行った。また，JAFSAに加盟し国際交流の国際会議であるAPAIEに参加し，

海外の大学や研究機関等との学術ネットワークを構築した。 

 全学年に向けたオリエンテーションにおいて，留学説明会を行ったほか，留学から帰

国した学生の報告会や，海外から受け入れた留学生との交流会を実施するなど，学生の

留学に対する意識の向上に努めた。 

 大学内の留学生の日本語教育（日本語カフェ）を充実させ，情報ライブラリーに留学

生向けの本棚を設置するなどの留学生支援を進めたほか，留学生の日常生活や学習等に

係る支援を行う制度として留学生チューター制度を平成30年度から導入した。また，平

成30年度および令和元年度においては，日本学生支援機構が実施する海外留学支援制度

による協定校への学生派遣を実施した。 

 

函館圏公立大学広域連合公立大学法人評価委員会評価結果 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅳ 
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８ 付属機関の運営に関する措置 

 

達成状況（自己評価） Ａ 中期計画の達成状況は良好である。 

 

【評価の理由】 

 教員やプロジェクトによる様々な社会連携の全学的な取り組みを推進し，知的財産権

に関する知識・意識向上のため，知財講演会等を開催した。 

 研究棟に書架を増設し，書籍の配架を見直すことで有効活用と利便性の向上に努めた

ほか，ウェブサイトを開設し，電子書籍や電子ジャーナル等を閲覧できる環境を整備し

た。また，情報ライブラリーの開館時間の延長を行ったほか，メタ学習センターと連携

し，チュータリングセッションを実施するなどライブラリースペースの活用を図った。 

 

 

 

 

 【主な取組み】 

 社会連携センターにおいては，教員やプロジェクトによる様々な社会連携の取り組み

状況や公開講座，特別講演会等の成果について情報共有を図り，教員のモチベーション

向上に努めるとともに，函館地域に進出した企業との間で製品の品質検査にAIを導入す

る共同研究や，地元企業との間ではホテルのサービス開発にAIを活用する研究など，地

域連携・社会連携コーディネートを行い，共同研究や技術移転活動を推進した。 

また，発明委員会を毎月開催し，知的財産の獲得，活用に向け取り組み，知的財産権

に関する知識・意識向上のため，知財講演会等を実施した。 

社会連携センタースタッフが資格取得等により専門能力を高めるとともに，教員の研

究資金公募申請についての相談・支援のほか，公開講座の企画運営等に取り組む等のＯ

ＪＴによる人材育成を推進した。 

 情報ライブラリーにおいては，研究棟に書架を増設し，収蔵容量の大幅な拡大ができ

たことで資料のバックナンバーの保管に努めるとともに，書籍の配架を全面的に見直す

ことでスペースの有効活用と同時に利便性の向上を実現した。 

 また，情報ライブラリーのウェブサイトを開設し，教育，研究に資する電子書籍や電

子ジャーナルを閲覧できる仕組みや学術認証フェデレーションへの参加したことで，学

外からも契約電子ジャーナルを利用できる環境を整備した。 

函館圏公立大学広域連合公立大学法人評価委員会評価結果 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ 
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 さらに，学生・教職員の利便性向上のため，平日の開館時間の延長ならびに土曜日や

試験期間中の日曜日の開館，また，メタ学習センターと連携し，チュータリングセッシ

ョンを実施し，多彩な学びの場としてのライブラリースペースの活用を図った。 

 

９ 運営・管理および財政基盤の安定化に関する措置 

 

達成状況（自己評価） Ａ 中期計画の達成状況は良好である。 

 

【評価の理由】 

 大学運営の円滑な遂行のため，学内委員会の適切な配置と教職員の配属を行うととも

に，常勤役員会議，教育研究審議会等の組織について機能分担を明確にし，迅速かつ的

確な意思決定を行った。また，事務組織については，大学業務の専門性や複雑化・高度

化する課題へ対応するため，事務局プロパー職員の計画的な採用および育成を図り，教

職員が密接に連携しながら，中期計画，年度計画に基づき取組みを進め，実効性の高い

大学運営を推進した。 

教員海外研修制度や人事評価を実施し，モチベーション向上に努め，予算編成では管

理経費の抑制に努めながら研究費を一定水準で確保し，新たな取り組みにも対応できる

弾力的な予算配分を行った。 

 

 

 

 

 【主な取組み】 

 情報システムデザインセンターの設立や函館市国際水産・海洋総合研究センター内

のサテライトラボの設置に伴い関連する委員会やWGを再整理するとともに，2020年の入

試制度改革を検討する委員会を新たに設置し，機能分担を明確にすることにより，適切

な委員会の設置と教職員の配属を行い，明確な意思決定を行う体制を築いた。また，新

型コロナウィルス対策として，学内関係委員長からなる「新型コロナウィルス対策会

議」を設置し，感染拡大防止対応および遠隔授業に係る準備を行った。 

プロパー化計画に基づき，事務局プロパー職員の計画的な採用および育成を図り，学

内業務を分担する学内委員会の活動目標や活動計画を明確にし，教職員が密接に連携し

ながら，実効性の高い大学運営を推進した。 

函館圏公立大学広域連合公立大学法人評価委員会評価結果 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ 
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人事評価制度に基づき，職制に応じた人事評価を適正に実施し，教職員の資質向上を

目的として外部講師を招へいし，教職員合同研修会を行った。 

国際的な研究レベルの維持や教員のモチベーション向上を目的として，教員海外研修

制度を毎年度継続的に実施している。 

予算編成にあたり，管理経費にシーリング枠を設けて抑制に努めた一方，研究費につい

ては一定水準の確保し，新たな取り組みに対し予算配分を行うなど弾力的な予算配分を

行った。また，予算執行に際しても柔軟な運用に努めた。 

 

10 自己点検・評価，広報・ＩＲ等の推進に関する措置 

 

達成状況（自己評価） Ａ 中期計画の達成状況は良好である。 

 

【評価の理由】 

 自己点検・評価を定期的に実施するとともに，外部有識者等によるアドバイスや評価

の実施を検討し，外部認証評価機関による大学機関別認証評価の受審準備を進めた。 

本学の全国的なプレゼンスや大学ブランド力の向上，地域における情報発信やコミュ

ニケーション機会の拡充へ向け，様々な広報活動を戦略的に行った。 

また，後援会等の組織との協力関係を良好に維持し，各組織に対し積極的な情報提供を

行った。 

 

 

 

 

 【主な取組み】 

 年度計画に対する業務実績や中期計画に関する実績評価等自己点検・評価を定期的に

行い，評価結果をウェブサイトに公開した。 

学生に対しオンライン授業評価の案内や説明を行い，効果的なフィードバックとなる

ような利用促進を図った。 

外部認証評価機関による大学機関別認証評価を受審し，大学評価基準を満たしている

という評価結果を受け，結果および指摘事項等について教育活動の改善に生かした。 

高校においての模擬授業や，札幌でのオープンキャンパスの開催，青森県における進

学相談会の開催，プロジェクト学習成果発表会の「見学ツアー」等を実施し，積極的な

函館圏公立大学広域連合公立大学法人評価委員会評価結果 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ 
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広報活動を行い，本学で開催したオープンキャンパスでは，新たな取り組みとしてメタ

学習ラボによるプログラミング体験コーナーを設置し，アクティブラーニングを効果的

に体験できる機会を設けた。 

ウェブサイトを活用した広報として，大学独自のコンセプトを伝えるものとして３つ

の本学PR動画について，YouTubeコンテンツを利用し公開した。また，令和元年度には， 

  情報系大学にふさわしいウェブサイトを目指し，リニューアルを行った。 

   後援会が実施する様々な学生支援活動や，同窓会が行う在学生向け就職支援活動を支

援したほか，全ての在学生の保護者を対象とした「保護者懇談会」を継続的に開催し，

保護者に向けて教職員から教務・学生生活・就職・進学に関し説明を行うともに，個別

相談を実施した。 

 

 

11 その他業務運営に関する措置 

 

達成状況（自己評価） Ａ 中期計画の達成状況は良好である。 

 

【評価の理由】 

 施設・設備等の計画的な修繕・改修・整備を行ってきているほか，省エネルギー対策

やコスト削減に取り組んだ。各種情報システムの整備を効率的かつ効果的に進め，情報

セキュリティポリシーの策定を行い，情報セキュリティ対策の充実を図った。 

また，安全衛生管理体制の充実や適切な健康管理に努めた。 

 

 

 

 

 【主な取組み】 

 施設の利用状況を点検し，様々な需要に対応するため，共同研究室の間取りの改装や

研究棟に書架を設置するなど計画的に施設整備を行った。小規模修繕等については，施

設の状態を点検しながら随時実施した。 

 環境に配慮した省エネルギー対策として，計画的に学内照明の LED化を進めてきたほ 

か，コスト削減のため電力供給に係る入札を行い，新電力事業者と契約したことで経費

節減を図った。 

函館圏公立大学広域連合公立大学法人評価委員会評価結果 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ 
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 平成30年度に一部更新する情報通信基盤の整備について仕様を見直し，新しいシステ

ムを導入することで利用環境の柔軟性を高めるとともに,セキュリティ対策を行った。ま

た，情報セキュリティレベルを確保するための方針である情報セキュリティポリシーの

策定を行った。 

 研究機能の一部を移転した函館市国際水産・海洋総合研究センターや東京サテライト

オフィスを活用し，研究機能の向上や質の向上に努めた。 

 安全衛生管理に関係する職員２名が，新たに第１種安全衛生管理者免許を取得し，さ

らなる安全衛生管理体制の強化に努めた。 

 学生および教職員について定期健康診断を継続的に実施し，メンタルヘルス対策とし

て，教職員に対してストレスチェックを新たに実施した。 
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 ３ 第２期中期計画における業務実績総括表

(Ⅳ)21 (Ⅲ)136 (Ⅳ)22 (Ⅲ)135 (Ⅳ)26 (Ⅲ)131 (Ⅳ)18 (Ⅲ)137 (Ⅳ)10 (Ⅲ)144

１　大学全体としての理念・目標に関する措置 (Ⅳ)0 (Ⅲ)2 (Ⅳ)1 (Ⅲ)1 (Ⅳ)0 (Ⅲ)2 (Ⅳ)0 (Ⅲ)2 (Ⅳ)0 (Ⅲ)2 (Ⅳ)0 (Ⅲ)2

２　教育に関する措置

（１）学部教育の設計・開発に関する措置

（２）学部教育の質の向上に関する措置 (Ⅳ)2 (Ⅲ)40

（３）大学院教育の設計・開発に関する措置 (Ⅱ)1

（４）大学院教育の質の向上に関する措置

（１）学部の入試制度に関する措置

（２）学部入学者の受け入れに関する措置

（３）学部入学者に対する入学時の導入支援に関する措置

（４）学部入試および入学者に関するデータの分析と活用に関する措置

（５）大学院入学者の受け入れに関する措置

４　学生支援に関する措置

（１）学習・履修状況，進路設計に関する措置

（２）学生生活，就職活動に対する支援に関する措置

５　研究の推進に関する措置

（１）重点的・戦略的な研究テーマに対する支援に関する措置

（２）重点的・戦略的な研究への評価と情報公開に関する措置

（３）外部研究資金の確保，研究成果の知的財産化や事業化の支援に関する措置

６　地域連携・地域貢献活動に関する措置 (Ⅳ)3 (Ⅲ)12 (Ⅳ)3 (Ⅲ)12 (Ⅳ)3 (Ⅲ)12 (Ⅳ)3 (Ⅲ)12 (Ⅳ)1 (Ⅲ)14 (Ⅳ)1 (Ⅲ)14

７　国際・国内の学術交流，連携等に関する措置 (Ⅳ)0 (Ⅲ)3 (Ⅳ)0 (Ⅲ)3 (Ⅳ)0 (Ⅲ)3 (Ⅳ)2 (Ⅲ)1 (Ⅳ)3 (Ⅲ)0 (Ⅳ)3 (Ⅲ)0

８　附属機関の運営に関する措置

（１）社会連携センターの運営に関する措置

（２）情報ライブラリーの運営に関する措置

９　運営・管理および財政基盤の安定化に関する措置

（１）大学の運営・管理に関する措置

（２）教職員の人事体制の適正化，業績評価に関する措置

（３）財政基盤の安定化に関する措置

10　自己点検・評価，広報・IR等の推進に関する措置

（１）大学の自己評価・外部評価に関する措置

（２）広報・IR等の推進に関する措置

11　その他業務運営に関する措置

（１）大学の施設設備全般の整備に関する措置

（２）環境，安全管理および人権擁護への配慮に関する措置

(Ⅲ)12

区　　　　　分
平成26年度

第２　第２期中期目標を達成するためにとるべき措置

３　学生の受け入れに関する措置

平成29年度

(Ⅳ)10(Ⅳ)6 (Ⅲ)39 (Ⅳ)4 (Ⅲ)41

(Ⅳ)3

評価 評価 評価 評価

平成27年度 平成28年度

(Ⅲ)35 (Ⅳ)5 (Ⅲ)38

(Ⅳ)4 (Ⅲ)12 (Ⅳ)4 (Ⅲ)12 (Ⅳ)5 (Ⅲ)11 (Ⅳ)2 (Ⅲ)14

(Ⅳ)1 (Ⅲ)13 (Ⅳ)2 (Ⅲ)12 (Ⅳ)2 (Ⅲ)12 (Ⅳ)1 (Ⅲ)13

(Ⅳ)2 (Ⅲ)14 (Ⅳ)2 (Ⅲ)14 (Ⅳ)2 (Ⅲ)14 (Ⅳ)3 (Ⅲ)13

(Ⅲ)13

(Ⅳ)3 (Ⅲ)9 (Ⅳ)5 (Ⅲ)7 (Ⅳ)2 (Ⅲ)10

(Ⅳ)1 (Ⅲ)12 (Ⅳ)1 (Ⅲ)12 (Ⅳ)1 (Ⅲ)12

(Ⅳ)1 (Ⅲ)8 (Ⅳ)0 (Ⅲ)9 (Ⅳ)1

Ⅳ(1)　Ⅲ(5)　　⇒　　年度計画に対して評価基準に基づき自己評価を行った結果　　評価基準Ⅳが１項目　評価基準Ⅲが５項目

※　各年度評価の記載について

(Ⅳ)0 (Ⅲ)12 (Ⅳ)0 (Ⅲ)12 (Ⅳ)0 (Ⅲ)12 (Ⅳ)0(Ⅳ)0 (Ⅲ)12

(Ⅳ)1 (Ⅲ)11

(Ⅳ)0

(Ⅲ)8

(Ⅳ)0

(Ⅲ)12

(Ⅳ)0 (Ⅲ)13

(Ⅳ)1 (Ⅲ)8 (Ⅳ)0 (Ⅳ)0 (Ⅲ)9

令和元年度

評価

(Ⅳ)0 (Ⅲ)15

(Ⅳ)0

(Ⅲ)12

(Ⅲ)14

平成30年度

評価

(Ⅳ)2 (Ⅲ)41

(Ⅳ)0 (Ⅲ)16

(Ⅳ)1 (Ⅲ)13

(Ⅲ)9

(Ⅳ)0 (Ⅲ)12

(Ⅳ)9 (Ⅲ)143
(Ⅱ)1

(Ⅳ)3 (Ⅲ)12

(Ⅳ)0 (Ⅲ)12

(Ⅲ)13

(Ⅳ)0
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上
の
基
本
組
織
】

こ
の
第
２
期
中
期
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
，
公
立
は
こ
だ
て

未
来

大
学

に
シ

ス
テ

ム
情

報
科

学
部

お
よ

び
シ

ス
テ

ム
情

報
科

学
研

究
科

を
置

く
。

 
附

属
機

関
と

し
て

，
社

会
連

携
セ

ン
タ

ー
，

情
報

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

お
よ

び
情

報
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
を

置
く
。

中
期
計
画
に
基
づ
い
た
年
度
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
，
法
人

化
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト

を
生

か
し

て
，

教
育

・
研

究
・

地
域

貢
献

等
の

活
動

を
積

極
的

に
推

進
し

，
業

務
運

営
に

つ
い

て
は

，
効

率
的

，
効

果
的

な
運

営
に

努
め

て
き

た
。

各
年
度
の
年
度
計
画
の
達
成
状
況
は
，
項
目
別
実
施
状
況
一
覧
で

示
す

と
お

り
，

年
度

計
画

の
全

項
目

に
つ

い
て

評
価

基
準

に
基

づ
き

４
段

階
で

評
価

を
行

っ
た

結
果

，
下

記
の

と
お

り
概

ね
順

調
に

年
度

計
画

が
実

行
さ

れ
，

一
定

の
成

果
を

あ
げ

て
い

る
。

平
成
2
6
年
度
　
　
計
画
の
全
1
5
7
項
目
に
つ
い
て
，
評
価
基
準
Ⅳ
は

2
1
項

目
（

1
3
.
4
％

）
，

評
価

基
準

Ⅲ
は

1
3
6
項

目
（

8
6
.
6
％

）
，

評
価

基
準

Ⅱ
お

よ
び

評
価

基
準

Ⅰ
は

０
項

目
（

０
％

）

平
成
2
7
年
度
　
　
計
画
の
全
1
5
7
項
目
に
つ
い
て
，
評
価
基
準
Ⅳ
は

2
2
項

目
（

1
4
.
0
％

）
，

評
価

基
準

Ⅲ
は

1
3
5
項

目
（

8
6
.
0
％

）
，

評
価

基
準

Ⅱ
お

よ
び

評
価

基
準

Ⅰ
は

０
項

目
（

０
％

）

平
成
2
8
年
度
　
　
計
画
の
全
1
5
7
項
目
に
つ
い
て
，
評
価
基
準
Ⅳ
は

2
6
項

目
（

1
6
.
6
％

）
，

評
価

基
準

Ⅲ
は

1
3
1
項

目
（

8
3
.
4
％

）
，

評
価

基
準

Ⅱ
お

よ
び

評
価

基
準

Ⅰ
は

０
項

目
（

０
％

）

平
成
2
9
年
度
　
　
計
画
の
全
1
5
5
項
目
に
つ
い
て
，
評
価
基
準
Ⅳ
は

1
8
項

目
（

1
1
.
6
％

）
，

評
価

基
準

Ⅲ
は

1
3
7
項

目
（

8
8
.
4
％

）
，

評
価

基
準

Ⅱ
お

よ
び

評
価

基
準

Ⅰ
は

０
項

目
（

０
％

）

平
成
3
0
年
度
　
　
計
画
の
全
1
5
4
項
目
に
つ
い
て
，
評
価
基
準
Ⅳ
は

1
0
項

目
（

6
.
5
％

）
，

評
価

基
準

Ⅲ
は

1
4
4
項

目
（

9
3
.
5
％

）
，

評
価

基
準

Ⅱ
お

よ
び

評
価

基
準

Ⅰ
は

０
項

目
（

０
％

）

令
和
元
年
度
　
　
計
画
の
全
1
5
3
項
目
に
つ
い
て
，
評
価
基
準
Ⅳ
は

9
項

目
（

5
.
9
％

）
，

評
価

基
準

Ⅲ
は

1
4
3
項

目
（

9
3
.
5
％

）
，

評
価

基
準

Ⅱ
は

1
項

目
（

0
.
6
％

）
，

評
価

基
準

Ⅰ
は

０
項

目
（

０
％

）
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第
１
　

第
２

期
中
期
計
画
に
対
す
る
項
目
別
実
施
状
況
一
覧

１
　
大

学
全

体
と
し
て
の
理
念
・
目
標

〔
教
 
 
 
 
育
〕

〔
研
 
 
 
 
究
〕

〔
地
域
貢
献
〕

〔
組
織
運
営
〕

１
 
 
大

学
全

体
と
し
て
の
理
念
・
目
標
に
関
す
る
措
置

法
人
評

価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

大
学

全
体

と
し

て
の

理
念

・
目

標
の

実
現

を
図

る
た

め
，

各
学

科
，

研
究

科
，

附
属

機
関

等
に

お
け

る
目

標
お

よ
び

計
画

を
策

定
し

公
表

す
る

と
と

も
に

，
教

職
員

が
一

体
と

な
っ

て
取

り
組

み
を

進
め

る
。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

第
２

期
中

期
計

画
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

高
度
情
報
社
会
に
お
い
て
先

導
的

な
役

割
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
た

め
に

，
総

合
的

・
論

理
的

な
思

考
力

の
醸

成
を

重
視

し
た

基
礎

教
育

・
教

養
教

育
や

実
践

的
知

識
と

創
造

性
の

醸
成

を
重

視
し

た
専

門
教

育
の

ほ
か

，
専

門
分

野
の
壁
を
越
え
て
多
角
的
な
視

点
か

ら
問

題
発

見
と

解
決

に
取

り
組

む
力

の
醸

成
を

重
視

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

を
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

柱
と

し
な

が
ら

，
新

入
生

導
入

教
育

や
課

外
学

習
，

継
続

的
な

成
長

と
キ

ャ
リ

ア
 
開

発
の

た
め
の
総
合
的
な
学
習
支
援

環
境

の
充

実
に

取
り

組
む

。
ま
た
，
高
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ー
ス

を
中

心
に

，
大

学
院

修
士

課
程

へ
の

進
学

を
前

提
と

し
た

公
立

は
こ

だ
て

未
来

大
学

ら
し

い
専

門
教

育
の

開
発

を
推

進
す

る
。

さ
ら

に
は

，
先

導
的

な
研

究
人

材
を

育
成

す
る

た
め

に
，

複
雑

系
科

学
，

知
能
シ
ス
テ
ム
，
情
報
シ
ス
テ

ム
，

情
報

デ
ザ

イ
ン

の
各

専
門

分
野

を
統

合
し

た
新

し
い

研
究

領
域

の
開

拓
を

図
り

，
大

学
院

教
育

の
高

度
化

を
目

指
す

。

独
創
性
の
高
い
研
究
領
域
や

社
会

の
要

請
を

一
歩

先
駆

け
た

研
究

領
域

，
地

域
振

興
へ

の
貢

献
度

の
高

い
研

究
領

域
等

に
つ

い
て

，
重

点
化

・
戦

略
化

を
図

る
と

と
も

に
，

外
部

資
金

 
の

戦
略

的
な

獲
得

に
努

め
る

。

評
価

実
　

績

Ⅲ (
2
)

年
度
計
画
に
つ
い
て
，
教
授
会
，

研
究
科
委
員
会
等
を
通
じ
て
計
画

の
骨
子
を
説
明
し
，
情
報
の
共
有

を
図
る
と
と
も
に
，
学
内
の
各
委

員
会
や
附
属
機
関
で
担
当
す
る
目

標
の
理
解
を
共
有
し
，
実
施
方
法

等
に
関
し
て
議
論
を
行
っ
た
。

ま
た
，
学
内
各
委
員
長
選
任
に
つ

い
て
は
候
補
の
教
員
に
対
し
，
事

前
に
職
務
内
容
な
ど
を
説
明
し
，

円
滑
に
委
員
会
運
営
が
で
き
る
よ

う
準
備
し
た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
1
)

年
度
計
画
に
つ
い
て
，

教
授

会
，

研
究
科
委
員
会
，
コ
ー

ス
会

議
を

通
じ
て
計
画
の
骨
子
を

説
明

し
，

情
報
の
共
有
を
図
る
と

と
も

に
，

学
内
の
各
委
員
会
や
附

属
機

関
で
，
担
当
す
る
目
標
の

理
解

を
共

有
し
，
実
施
方
法
等
に

関
し

て
議

論
を
行
っ
た
。

ま
た
，
各
コ
ー
ス
独
自

の
企

画
に

よ
り
，
コ
ー
ス
学
生
に

対
し

て
活

発
な
情
報
提
供
を
行
い

，
研

究
室

選
択
や
大
学
院
進
学
の

判
断

材
料

を
提
供
し
た
。

Ⅲ (
2
)

年
度

計
画

に
つ

い
て

，
教

授
会

，
研

究
科

委
員

会
，

コ
ー

ス
会

議
を

通
じ

て
計

画
の

骨
子

を
説

明
し

，
情

報
の

共
有

を
図

る
と

と
も

に
，

学
内

の
各

委
員

会
や

附
属

機
関

で
，

担
当

す
る

目
標

の
理

解
を

共
有

し
，

実
施

方
法

等
に

関
し

て
検

討
を

行
っ

た
。

ま
た

，
各

コ
ー

ス
独

自
の

企
画

に
よ

り
，

コ
ー

ス
学

生
に

対
し

て
有

効
な

情
報

提
供

を
行

い
，

研
究

室
選

択
や

大
学

院
進

学
，

就
職

に
あ

た
っ

て
進

路
検

討
の

判
断

材
料

を
提

供
し

た
。

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績
評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

Ⅲ (
2
)

年
度

計
画

に
つ

い
て

，
教

授
会

，
研

究
科

委
員

会
，

コ
ー

ス
会

議
を

通
じ

て
計

画
の

骨
子

を
説

明
し

，
情

報
の

共
有

を
図

る
と

と
も

に
，

学
内

の
各

委
員

会
や

附
属

機
関

で
，

担
当

す
る

目
標

の
理

解
を

共
有

し
，

実
施

方
法

等
に

関
し

て
検

討
を

行
っ

た
。

ま
た

，
各

コ
ー

ス
独

自
の

企
画

に
よ

り
，

コ
ー

ス
学

生
に

対
し

て
有

効
な

情
報

提
供

を
行

い
，

研
究

室
選

択
や

大
学

院
進

学
，

就
職

に
あ

た
っ

て
進

路
検

討
の

判
断

材
料

を
提

供
し

た
。

Ⅲ (
2
)

年
度

計
画

に
つ

い
て

，
教

授
会

，
研

究
科

委
員

会
，

コ
ー

ス
会

議
を

通
じ

て
計

画
の

骨
子

を
説

明
し

，
情

報
の

共
有

を
図

る
と

と
も

に
，

学
内

の
各

委
員

会
や

附
属

機
関

で
，

担
当

す
る

目
標

の
理

解
を

共
有

し
，

実
施

方
法

等
に

関
し

て
検

討
を

行
っ

た
。

ま
た

，
各

コ
ー

ス
独

自
の

企
画

に
よ

り
，

コ
ー

ス
学

生
に

対
し

て
有

効
な

情
報

提
供

を
行

い
，

研
究

室
選

択
や

大
学

院
進

学
，

就
職

に
あ

た
っ

て
進

路
検

討
の

判
断

材
料

を
提

供
し

た
。

Ⅲ (
2
)

年
度

計
画

に
つ

い
て

，
教

授
会

，
研

究
科

委
員

会
，

コ
ー

ス
会

議
を

通
じ

て
計

画
の

骨
子

を
説

明
し

，
情

報
の

共
有

を
図

る
と

と
も

に
，

学
内

の
各

委
員

会
や

附
属

機
関

で
，

担
当

す
る

目
標

の
理

解
を

共
有

し
，

実
施

方
法

等
に

関
し

て
検

討
を

行
っ

た
。

ま
た

，
各

コ
ー

ス
独

自
の

企
画

に
よ

り
，

コ
ー

ス
学

生
に

対
し

て
有

効
な

情
報

提
供

を
行

い
，

研
究

室
選

択
や

大
学

院
進

学
，

就
職

に
あ

た
っ

て
進

路
検

討
の

判
断

材
料

を
提

供
し

た
。

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

教
育
・
学
術
・
文
化
か
ら

産
学

連
携

・
技

術
意

見
・

共
同

研
究

ま
で

，
ま

た
，

教
員

や
学

生
が

主
導

す
る

連
携

か
ら

大
学

と
し

て
の

組
織

的
な

連
携

ま
で

と
い

っ
た

，
多

様
な

分
野

や
レ

ベ
ル

で
の

社
会

連
携

を
推

進
す

る
と

と
も

に
，

総
合
的
・
長
期
的
な
視
野

に
立

っ
た

地
域

振
興

へ
の

貢
献

を
図

る
。

理
事
長
や
役
員
会
議
，
部

局
長

会
議

，
教

育
研

究
審

議
会

等
の

責
任

あ
る

主
導

の
も

と
，

第
１

期
中

期
目

標
期

間
で

築
い

た
基

盤
を

強
化

し
つ

つ
，

今
後

は
，

さ
ら

に
地

域
の

公
立

大
学

，
小

規
模

な
大

学
と

し
て

ふ
さ

わ
し

い
，

効
率

的
で
健
全
な
組
織
運
営
体

制
を

教
職

員
が

一
体

と
な

っ
て

追
求

す
る

。
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２
 
 
教
育

に
関
す
る
目
標

(
1
)
　
学
部
教
育
に
関
す
る
目

標
 

２
 
 
教

育
に

関
す
る
措
置

(
1
)

〔
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
の

明
示

化
〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

〔
2
1
世

紀
型

ス
キ

ル
に

対
応

し
た

教
育

設
計

の
検

討
〕

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

国
際

教
育

標
準

と
し

て
の

2
1
世

紀
型

ス
キ

ル
へ

の
対

応
と

い
う

観
点

か
ら

，
教

育
手

法
・

内
容

の
拡

充
と

改
善

に
つ

い
て

継
続

的
に

検
討

す
る

。

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

〔
専

門
性

と
総

合
性

の
バ

ラ
ン

ス
〕

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

〔
専

門
教

育
の

質
の

向
上

〕

各
学

科
・

コ
ー

ス
が

相
互

連
携

し
て

成
果

や
課

題
の

共
有

を
図

り
，

学
科

・
コ

ー
ス

編
成

の
あ

り
方

に
つ

い
て

，
継

続
的

な
評

価
や

見
直

し
を

行
う

。

〔
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
学

習
導

入
効

果
の

向
上

〕

〔
高

度
I
C
T
コ

ー
ス

の
推

進
〕

〔
大

学
院

教
育

と
の

接
続

〕

〔
リ

テ
ラ

シ
ー

教
育

・
教

養
教

育
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

〕

〔
新

し
い

教
育

方
法

・
学

習
方

法
の

開
発

〕

〔
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
・

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
プ

メ
ン

ト
へ

の
取

り
組

み
〕

本
学

独
自

の
教

育
設

計
で

あ
る

コ
ー

ス
毎

の
専

門
教

育
と

コ
ー

ス
横

断
型

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
学

習
を

統
合

し
た

教
育

が
，

よ
り

効
果

的
な

も
の

と
な

る
よ

う
，

本
学

が
目

指
す

人
材

像
に

照
ら

し
な

が
ら

，
継

続
的

な
改

善
や

見
直

し
を

行
う

。

先
導

的
な

６
年

制
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
高

度
I
C
T
コ

ー
ス

の
成

果
と

課
題

を
学

内
共

有
し

な
が

ら
，

他
コ

ー
ス

と
の

協
調

的
発

展
を

追
求

す
る

と
と

も
に

，
さ

ら
な

る
レ

ベ
ル

の
向

上
と

教
育

設
計

の
改

善
を

図
る

。

大
学

院
へ

の
学

内
推

薦
制

度
を

積
極

的
に

啓
発

し
，

学
部

生
が

早
期

に
大

学
院

進
学

を
決

定
し

，
卒

業
研

究
等

に
専

念
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
，

学
部

３
年

生
か

ら
大

学
院

に
進

学
で

き
る

早
期

入
学

（
飛

び
入

学
）

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

高
度

な
分

析
力

や
批

判
力

等
，

い
わ

ゆ
る

メ
タ

思
考

能
力

の
育

成
を

目
指

し
，

メ
タ

学
習

セ
ン

タ
ー

が
中

心
と

な
り

，
社

会
連

携
セ

ン
タ

ー
や

情
報

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

等
と

連
携

し
な

が
ら

，
新

入
学

生
の

た
め

の
導

入
教

育
，

リ
テ

ラ
シ

ー
教

育
，

教
養

教
育

等
の

実
践

的
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
を

行
う

。

メ
タ

学
習

セ
ン

タ
ー

が
中

心
と

な
り

，
社

会
連

携
セ

ン
タ

ー
，

情
報

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

を
は

じ
め

学
内

関
係

組
織

と
も

連
携

し
な

が
ら

，
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

，
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
，

地
域

連
携

型
教

育
，

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
の

新
し

い
教

育
方

法
や

学
習

方
法

の
実

践
的

教
育

方
法

を
継

続
的

に
開

発
す

る
。

教
員

が
授

業
内

容
や

教
育

全
体

の
質

を
向

上
さ

せ
る

た
め

，
チ

ー
ム

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
制

を
は

じ
め

と
す

る
本

学
独

自
の

教
育

実
践

を
通

じ
た

Ｆ
Ｄ

活
動

，
科

目
担

当
教

員
と

履
修

学
生

を
つ

な
ぐ

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

の
活

用
推

進
，

教
員

間
の

相
互

研
鑽

の
セ

ミ
ナ

ー
や

研
修

な
ど

の
オ

フ
ザ

ジ
ョ

ブ
制

度
と

し
て

の
Ｆ

Ｄ
活

動
を

３
つ

の
柱

と
し

，
組

織
的

な
取

り
組

み
を

拡
充

す
る

。

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

学
部
教
育
の
設
計
・
開

発
に

関
す

る
措

置
本

学
が

目
指

す
，

高
度

情
報

化
社

会
の

最
先

端
技

術
を

理
解

・
応

用
す

る
能

力
を

身
に

付
け

，
多

視
点

性
と

専
門

性
を

併
せ

持
っ

た
人

材
の

育
成

と
い

う
大

目
標

の
も

と
，

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

を
明

示
化

し
た

う
え

で
，

適
切

な
成

績
評

価
・

単
位

認
定

を
実

施
す

る
。

専
門

性
と

総
合

性
の

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

人
材

教
育

の
た

め
に

，
さ

ら
な

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
善

を
図

る
た

め
，

学
内

の
関

連
組

織
が

相
互

連
携

し
，

教
育

の
充

実
と

改
革

を
進

め
る

。

専
門

性
と

総
合

性
の

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

人
材

教
育

の
た

め
に

，
さ

ら
な

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
善

を
図

る
た

め
，

学
内

の
関

連
組

織
が

相
互

連
携

し
，

教
育

の
充

実
と

改
革

を
進

め
る

。

学
部
教
育
の
設
計
・
開
発
に

お
い

て
は

，
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
（

卒
業

認
定

・
学

位
授

与
に

関
す

る
方

針
）

を
明

示
化

し
，

適
切

な
成

績
評

価
・

単
位

認
定

を
実

施
す

る
と

と
も

 
に

，
い

わ
ゆ

る
２

１
世

紀
型

ス
キ

ル
(
注

)
に

対
応
し
た
教
育
手
法
・
内
容
に

つ
い

て
検

討
と

 
導

入
を

進
め

て
い

く
。

ま
た
，
教
員
が
授
業
内
容
や

教
育

全
体

の
質

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
，

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

・
 
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

（
Ｆ

Ｄ
：

教
員

の
教

育
能

力
を

高
め

る
た

め
の

実
践

的
方

法
）

の
 
組

織
的

な
取

り
組

み
を

拡
充

す
る

。
学
部
教
育
の
質
の
向
上
に
お

い
て

は
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

（
Ｐ

Ｂ
Ｌ

）
や

地
域

連
携

型
教

育
等

の
様

々
な

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
（

能
動

的
学

習
）

手
法

の
効

果
的

な
導

入
や

授
業

外
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
提

供
・

活
用

の
検

討
を
進
め
る
と
と
も
に
，
デ
ジ

タ
ル

も
の

づ
く

り
教

育
等

の
先

進
的

な
専

門
教

育
手

法
を

導
入

す
る

。
ま
た
，
国
際
的
ス
キ
ル
と
し

て
の

英
語

教
育

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

教
育

の
充

実
や

先
端

的
な

教
育

の
た

め
の

高
度

情
報

基
盤

を
継

続
的

に
整

備
す

る
。

〔
注

：
教

育
関

係
者

の
国

際
団

体
Ａ

Ｔ
Ｃ

２
１

Ｓ
が

定
義

し
た

２
１

世
紀

を
生

き
抜

く
力

の
世

界
標

準
。

具
体

的
に

は
，

創
造

的
思

考
力

，
批

判
的

思
考

力
，

問
題

解
決

能
力

，
道

具
と

な
る

リ
テ

ラ
シ

ー
能

力
，

自
律

学
習

能
力

，
キ

ャ
リ

ア
設

計
力

，
地

域
社

会
・

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
に

お
け

る
市

民
責

任
遂

行
能

力
等

〕

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）
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①
①

①
①

①
①

②
②

②

②
②

②

③
③

③

③
③

③

④

④
④

④

④

⑤

④
⑤

⑤

⑤

実
　

績

Ⅳ (
4
)

Ⅲ
(
1
9
)

メ
タ
学
習
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

て
，
数
学
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
テ
ラ

シ
ー
の
基
礎
科
目
に
つ
い
て
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
の
検
討

を
行
い
，
試
行
的
に
授
業
実
践
を

開
始
し
た
。
ま
た
，
学
生
の
学
習

ス
キ
ル
習
得
を
メ
タ
的
に
意
識
化

さ
せ
，
促
進
す
る
学
習
支
援
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る
メ
タ
学
習
ラ
ボ
の

運
用
を
引
き
続
き
行
っ
た
。

Ⅳ (
3
)

Ⅲ
(
2
0
)

メ
タ
学
習
セ
ン
タ
ー
を

中
心

と
し

て
，
メ
タ
学
習
ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実
践
報
告
・
共
有
化

を
通

じ
て

2
1
世
紀
型
ス
キ
ル
育

成
の

た
め

の
教
育
手
法
の
具
体
化
推

進
方

策
の

検
討
を
行
っ
た
。

令
和

元
年

度

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

評
価

実
　

績
評

価

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

夏
の
進
路
個
別
面
談
に

お
い

て
学

内
推
薦
の
対
象
の
可
能

性
の

あ
る

学
生
へ
制
度
の
案
内
を

行
っ

た
ほ

か
，
大
学
院
進
学
説
明

会
を

現
学

生
の
声
や
就
職
に
関
す

る
情

報
な

ど
を
含
め
年
数
回
実
施

し
た

。
ま

た
，
学
内
推
薦
入
学
者

へ
の

入
学

料
を
免
除
す
る
制
度
の

周
知

を
徹

底
し
，
保
護
者
懇
談
会

で
大

学
院

の
教
育
内
容
や
就
職
な

ど
の

詳
し

い
説
明
を
行
っ
た
結
果

，
平

成
2
8

年
度
入
学
試
験
の
学
内

推
薦

応
募

者
比
率
は
昨
年
度
と
同

様
に

高
い

水
準
と
な
っ
た
。

メ
タ

学
習

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
て

，
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

学
習

を
支

援
す

る
ツ

ー
ル

の
開

発
を

進
め

る
と

と
も

に
，

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
を

編
纂

し
た

「
未

来
を

創
る

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
学

習
」

の
デ

ザ
イ

ン
」

と
し

て
書

籍
を

出
版

し
，

こ
れ

ま
で

の
実

践
内

容
の

総
括

を
行

い
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

の
展

望
の

整
理

を
行

っ
た

。

メ
タ

学
習

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
て

，
メ

タ
学

習
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
授

業
の

実
践

報
告

お
よ

び
共

有
化

を
通

じ
て

，
2
1
世

紀
型

ス
キ

ル
育

成
の

た
め

教
育

手
法

の
具

体
化

推
進

方
策

の
検

討
を

行
う

と
と

も
に

，
特

別
研

究
費

に
よ

る
教

育
手

法
の

開
発

支
援

を
進

め
た

。

メ
タ

学
習

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
て

，
メ

タ
学

習
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
授

業
の

実
践

報
告

を
行

い
，

２
１

世
紀

型
ス

キ
ル

育
成

の
た

め
の

教
育

手
法

を
検

討
す

る
と

と
も

に
，

学
内

の
各

委
員

会
と

の
協

働
を

進
め

メ
タ

学
習

セ
ン

タ
ー

の
サ

イ
ト

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
や

情
報

ラ
イ

ブ
ラ

リ
で

の
チ

ュ
ー

タ
リ

ン
グ

セ
ッ

シ
ョ

ン
を

実
施

し
た

。

Ⅳ (
6
)

Ⅲ
(
1
7
)

大
学

の
理

念
お

よ
び

目
標

を
再

確
認

し
て

各
種

ポ
リ

シ
ー

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
，

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
，

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

）
を

策
定

し
，

そ
れ

に
基

づ
い

て
入

試
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

検
討

を
次

年
度

以
降

進
め

る
こ

と
と

し
た

。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ
(
2
2
)

各
種

ポ
リ

シ
ー

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
，

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
，

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

）
に

基
づ

き
，

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
の

策
定

準
備

を
進

め
た

ほ
か

，
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

の
達

成
度

に
つ

い
て

，
卒

業
生

お
よ

び
卒

業
生

の
採

用
実

績
の

あ
る

企
業

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
っ

た
。

Ⅲ
(
2
3
)

各
種

ポ
リ

シ
ー

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
，

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
，

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

）
に

基
づ

い
て

，
成

績
の

判
定

の
明

確
化

，
シ

ラ
バ

ス
の

見
直

し
，

入
試

制
度

の
見

直
し

な
ど

を
実

施
し

た
。

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

V
E
P
を
通
じ
た
英
語
学

習
を

効
果

的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う

，
学

生
向
け
の
V
E
P
ハ
ン
ド

ブ
ッ

ク
を

作
成
し
，
2
0
1
6
年
４
月
か

ら
配

付
し

た
。
ま
た
，
V
E
P
の
課

題
タ

イ
プ

を
多
様
化
す
る
た
め
，
W
o
r
d
 
E
n
g
i
n
e

や
T
E
D
 
T
a
l
k
s
 
v
i
d
e
o
な
ど

の
外

部
コ
ン
テ
ン
ツ
活
用
を
引

き
続

き
進

め
た
。

本
学

が
加

盟
し

て
い

る
「

北
海

道
地

区
Ｆ

Ｄ
・

Ｓ
Ｄ

推
進

協
議

会
」

が
主

催
す

る
講

座
や

講
演

会
に

教
員

が
参

加
す

る
と

と
も

に
，

メ
タ

学
習

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

，
C
M
L
運

営
委

員
会

メ
ン

バ
ー

に
よ

る
Ｐ

Ｄ
（

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
・

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
プ

メ
ン

ト
）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

企
画

・
実

施
し

，
そ

れ
ぞ

れ
が

担
当

し
て

い
る

授
業

の
内

容
・

方
法

に
関

す
る

学
術

的
・

理
論

的
背

景
の

共
有

を
行

い
，

教
育

の
質

の
向

上
に

資
す

る
取

組
み

を
行

っ
た

。

計
算

論
的

思
考

に
対

す
る

教
職

員
お

よ
び

学
生

の
意

識
を

高
め

る
た

め
，

メ
タ

学
習

セ
ン

タ
ー

と
各

科
目

担
当

者
が

協
働

し
，

計
算

論
的

思
考

に
関

す
る

６
回

連
続

の
講

演
会

を
開

催
し

た
。

ま
た

，
計

算
論

的
思

考
を

ベ
ー

ス
と

す
る

新
し

い
実

践
的

教
育

方
法

の
開

発
を

全
学

レ
ベ

ル
で

展
開

す
る

た
め

，
書

籍
化

に
向

け
た

検
討

を
行

っ
た

。

学
内
推
薦
対
象
者
へ
の
個
別
の
案

内
を
徹
底
し
た
ほ
か
，
大
学
院
案

内
に
つ
い
て
，
現
学
生
の
声
や
就

職
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
含
め
年

数
回
案
内
を
行
っ
た
。
ま
た
，
経

済
面
で
の
負
担
 
や
不
安
を
軽
減
す

る
た
め
，
学
内
推
薦
入
学
者
へ
の

入
学
料
を
免
除
す
る
制
度
を
新
設

し
，
そ
の
結
果
，
平
成
2
7
年
度
実

施
の
試
験
の
学
内
推
薦
応
募
者
は

３
倍
程
度
に
増
加
し
た
。

大
学

院
進

学
を

促
進

す
る

た
め

，
学

内
推

薦
制

度
の

啓
発

の
た

め
，

大
学

院
進

学
説

明
会

を
学

部
各

学
年

に
対

し
て

実
施

し
た

ほ
か

，
学

部
３

年
生

を
対

象
と

し
た

セ
ミ

ナ
ー

に
お

い
て

大
学

院
生

に
よ

る
パ

ネ
ル

討
論

会
を

開
催

し
た

。
ま

た
，

保
護

者
懇

談
会

で
は

推
薦

入
学

者
へ

の
入

学
料

免
除

制
度

を
は

じ
め

，
大

学
院

生
を

対
象

と
し

た
企

業
か

ら
の

給
付

型
奨

学
金

制
度

や
貸

付
型

奨
学

金
の

返
還

免
除

制
度

の
周

知
の

ほ
か

，
大

学
院

の
教

育
内

容
や

就
職

な
ど

の
詳

し
い

説
明

を
行

っ
た

結
果

，
平

成
3
1
年

度
入

学
試

験
の

学
内

推
薦

応
募

者
比

率
（

4
3
.
1
%
）

と
な

っ
た

。

大
学

院
進

学
説

明
会

を
，

学
部

各
学

年
に

対
し

て
実

施
し

た
ほ

か
，

学
部

３
年

生
を

対
象

と
し

た
進

路
個

別
面

談
に

お
い

て
学

内
推

薦
の

対
象

と
な

る
可

能
性

の
あ

る
学

生
へ

制
度

の
詳

細
案

内
を

行
っ

た
。

ま
た

，
保

護
者

懇
談

会
で

は
推

薦
入

学
者

へ
の

入
学

料
免

除
制

度
の

周
知

の
ほ

か
，

大
学

院
の

教
育

内
容

や
就

職
な

ど
の

詳
し

い
説

明
を

行
っ

た
結

果
，

平
成

3
0
年

度
入

学
試

験
の

学
内

推
薦

応
募

者
比

率
（

5
8
.
9
%
）

は
昨

年
度

と
同

程
度

の
高

い
水

準
を

維
持

し
た

。

メ
タ

学
習

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
て

，
メ

タ
学

習
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
授

業
の

実
践

報
告

お
よ

び
共

有
化

を
通

じ
て

，
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

学
習

を
支

援
す

る
ツ

ー
ル

の
開

発
を

進
め

る
と

と
も

に
，

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
シ

ス
テ

ム
m
a
n
a
b
a
を

使
っ

た
学

生
達

成
度

に
関

す
る

振
り

返
り

の
実

施
を

開
始

し
た

。

メ
タ
学
習
ラ
ボ
に
所
属
す
る
学
生

チ
ュ
ー
タ
ー
の
チ
ュ
ー
タ
リ
ン
グ

ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
研
修
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
て
，
I
T
T
P
C

（
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
T
u
t
o
r

T
r
a
i
n
i
n
g
 
P
r
o
g
r
a
m

C
e
r
t
i
f
i
c
a
t
i
o
n
)
国
際
チ
ュ
ー

タ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
の
審

査
に
申
請
・
合
格
し
，
国
際
標
準

の
チ
ュ
ー
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
レ
ベ
ル
１
」
を
実
施

す
る
機
関
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

新
た

に
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

，
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
，

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
を

策
定

す
る

な
か

で
，

デ
ィ

プ
ロ

マ
ポ

リ
シ

ー
に

掲
げ

た
「

シ
ス

テ
ム

情
報

科
学

に
関

す
る

高
い

専
門

能
力

」
「

研
究

的
態

度
を

支
え

る
問

題
探

究
力

・
発

想
力

」
「

共
創

の
た

め
の

情
報

表
現

能
力

・
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
力

」
「

自
律

的
に

学
び

続
け

る
た

め
の

メ
タ

学
習

力
」

「
専

門
家

と
し

て
持

つ
べ

き
人

間
性

」
を

育
成

す
る

た
め

，
科

目
群

ご
と

の
教

育
方

針
を

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ポ
リ

シ
ー

と
し

て
定

め
た

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

の
成

果
発

表
会

を
，

本
学

お
よ

び
東

京
に

お
い

て
実

施
し

た
。

東
京

会
場

で
は

1
5

グ
ル

ー
プ

と
学

術
交

流
協

定
校

で
あ

る
静

宜
大

学
（

台
湾

）
１

グ
ル

ー
プ

が
発

表
を

行
い

，
3
0
0
を

超
え

る
企

業
・

団
体

の
参

加
者

か
ら

多
く

の
指

摘
や

意
見

を
得

，
学

外
者

の
評

価
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

関
係

の
科

目
を

整
備

す
る

た
め

に
，

各
コ

ー
ス

教
員

か
ら

な
る

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
で

実
施

計
画

を
策

定
し

，
各

コ
ー

ス
で

履
修

可
能

な
科

目
群

と
し

て
体

系
化

し
た

。
ま

た
，

履
修

証
明

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

認
定

を
実

施
す

る
た

め
の

条
件

整
備

を
行

っ
た

。

新
入
生
対
象
の
C
M
L
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
４
月
に
実
施

し
た

。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る

と
，

参
加

学
生
の
9
5
％
が
，
大

学
に

お
け

る
意
思
決
定
に
お
い
て
は

，
決

定
・

選
択
に
至
る
ま
で
の
プ

ロ
セ

ス
や

方
法
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が

分
か
っ
た
と
回
答
し
て
お

り
，

メ
タ

思
考
能
力
の
育
成
に
繋

が
る

プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
こ
と

が
示

さ
れ

た
。
ま
た
，
学
習
者
の

主
体

的
学

び
や
メ
タ
思
考
能
力
育

成
を

促
す

た
め
，
リ
テ
ラ
シ
科
目

に
お

い
て
，
m
a
n
a
b
a
を
活
用

し
た

反
転

授
業
，
T
A
制
度
と
チ
ュ

ー
タ

ー
制

度
を
活
用
し
た
効
果
的
な

指
導

体
制

の
構
築
，
学
習
者
同
士

の
ピ

ア
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
手
法

を
積

極
的

に
取
り
入
れ
る
と
と
も

に
，

授
業

実
践
を
研
究
対
象
と
し

，
学

内
外

へ
取
り
組
み
を
紹
介
を

し
た

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

の
成

果
発

表
会

を
本

学
の

ほ
か

，
札

幌
，

東
京

に
お

い
て

実
施

し
た

。
特

に
東

京
会

場
で

は
1
5
グ

ル
ー

プ
が

発
表

を
行

い
，

3
0
0
を

超
え

る
企

業
・

団
体

の
参

加
者

か
ら

多
く

の
指

摘
や

意
見

を
得

，
学

外
者

の
評

価
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

Ⅲ
(
2
2
)

Ⅱ (
1
)

令
和

２
年

度
か

ら
実

施
す

る
新

入
試

制
度

に
つ

い
て

，
引

き
続

き
詳

細
の

検
討

を
行

う
と

と
も

に
，

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

の
見

直
し

を
行

い
，

国
の

高
大

接
続

改
革

に
お

い
て

求
め

ら
れ

る
学

力
の

３
要

素
の

評
価

を
取

り
入

れ
，

各
入

試
区

分
に

お
い

て
ど

の
よ

う
な

能
力

を
ど

の
よ

う
に

測
定

す
る

か
を

明
確

に
し

た
。

北
海

道
F
D
・

S
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
お

い
て

，
分

科
会

「
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

」
に

お
い

て
本

学
の

取
り

組
み

を
報

告
し

た
。

ま
た

，
メ

タ
学

習
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
，

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
・

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
プ

メ
ン

ト
の

専
門

家
を

招
へ

い
し

，
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
個

別
相

談
を

実
施

し
，

教
育

の
質

の
向

上
に

資
す

る
取

組
み

を
行

っ
た

。

大
学

院
進

学
を

促
進

す
る

た
め

，
学

内
推

薦
制

度
を

啓
発

す
る

大
学

院
進

学
説

明
会

を
学

部
各

学
年

に
対

し
て

実
施

し
た

ほ
か

，
学

部
３

年
生

を
対

象
と

し
た

セ
ミ

ナ
ー

に
お

い
て

オ
ン

ラ
イ

ン
チ

ャ
ッ

ト
ル

ー
ム

を
併

設
し

開
催

し
た

。
ま

た
，

保
護

者
懇

談
会

で
は

推
薦

入
学

者
へ

の
入

学
料

免
除

制
度

を
は

じ
め

，
大

学
院

生
を

対
象

と
し

た
企

業
か

ら
の

給
付

型
奨

学
金

制
度

や
貸

付
型

奨
学

金
の

返
還

免
除

制
度

の
周

知
の

ほ
か

，
大

学
院

の
教

育
内

容
や

就
職

な
ど

の
詳

し
い

説
明

を
行

っ
た

結
果

，
2
0
2
0
度

入
学

試
験

の
学

内
推

薦
応

募
者

比
率

（
4
4
.
3
%
）

と
な

っ
た

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

の
今

後
の

実
施

形
態

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
，

学
生

支
援

の
た

め
に

週
報

閲
覧

ツ
ー

ル
を

導
入

し
運

用
を

開
始

す
る

と
と

も
に

，
学

習
効

果
の

向
上

を
目

指
し

，
学

習
過

程
を

振
り

返
り

，
成

長
の

意
識

化
を

行
う

た
め

に
学

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
新

た
に

導
入

し
運

用
を

開
始

し
た

。

こ
れ
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て

き
た
新
入
学
生
の
た
め
の
導
入
教

育
，
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
，
教
養
教

育
の
実
践
に
つ
い
て
，
メ
タ
思
考

能
力
育
成
の
観
点
か
ら
，
そ
れ
ら

が
ど
の
よ
う
に
連
関
し
な
が
ら
育

成
に
結
び
付
い
て
い
る
か
を
分
析

す
る
と
と
も
に
，
学
生
に
と
っ
て

よ
り
必
要
と
さ
れ
る
学
習
活
動
の

検
討
等
を
行
っ
た
。
ま
た
，
こ
れ

ら
の
分
析
・
検
討
に
も
と
づ
き
，

平
成
2
7
年
度
以
降
の
実
施
に
向
け

て
，
学
習
者
の
主
体
的
学
び
や
メ

タ
思
考
能
力
育
成
を
促
す
反
転
授

業
，
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

導
入
教
育
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の

実
践
計
画
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も

に
，
教
養
教
育
の
一
部
に
も
取
り

入
れ
た
。

大
学

院
進

学
説

明
会

を
現

大
学

院
生

の
生

の
声

や
就

職
に

関
す

る
情

報
な

ど
を

含
め

，
学

部
１

年
生

か
ら

４
年

生
に

対
し

て
年

３
回

実
施

し
た

ほ
か

，
進

路
個

別
面

談
に

お
い

て
学

内
推

薦
の

対
象

の
可

能
性

の
あ

る
学

生
へ

制
度

の
案

内
を

行
っ

た
。

ま
た

，
学

内
推

薦
入

学
者

へ
の

入
学

料
免

除
制

度
の

周
知

を
徹

底
し

，
保

護
者

懇
談

会
で

大
学

院
の

教
育

内
容

や
就

職
な

ど
の

詳
し

い
説

明
を

行
っ

た
結

果
，

平
成

2
9
年

度
入

学
試

験
の

学
内

推
薦

応
募

者
比

率
は

昨
年

度
と

同
程

度
の

高
い

水
準

を
維

持
し

た
。
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⑤
⑤

⑥
⑥

⑥

⑦
⑦

⑧

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
継
続

的
実
施
，
授
業
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

情
報
の
共
有
化
を
通
じ
て
フ
ァ
カ

ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

意
識
の
共
有
化
と
教
育
の
質
向
上

を
図
っ
た
。

教
職

員
に

，
自

身
の

教
育

や
大

学
に

対
す

る
ス

タ
ン

ス
を

再
考

す
る

機
会

を
与

え
る

狙
い

で
，

各
種

ポ
リ

シ
ー

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
，

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
，

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

）
を

検
討

す
る

W
G
を

，
若

手
教

職
員

を
中

心
と

し
た

メ
ン

バ
ー

構
成

で
組

織
し

た
。

新
入

生
対

象
の

C
M
L
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
４

月
に

実
施

し
，

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

よ
る

と
，

２
年

次
の

コ
ー

ス
選

択
に

向
け

て
「

自
分

の
目

標
を

決
め

る
こ

と
が

で
き

た
（

8
8
％

）
」

，
「

目
標

達
成

に
向

け
て

自
分

に
合

っ
た

行
動

を
し

ぼ
り

こ
む

こ
と

が
で

き
た

（
8
0
％

）
」

と
の

回
答

結
果

が
得

ら
れ

，
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

大
学

に
お

け
る

主
体

的
な

意
思

決
定

や
行

動
プ

ラ
ン

の
立

て
方

を
学

ぶ
機

会
と

し
て

有
益

で
あ

っ
た

こ
と

が
伺

え
た

。
ま

た
，

初
年

次
の

学
習

支
援

・
学

生
支

援
活

動
で

先
進

的
な

取
り

組
み

を
実

施
し

て
い

る
名

桜
大

学
リ

ベ
ラ

ル
ア

ー
ツ

機
構

教
職

員
を

招
き

，
意

見
交

換
会

を
実

施
し

た
。

本
学

が
加

盟
し

て
い

る
「

北
海

道
地

区
Ｆ

Ｄ
・

Ｓ
Ｄ

推
進

協
議

会
」

が
主

催
す

る
講

座
や

講
演

会
に

教
員

が
参

加
し

Ｆ
Ｄ

の
意

識
の

共
有

化
を

図
る

と
と

も
に

，
テ

ィ
ー

ム
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
や

授
業

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
情

報
の

共
有

化
を

行
い

，
教

育
の

質
の

向
上

を
図

っ
た

。

各
コ
ー
ス
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
を
実
施
し

て
，
教
員
研
究
活
動
の
紹
介
を
行

い
，
教
員
・
学
生
間
の
交
流
を
進

め
る
と
と
も
に
，
教
育
・
研
究
水

準
の
向
上
お
よ
び
学
生
の
進
路
決

定
に
資
す
る
情
報
交
換
を
行
っ

た
。

V
E
P
の

課
題

タ
イ

プ
を

多
様

化
す

る
た

め
，

W
o
r
d
 
E
n
g
i
n
e
や

T
E
D

T
a
l
k
s
 
v
i
d
e
o
な

ど
の

外
部

コ
ン

テ
ン

ツ
活

用
を

引
き

続
き

進
め

，
V
E
P

の
活

動
に

ピ
ア

・
レ

ビ
ュ

ー
を

取
り

入
れ

る
な

ど
，

学
習

効
果

を
高

め
る

た
め

の
工

夫
を

取
り

入
れ

た
。

ま
た

，
学

生
が

e
-
l
e
a
r
n
i
n
g

環
境

を
不

正
な

く
使

用
し

，
自

ら
責

任
と

誠
実

さ
を

持
っ

て
学

習
す

る
マ

イ
ン

ド
を

育
て

る
た

め
，

V
E
P

の
倫

理
規

定
を

定
め

，
後

期
よ

り
学

生
に

周
知

し
た

。

バ
ー
チ
ャ
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
プ

ロ
グ
ラ
ム
(
V
E
P
)
の
課
題
タ
イ
プ
を

多
様
化
す
る
た
め
，
W
o
r
d
 
E
n
g
i
n
e

や
T
E
D
t
a
l
k
 
v
i
d
e
o
な
ど
の
外
部
コ

ン
テ
ン
ツ
活
用
を
進
め
た
。
ま

た
，
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
課
題
の
拡
充
を
行
う
な
ど
，

４
つ
あ
る
V
E
P
コ
ー
ス
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
様
々
な
改
善
が
加
え
ら

れ
，
計
画
通
り
に
運
用
さ
れ
た
。

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
の

継
続

的
実
施
，
授
業
フ
ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

情
報
の
共
有
化
，
授
業

実
践

の
相

互
報
告
に
よ
る
情
報
共

有
な

ど
を

通
じ
て
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
意
識
の

共
有

化
と

教
育
の
質
向
上
を
図
っ

た
。
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２
 
 
教
育

に
関
す
る
措
置

(
2
)

〔
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

手
法

の
効

果
的

な
導

入
〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

〔
授

業
外

課
題

の
拡

充
〕

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

〔
先

進
的

な
専

門
教

育
手

法
の

導
入

〕

〔
英

語
教

育
の

充
実

〕

〔
先

端
的

な
教

育
の

た
め

の
高

度
情

報
基

盤
の

整
備

〕

①
①

①
①

①
① ②

②

②

②

②

②

③

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

学
部
教
育
の
質
の
向
上

に
関

す
る

措
置

授
業

の
目

的
や

計
画

に
応

じ
て

，
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
学

習
，

地
域

連
携

型
教

育
，

産
学

連
携

に
よ

る
コ

ー
オ

プ
型

教
育

等
，

様
々

な
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

手
法

の
効

果
的

な
導

入
を

図
る

。

評
価

実
　

績

平
成

3
0
年

度
令

和
元

年
度

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

評
価

実
　

績

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

拡
充

に
伴

う
，

自
習

課
題

や
教

材
の

見
直

し
，

オ
ン

デ
マ

ン
ド

教
材

や
オ

ー
プ

ン
オ

ン
ラ

イ
ン

コ
ー

ス
教

材
等

の
授

業
外

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

提
供

・
活

用
等

に
つ

い
て

検
討

し
，

必
要

に
応

じ
て

導
入

を
進

め
る

。

デ
ジ

タ
ル

も
の

づ
く

り
教

育
等

，
創

造
的

思
考

や
実

践
力

を
培

う
先

進
的

な
専

門
教

育
手

法
の

導
入

を
図

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
科

目
を

中
心

に
リ

テ
ラ

シ
ー

科
目

等
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
，

国
際

的
ス

キ
ル

と
し

て
の

英
語

教
育

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

教
育

の
充

実
を

図
る

。

本
学

独
自

の
ヴ

ァ
ー

チ
ャ

ル
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

プ
ロ

グ
ラ

ム
教

育
等

を
柱

と
し

な
が

ら
，

研
究

者
や

専
門

家
に

必
要

な
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ス

キ
ル

，
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

ス
キ

ル
と

し
て

の
英

語
力

向
上

の
た

め
の

教
育

の
充

実
を

図
る

。

情
報

系
単

科
大

学
に

ふ
さ

わ
し

い
先

端
的

な
教

育
の

た
め

の
高

度
情

報
イ

ン
フ

ラ
を

継
続

的
に

整
備

し
，

そ
の

効
果

的
な

教
育

活
用

を
図

る
。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度

Ⅲ (
5
)

英
語

に
よ

る
専

門
教

育
の

実
態

を
把

握
す

る
た

め
に

，
大

学
院

科
目

を
対

象
に

，
英

語
化

対
応

に
関

す
る

調
査

を
行

い
，

3
6
科

目
の

う
ち

，
2
6
科

目
が

英
語

化
対

応
が

可
能

で
あ

る
こ

と
を

把
握

し
た

。
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
，

シ
ラ

バ
ス

に
「

教
授

言
語

」
の

項
目

を
追

加
し

，
令

和
２

年
度

か
ら

大
学

院
講

義
の

英
語

化
を

本
格

的
に

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

平
成

3
0
年

４
月

の
シ

ス
テ

ム
の

一
部

更
新

に
あ

た
り

，
こ

れ
ま

で
の

仕
様

の
分

析
，

評
価

を
行

い
，

ア
ク

セ
ス

ポ
イ

ン
ト

の
増

設
に

よ
る

無
線

L
A
N
の

安
定

化
や

，
学

内
，

学
外

向
け

の
主

な
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
の

常
時

S
S
L
化

す
る

こ
と

で
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

行
っ

た
。

Ⅳ (
2
)

Ⅲ (
5
)

３
年
毎
の
教
育
系
情
報
機
器
更
新

に
よ
り
，
3
D
プ
リ
ン
タ
や
3
D
ス

キ
ャ
ナ
，
C
N
C
ミ
リ
ン
グ
 
マ
シ
ン

等
の
デ
ジ
タ
ル
工
作
機
械
を
更

新
・
追
加
し
た
。
ま
た
，
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
工
房
の
什
器
を
更
新

し
，
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に

対
応
し
た
自
由
な
配
置
が
可
能
な

構
成
に
変
更
し
た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
6
)

デ
ジ
タ
ル
工
作
機
械
の

更
新

・
追

加
に
よ
り
工
房
利
用
者

数
が

増
加

し
た
。
特
に
レ
ー
ザ
ー

カ
ッ

タ
ー

は
授
業
学
期
内
で
は
毎

月
5
5
件

以
上
の
利
用
が
あ
り
，
土

日
を

除
い

た
日
数
を
考
慮
す
る
と

一
日

平
均

2
.
7
5
件
の
利
用
と
，
ほ

ぼ
毎

日
何

ら
か
の
工
房
利
用
が
あ

っ
た

こ
と

に
な
る
。
ま
た
，
エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス
工
房
の
什
器
更
新

に
よ

り
，

昨
年
度
に
比
べ
２
倍
以

上
利

用
時

間
が
増
え
，
授
業
科
目

数
で

み
る

と
４
科
目
だ
け
だ
っ
た

昨
年

度
に

比
べ
短
期
利
用
も
含
め

る
と

2
2
科

目
も
増
え
，
レ
イ
ア
ウ

ト
に

自
由

度
の
有
る
教
室
が
全
学

的
に

求
め

ら
れ
て
い
る
と
言
え
る

。

学
術
認
証
フ
ェ
デ
レ
ー

シ
ョ

ン
を

通
じ
て
，
e
d
u
r
o
a
m
に

参
加

し
て

い
る
組
織
と
の
間
で
，
相

互
に

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
利
用
で
き

る
サ

ー
ビ

ス
の
提
供
を
開
始
し
，

図
書

館
情

報
シ
ス
テ
ム
で
も
学
術

認
証

フ
ェ

デ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連

携
を

開
始

し
た
。
ま
た
，
平
成
2
8
年

提
供

予
定
の
次
期
学
術
情
報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
(
S
I
N
E
T
5
)
の
高
速
・

大
容

量
を

活
用
す
る
た
め
，
ク
ラ

ウ
ド

コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス

で
あ

る
ア
マ
ゾ
ン
ウ
ェ
ブ
サ

ー
ビ

ス
を

学
内
外
か
ら
利
用
す
る

演
習

形
態

の
講
義
を
，
試
験
的
に

複
数

科
目

で
実
施
し
，
大
規
模
な

講
義

実
施

の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ら
び

に
経

費
の
算
定
を
行
い
，
本

格
的

な
利

用
の
た
め
の
基
礎
デ
ー

タ
の

収
集

を
図
っ
た
。

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

令
和

３
年

４
月

に
更

新
す

る
次

世
代

情
報

通
信

シ
ス

テ
ム

で
実

装
す

る
サ

ー
ビ

ス
整

理
に

関
す

る
検

討
会

を
I
T
関

連
業

各
社

と
行

い
，

次
期

シ
ス

テ
ム

で
利

用
予

定
の

サ
ー

ビ
ス

に
関

し
て

，
実

証
試

験
を

行
っ

た
。

Ⅲ (
5
)

学
内

に
お

け
る

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
コ

ン
テ

ス
ト

を
２

回
（

1
0
月

，
1
2

月
）

開
催

し
た

。
1
0
月

は
個

人
部

門
の

み
を

開
催

し
，

1
2
月

は
個

人
部

門
と

ペ
ア

部
門

を
開

催
し

た
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
科

目
群

に
お

け
る

１
年

生
ク

ラ
ス

担
当

グ
ル

ー
プ

で
は

，
I
V
E
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
V
i
r
t
u
a
l

E
x
c
h
a
n
g
e
)
を

授
業

に
取

り
入

れ
，

特
定

の
ト

ピ
ッ

ク
に

つ
い

て
海

外
の

大
学

生
と

交
流

し
た

。
２

年
生

担
当

グ
ル

ー
プ

で
は

，
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
教

科
書

を
作

成
す

る
こ

と
に

よ
り

，
全

ク
ラ

ス
で

統
一

し
た

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

提
供

を
可

能
と

し
た

。
ま

た
，

到
達

目
標

を
明

確
に

し
，

全
ク

ラ
ス

同
一

の
評

価
基

準
に

よ
り

評
価

を
行

っ
た

。

メ
タ

学
習

セ
ン

タ
―

運
営

委
員

会
に

お
い

て
，

未
来

大
学

の
英

語
教

育
の

現
状

課
題

に
つ

い
て

議
論

を
行

い
，

ア
イ

デ
ア

・
リ

ス
ト

を
作

成
し

，
特

に
P
B
L
や

卒
業

研
究

，
研

究
指

導
，

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
系

科
目

な
ど

，
英

語
系

科
目

で
は

な
い

領
域

に
ど

の
よ

う
に

英
語

に
よ

る
活

動
を

導
入

し
う

る
か

が
，

現
在

の
英

語
系

科
目

（
V
E
P
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
科

目
等

）
の

充
実

と
共

に
重

要
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

，
検

討
を

行
っ

た
。

平
成
2
7
年
度
更
新
の
情
報
通
信
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
，
学
術
認
証

フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
認
証
連
携

し
，
学
外
か
ら
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
増
加
を
図
っ
た
。
ま
た
，

次
世
代
O
P
A
C
に
よ
る
内
外
学
術
リ

ソ
ー
ス
取
込
を
可
能
す
る
図
書
館

情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
ほ

か
，
平
成
2
8
年
提
供
予
定
の
次
期

学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
S
I
N
E
T
5
）
に
1
0
G
b
i
t
/
s
で
接
続

可
能
な
よ
う
に
，
現
在
の
1
0
0
倍
の

大
容
量
通
信
が
可
能
な
基
幹
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
。

シ
ス

テ
ム

の
情

報
通

信
基

盤
の

能
力

が
教

育
活

用
で

，
安

全
に

か
つ

最
大

限
発

揮
さ

れ
る

よ
う

運
用

・
管

理
方

法
を

見
直

し
，

教
職

員
・

学
生

の
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
利

用
の

普
及

に
よ

る
情

報
漏

え
い

が
深

刻
な

問
題

に
な

る
と

の
懸

念
か

ら
，

教
職

員
の

学
外

サ
ー

バ
へ

の
メ

ー
ル

転
送

を
全

面
的

に
禁

止
し

，
メ

ー
ル

サ
ー

バ
の

不
正

利
用

の
自

動
検

出
な

ら
び

に
自

動
メ

ー
ル

遮
断

機
能

を
管

理
・

運
用

体
制

に
組

み
込

ん
だ

。

Ⅲ (
7
)

既
に

e
-
l
e
a
r
n
i
n
g
化

し
て

い
る

入
学

前
教

育
の

英
語

分
野

と
並

行
さ

せ
る

形
で

，
F
U
N
 
m
o
o
d
l
e
上

に
新

た
に

数
学

分
野

の
学

習
コ

ー
ス

を
作

成
し

，
困

難
を

抱
え

る
学

習
者

層
向

け
の

教
材

を
ア

ッ
プ

す
る

な
ど

，
初

歩
的

な
活

用
を

試
み

た
。

Ⅲ (
5
)

デ
ジ

タ
ル

も
の

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

，
工

房
や

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

工
房

に
お

い
て

講
義

，
演

習
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

を
引

き
続

き
実

施
し

た
。

ま
た

，
学

部
生

，
院

生
と

も
工

房
利

用
者

が
昨

年
よ

り
増

加
し

て
お

り
，

工
房

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
に

お
い

て
，

利
用

時
期

の
集

中
に

よ
る

工
房

の
過

密
化

の
解

消
の

た
め

，
学

生
同

士
の

交
流

を
通

じ
た

工
作

ス
キ

ル
の

向
上

な
ど

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。
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２
 
 
教
育

に
関
す
る
目
標

(
2
)
　
大
学
院
教
育
に
関
す
る

目
標

２
 
 
教

育
に

関
す
る
措
置

(
3
)

〔
多

視
点

性
を

備
え

た
人

材
育

成
〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

〔
シ

ス
テ

ム
情

報
科

学
の

領
域

設
計

〕

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

〔
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

継
続

的
な

整
備

〕

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

①
①

①
①

①
①

②

②

②
②

②
②

大
学
院
教
育
の
設
計
・

開
発

に
関

す
る

措
置

専
門

領
域

を
超

え
て

学
際

的
な

活
動

を
行

う
こ

と
の

で
き

る
多

視
点

性
を

備
え

た
研

究
者

・
技

術
者

を
育

成
す

る
と

い
う

理
念

に
基

づ
く

教
育

設
計

を
行

う
。

情
報

社
会

の
未

来
へ

の
発

展
に

貢
献

す
る

た
め

，
シ

ス
テ

ム
情

報
科

学
と

い
う

本
学

独
自

の
学

際
領

域
の

あ
る

べ
き

姿
を

常
に

見
据

え
，

教
育

研
究

領
域

や
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

内
容

構
成

に
つ

い
て

，
計

画
的

な
評

価
や

見
直

し
を

行
う

。

各
専

攻
領

域
の

専
門

性
と

多
様

な
専

門
テ

ー
マ

の
領

域
横

断
性

の
両

面
を

常
に

見
据

え
，

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

各
科

目
の

位
置

づ
け

や
科

目
間

の
関

連
性

・
連

携
性

を
明

確
に

し
，

柔
軟

な
履

修
を

可
能

に
す

る
教

育
内

容
を

継
続

的
に

整
備

す
る

。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

大
学
院
教
育
の
設
計
・
開

発
に

お
い

て
は

，
専

門
領

域
を

超
え

て
学

際
的

な
活

動
が

で
き

る
多

視
点

性
を

備
え

た
人

材
の

育
成

を
進

め
る

と
と

も
に

，
シ

ス
テ

ム
情

報
科

学
と

い
う

公
立

は
こ

だ
て

未
来

大
学

独
自

の
学

際
領

域
の

あ
る

べ
き
姿
を
見
据
え
，
計
画

的
な

評
価

や
 
見

直
し

を
行

い
，

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
継

続
的

な
整

備
に

努
め

る
。

大
学
院
教
育
の
質
の
向
上

に
お

い
て

は
，

研
究

者
や

専
門

家
と

し
て

必
要

と
さ

れ
る

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

リ
テ

ラ
シ

ー
（

大
学

院
で

必
要

な
基

礎
的

な
学

修
能

力
）

を
向

上
さ

せ
る

教
育

を
充

実
す

る
と

と
も

に
，

実
践

的
な

研
究

力
の

育
成

を
進
め
る
た
め
，
地
域
連

携
型

研
究

教
育

等
の

積
極

的
な

導
入

や
リ

サ
ー

チ
ア

シ
ス

タ
ン

ト
（

Ｒ
Ａ

：
優

秀
な

学
生

を
研

究
補

助
者

と
し

て
参

画
さ

せ
る

）
制

度
の

活
用

の
ほ

か
，

自
立

し
た

研
究

者
と

し
て

の
能

力
や

キ
ャ

リ
ア

設
計

能
力
の
育
成
を
支
援
す
る

。
ま
た
，
国
内
外
の
大
学
院

や
研

究
機

関
へ

の
留

学
の

機
会

の
充

実
等

に
よ

り
，

国
際

性
や

多
視

点
性

の
育

成
を

図
る

。

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績

Ⅲ (
7
)

 
専
門
職
業
人
育
成
を
意
識
し
て
作

成
し
た
平
成
2
6
年
度
開
始
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
，
大
学
院
教

務
委
員
会
で
継
続
的
に
評
価
・
検

討
を
続
け
た
ほ
か
，
高
度
I
C
T
領
域

で
の
実
践
的
I
C
T
教
育
推
進
の
た
め

の
事
業
に
連
動
し
て
，
技
術
者
教

育
の
た
め
の
時
限
付
き
演
習
型
講

義
を
導
入
し
，
運
用
を
継
続
し

た
。

Ⅲ (
7
)

令
和

元
年

度

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

評
価

実
　

績
評

価

実
践

的
な

技
術

や
知

識
を

習
得

す
る

た
め

，
企

業
の

専
門

家
や

市
内

の
実

務
家

が
参

画
す

る
講

義
や

演
習

を
実

施
し

，
実

践
的

な
教

育
の

場
を

創
出

し
た

。

学
生

の
海

外
留

学
を

推
奨

・
促

進
す

る
こ

と
を

目
的

に
，

「
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅱ

」
（

海
外

の
大

学
や

研
究

所
に

お
け

る
共

同
研

究
，

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
，

短
期

集
中

型
ス

ク
ー

ル
等

の
活

動
を

単
位

と
し

て
認

め
る

）
と

，
「

海
外

履
修

科
目

」
（

留
学

先
で

取
得

し
た

単
位

に
関

し
て

，
本

学
に

読
み

替
え

可
能

な
科

目
が

存
在

し
な

い
場

合
の

受
け

皿
）

に
つ

い
て

，
令

和
元

年
度

か
ら

新
設

す
る

準
備

を
進

め
た

。

Ⅲ (
7
)

学
生

の
海

外
留

学
を

推
奨

・
促

進
す

る
こ

と
を

目
的

に
，

「
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅱ

」
（

海
外

の
大

学
や

研
究

所
に

お
け

る
共

同
研

究
，

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
，

短
期

集
中

型
ス

ク
ー

ル
等

の
活

動
を

単
位

と
し

て
認

め
る

）
と

，
「

海
外

履
修

科
目

」
（

留
学

先
で

取
得

し
た

単
位

に
関

し
て

，
本

学
に

読
み

替
え

可
能

な
科

目
が

存
在

し
な

い
場

合
の

受
け

皿
）

に
つ

い
て

新
設

し
，

運
用

の
手

引
き

等
を

作
成

し
た

。

高
度

I
C
T
コ

ー
ス

で
は

専
門

職
業

人
育

成
を

意
識

し
て

新
技

術
，

サ
ー

ビ
ス

・
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

，
サ

ー
ビ

ス
創

成
な

ど
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

の
育

成
に

寄
与

す
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
つ

い
て

産
学

連
携

に
よ

る
講

義
を

実
施

し
，

評
価

検
討

を
行

っ
た

。

実
践

的
な

技
術

や
知

識
を

習
得

す
る

た
め

，
民

間
企

業
に

勤
務

す
る

専
門

家
や

，
市

内
の

実
践

家
が

参
画

す
る

授
業

を
実

施
し

，
実

践
的

な
教

育
の

場
を

創
出

し
た

。

平
成
2
6
年
度
か
ら
単
位
化
し
た
研

究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
，
多
数
の
企
業
の
協
力
に
よ
り

良
好
な
成
果
を
得
た
。

平
成
2
6
年
度
か
ら
単

位
化

し
た

研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
つ

い
て

は
，
多
数
の
企
業
の
協

力
に

よ
り

良
好
な
成
果
を
得
た
。

実
践

的
な

技
術

や
知

識
を

習
得

す
る

た
め

，
企

業
の

専
門

家
や

市
内

の
実

務
家

が
参

画
す

る
講

義
や

演
習

を
実

施
し

，
実

践
的

な
教

育
の

場
を

創
出

し
た

。

専
門
職
業
人
育
成
を
意

識
し

て
作

成
し
た
平
成
2
6
年
度

開
始

の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
，

大
学

院
教

務
委
員
会
で
継
続
的
に

評
価

・
検

討
を
続
け
た
ほ
か
，
高

度
I
C
T
領

域
で
の
実
践
的
 
I
C
T
教
育

推
進

の
た

め
の
事
業
に
連
動
し
て

，
技

術
者

教
育
の
た
め
の
時
限
付

き
演

習
型

講
義
を
導
入
し
，
運
用

を
継

続
し

た
。

Ⅳ (
3
)

Ⅲ (
4
)

大
学

院
進

学
者

の
増

加
に

対
応

し
て

，
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
リ

テ
ラ

シ
ー

科
目

を
改

良
し

，
次

年
度

か
ら

新
た

な
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
リ

テ
ラ

シ
ー

科
目

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
，

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

全
般

に
つ

い
て

，
学

習
状

況
に

即
し

継
続

的
に

評
価

お
よ

び
検

討
を

続
け

た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
6
)

大
学

院
進

学
者

の
研

究
の

リ
テ

ラ
シ

ー
を

向
上

さ
せ

る
た

め
に

，
大

学
院

教
育

の
基

盤
と

な
る

「
シ

ス
テ

ム
情

報
科

学
に

お
け

る
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
，

Ⅱ
」

を
開

講
し

，
担

当
教

員
を

２
名

増
員

す
る

な
ど

，
大

学
院

開
講

科
目

に
つ

い
て

，
計

画
的

な
評

価
・

見
直

し
を

行
っ

た
。

Ⅲ (
7
)
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２
 
 
教
育

に
関
す
る
措
置

(
4
)

〔
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
リ

テ
ラ

シ
ー

の
向

上
〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

〔
実

践
的

な
研

究
力

の
育

成
〕

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

〔
国

際
性

や
多

視
点

性
の

育
成

〕

①
①

①
①

①
① ②

②

②
②

②

②

③

③

③

④

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

大
学
院
教
育
の
質
の
向

上
に

関
す

る
措

置
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
リ

テ
ラ

シ
ー

科
目

な
ど

を
中

心
に

，
研

究
者

や
専

門
家

と
し

て
必

要
と

さ
れ

る
文

献
を

読
む

力
，

分
析

す
る

力
，

仮
説

を
構

築
す

る
力

，
研

究
や

実
験

の
計

画
力

，
学

術
活

動
の

た
め

の
英

語
力

等
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

教
育

を
充

実
す

る
。

評
価

実
　

績

平
成

3
0
年

度
令

和
元

年
度

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

評
価

実
　

績

実
践

的
な

研
究

力
を

身
に

つ
け

る
た

め
，

授
業

の
目

的
や

計
画

に
応

じ
て

，
専

門
科

目
や

演
習

科
目

等
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

的
な

手
法

や
地

域
連

携
型

研
究

教
育

，
産

学
連

携
に

よ
る

コ
ー

オ
プ

型
研

究
教

育
等

の
導

入
を

積
極

的
に

図
る

。

リ
サ

ー
チ

ア
シ

ス
タ

ン
ト

制
度

の
積

極
的

活
用

に
よ

り
，

先
端

的
な

研
究

現
場

で
の

学
習

機
会

を
充

実
さ

せ
る

。

外
部

研
究

資
金

の
獲

得
や

知
財

活
動

，
リ

サ
ー

チ
・

ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

等
を

開
催

し
，

自
立

し
た

研
究

者
と

し
て

の
能

力
や

キ
ャ

リ
ア

設
計

能
力

の
育

成
を

支
援

す
る

。

海
外

や
国

内
の

大
学

院
や

研
究

機
関

へ
の

留
学

の
機

会
を

充
実

さ
せ

，
積

極
的

に
留

学
を

奨
励

す
る

。

外
部

の
研

究
者

を
招

聘
し

た
学

術
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
を

通
じ

て
，

最
先

端
の

知
識

や
研

究
事

例
に

触
れ

る
機

会
を

充
実

さ
せ

る
。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度

Ⅳ (
2
)

Ⅲ (
6
)

産
学

官
連

携
に

お
け

る
利

益
相

反
問

題
の

第
一

人
者

で
あ

る
大

学
教

授
を

招
へ

い
し

，
利

益
相

反
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

中
心

と
す

る
教

員
・

大
学

院
生

向
け

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

啓
発

を
図

っ
た

。

引
き

続
き

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
よ

る
公

募
情

報
を

管
理

・
公

開
す

る
と

と
も

に
，

メ
ー

ル
で

も
公

的
研

究
資

金
の

情
報

を
教

員
に

提
供

し
た

ほ
か

，
科

学
研

究
費

助
成

事
業

の
採

択
率

向
上

に
向

け
た

支
援

策
と

し
て

，
科

研
費

申
請

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
や

希
望

者
に

は
申

請
内

容
の

添
削

等
を

実
施

し
た

。

Ⅲ (
8
)

平
成
2
6
年
度
か
ら
新
科
目
と
し
て

「
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
の
た
め
の

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を

導
入
し
，
研
究
者
と
し
て
必
要
と

さ
れ
る
読
解
力
，
分
析
力
，
仮
説

構
築
力
，
計
画
 
力
，
学
術
活
動
の

た
め
の
英
語
力
等
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。

Ⅲ (
8
)

英
語
力
と
リ
テ
ラ
シ
ー

力
を

養
う

科
目
で
あ
る
「
シ
ス
テ

ム
情

報
科

学
の
た
め
の
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク

リ
テ

ラ
シ
ー
」
の
教
育
内
容

に
つ

い
て

議
論
し
改
善
し
た
結
果

，
成

績
の

向
上
が
見
ら
れ
，
効
果

が
確

認
で

き
た
。

専
門
家
を
招
聘
し
て
の

知
財

セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
と
と

も
に

，
定

期
的
に
知
財
啓
発
資
料

を
配

布
ま

た
は
メ
ー
ル
送
信
し
た

。

専
門
家
を
招
聘
し
て
の
知
財
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
と
と
も
に
，
定

期
的
に
知
財
啓
発
資
料
を
配
布
ま

た
は
メ
ー
ル
送
信
し
た
。

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

学
内

の
知

財
活

動
に

実
績

の
あ

る
教

員
が

講
師

と
な

り
，

知
財

や
技

術
移

転
に

つ
い

て
啓

発
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

と
と

も
に

，
定

期
的

に
知

財
啓

発
資

料
を

配
布

ま
た

は
メ

ー
ル

送
信

し
た

。

国
内
外
の
３
大
学
と
学
術
交
流

（
連
携
）
協
定
を
締
結
す
る
と
と

も
に
，
海
外
か
ら
の
留
学
生
３
名

（
パ
リ
・
エ
ス
 
 
ト
･
マ
ル
ヌ
･
ラ
･

ヴ
ァ
レ
大
学
(
I
M
A
C
)
)
を
受
け
入
れ

た
。
ま
た
，
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
，
学

生
へ
の
留
学
関
連
情
報
の
提
供
に

努
め
た
ほ
か
，
学
生
に
対
す
る
留

学
へ
の
意
識
喚
起
と
情
報
提
供
を

目
的
と
し
て
，
パ
リ
I
M
A
C
か
ら
受

け
入
れ
た
留
学
生
に
よ
る
情
報
交

換
会
を
実
施
し
た
。

Ⅳ (
2
)

Ⅲ (
6
)

多
く

の
講

義
や

演
習

で
は

，
企

業
と

連
携

し
実

社
会

の
テ

ー
マ

を
設

定
し

，
市

民
を

設
計

（
デ

ザ
イ

ン
）

の
参

加
者

に
し

た
授

業
を

試
み

た
。

タ
ン

マ
サ

ー
ト

大
学

（
タ

イ
）

，
マ

ケ
レ

レ
大

学
（

ウ
ガ

ン
ダ

）
や

コ
ロ

ラ
ド

大
学

等
の

国
外

の
大

学
と

学
術

連
携

協
定

を
締

結
す

る
と

と
も

に
，

官
民

協
働

海
外

留
学

制
度

を
活

用
し

た
本

学
の

学
生

の
カ

ナ
ダ

へ
の

海
外

派
遣

や
，

タ
イ

，
フ

ラ
ン

ス
等

海
外

か
ら

の
留

学
生

の
受

け
入

れ
を

行
っ

た
。

ま
た

，
日

本
学

生
支

援
機

構
が

実
施

す
る

海
外

留
学

支
援

制
度

に
よ

る
協

定
校

へ
の

学
生

派
遣

事
業

に
つ

い
て

応
募

し
，

１
件

が
採

択
さ

れ
る

な
ど

学
術

交
流

・
連

携
を

活
性

化
さ

せ
た

。

北
京

理
工

大
学

（
中

国
）

，
ブ

リ
テ

ッ
シ

ュ
コ

ロ
ン

ビ
ア

大
学

（
カ

ナ
ダ

）
や

札
幌

市
立

大
学

等
国

内
外

の
大

学
と

学
術

連
携

協
定

を
締

結
す

る
と

と
も

に
，

官
民

協
働

海
外

留
学

制
度

を
活

用
し

た
本

学
の

学
生

の
カ

ナ
ダ

へ
の

海
外

派
遣

や
，

エ
ジ

プ
ト

，
フ

ラ
ン

ス
等

海
外

か
ら

の
留

学
生

の
受

け
入

れ
を

行
っ

た
。

ま
た

，
日

本
学

生
支

援
機

構
が

実
施

す
る

海
外

留
学

支
援

制
度

に
よ

る
協

定
校

へ
の

学
生

派
遣

事
業

に
つ

い
て

応
募

し
，

２
件

が
採

択
さ

れ
る

な
ど

学
術

交
流

・
連

携
を

活
性

化
さ

せ
た

。

引
き
続
き
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に

よ
る

公
募
情
報
を
管
理
・
公

開
す

る
と

と
も
に
，
メ
ー
ル
で
も

公
的

研
究

資
金
の
情
報
を
教
員
に

提
供

し
た

ほ
か
，
科
学
研
究
費
助

成
事

業
の

採
択
率
向
上
に
向
け
た

支
援

策
と

し
て
，
科
研
費
セ
ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る
と
と
も
に
，
希
望

者
に

は
申

請
内
容
の
添
削
等
を
実

施
し

た
。

コ
ペ

ン
ハ

ー
ゲ

ン
I
T
大

学
（

デ
ン

マ
ー

ク
）

や
東

京
電

機
大

学
等

国
内

外
の

大
学

と
学

術
連

協
定

を
締

結
す

る
と

と
も

に
，

官
民

協
働

海
外

留
学

制
度

を
活

用
し

た
本

学
の

学
生

の
イ

ン
ド

・
イ

ス
ラ

エ
ル

へ
の

海
外

派
遣

や
，

フ
ィ

リ
ピ

ン
，

フ
ラ

ン
ス

等
海

外
か

ら
の

留
学

生
の

受
け

入
れ

を
実

施
し

た
ほ

か
，

フ
ィ

リ
ピ

ン
の

デ
・

ラ
サ

ー
ル

大
学

に
お

い
て

教
員

が
講

義
を

行
う

な
ど

，
学

術
交

流
・

連
携

を
活

性
化

さ
せ

た
。

引
き
続
き
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る

公
募
情
報
を
管
理
・
公
開
す
る
と

と
も
に
，
メ
ー
ル
で
も
公
的
研
究

資
金
の
情
報
を
教
員
に
提
供
し
た

ほ
か
，
科
学
研
究
費
助
成
事
業
の

採
択
率
向
上
に
 
向
け
た
支
援
策
を

学
内
に
周
知
し
，
よ
り
難
度
の
高

い
研
究
種
目
へ
の
応
募
を
促
進
す

る
と
と
も
に
，
希
望
者
に
は
申
請

内
容
の
添
削
等
を
実
施
し
た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
7
)

近
年

の
大

学
院

進
学

者
の

増
加

を
受

け
，

よ
り

き
め

細
か

な
指

導
と

体
系

的
に

学
び

を
発

展
さ

せ
学

生
の

リ
テ

ラ
シ

ー
の

向
上

を
目

的
に

「
シ

ス
テ

ム
情

報
科

学
の

た
め

の
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
」

（
必

修
／

日
本

語
）

を
新

設
す

る
と

と
も

に
，

「
シ

ス
テ

ム
情

報
科

学
の

た
め

の
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅱ
」

（
選

択
／

英
語

）
を

開
設

し
，

引
き

続
き

，
リ

テ
ラ

シ
ー

力
と

英
語

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
と

し
た

。

Ⅳ (
3
)

Ⅲ (
5
)

他
大

学
で

リ
サ

ー
チ

・
ア

ド
ミ

ニ
ス

ト
レ

ー
タ

ー
（

U
R
A
）

職
と

し
て

活
躍

中
の

講
師

を
招

へ
い

し
，

外
部

資
金

獲
得

，
企

業
と

の
共

同
研

究
等

に
伴

う
利

益
相

反
の

行
動

倫
理

等
広

範
囲

な
テ

ー
マ

で
啓

発
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

。
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３
 
 
学
生

の
受
け
入
れ
に
関
す
る
目
標

(
1
)
　
学
部
入
学
者
の
受
け
入

れ
に

関
す

る
目

標
 

３
 
 
学

生
の

受
け
入
れ
に
関
す
る
措
置

(
1
)

〔
多

元
的

な
評

価
に

基
づ

く
入

試
制

度
〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

〔
国

の
制

度
改

革
へ

の
対

策
〕

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

①
①

①
①

①
①

②

②
②

②
②

②学
部
の
入
試
制
度
に
関

す
る

措
置

開
学

以
来

の
ポ

リ
シ

ー
で

あ
る

多
様

な
能

力
を

有
す

る
学

生
を

受
け

入
れ

る
た

め
，

引
き

続
き

A
O
入

試
，

推
薦

入
試

，
一

般
入

試
に

よ
る

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

入
試

を
実

施
す

る
。

国
の

大
学

入
試

制
度

に
関

す
る

改
定

動
向

を
見

据
え

，
時

代
の

変
化

に
対

応
し

た
入

試
制

度
の

あ
り

方
を

検
討

す
る

。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績

Ⅲ (
4
)

推
薦
入
学
者
の
入
学
後
の
学
業
成

績
・
課
外
活
動
等
を
精
査
し
，
推

薦
の
あ
り
か
た
（
募
集
定
員
，
指

定
校
枠
等
）
の
改
善
を
検
討
し

た
。
指
定
校
枠
に
つ
い
て
は
，
定

期
的
な
見
直
し
の
時
期
に
該
当
し

た
た
め
，
特
に
精
査
を
行
っ
た
。

Ⅲ (
4
)

令
和

元
年

度

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

評
価

実
　

績
評

価

前
年

度
に

設
置

し
た

入
試

改
革

W
G

が
，

新
た

な
入

試
制

度
に

つ
い

て
の

説
明

会
を

函
館

お
よ

び
札

幌
で

開
催

し
，

新
規

導
入

さ
れ

る
総

合
問

題
の

サ
ン

プ
ル

問
題

や
新

制
度

の
Q
&
A
な

ど
を

作
成

す
る

な
ど

新
制

度
へ

の
円

滑
な

移
行

を
図

っ
た

。

国
の
大
学
入
試
制
度
に

関
す

る
改

定
動
向
を
見
据
え
，
時

代
の

変
化

に
対
応
し
た
入
試
制
度

の
あ

り
方

を
検
討
し
た
。

推
薦

入
試

の
志

願
状

況
を

分
析

し
，

定
員

の
枠

の
配

分
を

見
直

す
こ

と
と

し
た

。
指

定
校

枠
に

つ
い

て
は

，
入

試
制

度
改

革
お

よ
び

各
高

校
の

定
員

増
減

や
統

廃
合

に
合

わ
せ

て
見

直
し

，
入

学
後

の
学

業
成

績
等

を
考

慮
し

，
指

定
校

枠
の

振
替

の
実

施
を

行
っ

た
。

Ⅲ (
4
)

令
和

２
年

度
か

ら
実

施
す

る
新

入
試

制
度

に
対

応
す

る
た

め
，

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

（
入

学
者

受
入

れ
方

針
）

の
見

直
し

を
実

施
し

，
各

入
試

区
分

に
お

い
て

ど
の

よ
う

な
能

力
を

ど
の

よ
う

に
測

定
す

る
か

を
明

確
に

し
た

。

入
学
試
験
デ
ー
タ
お
よ
び
入
学
後

の
成
績
を
調
査
し
，
入
試
制
度
の

検
証
を
引
き
続
き
行
っ
た
。
特

に
，
平
成
2
4
年
度
の
名
古
屋
会
場

新
設
に
よ
る
志
願
者
の
動
向
を
引

き
続
き
調
査
し
た
。
ま
た
，
国
の

大
学
入
試
制
度
に
関
す
る
改
定
動

向
を
見
据
え
，
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
入
試
制
度
の
あ
り
方
を
検

討
し
た
。

国
の

大
学

入
試

制
度

に
関

す
る

改
定

動
向

を
注

視
し

文
科

省
主

催
の

説
明

会
な

ど
に

随
時

参
加

し
情

報
収

集
に

努
め

，
ま

た
，

今
年

度
新

た
に

策
定

し
た

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
を

具
現

化
す

る
た

め
，

時
代

の
変

化
に

対
応

し
，

か
つ

本
学

に
相

応
し

い
入

試
制

度
に

つ
い

て
次

年
度

か
ら

具
体

的
に

検
討

を
進

め
る

こ
と

と
し

た
。

平
成

3
0
年

度
に

公
表

予
定

で
あ

る
本

学
の

新
た

な
入

試
制

度
を

見
据

え
，

入
試

改
革

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

組
織

し
，

こ
れ

ま
で

の
入

試
状

況
を

分
析

す
る

と
と

も
に

，
国

の
大

学
入

試
制

度
に

関
す

る
改

定
動

向
を

注
視

し
公

立
大

学
協

会
や

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

主
催

の
説

明
会

等
に

参
加

す
る

な
ど

情
報

収
集

に
努

め
，

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
を

具
現

化
す

る
た

め
，

本
学

に
相

応
し

い
入

試
制

度
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

前
年

度
に

設
置

し
た

入
試

改
革

W
G

の
会

合
お

よ
び

小
部

会
で

の
討

議
を

集
中

的
に

行
い

，
2
0
2
1
年

度
（

令
和

３
年

度
）

の
入

試
制

度
案

を
策

定
し

，
教

育
研

究
審

議
会

お
よ

び
教

授
会

の
議

を
経

て
確

定
し

，
公

表
し

た
。

推
薦
入
学
者
の
入
学
後

の
学

業
成

績
・
課
外
活
動
等
を
精

査
し

，
推

薦
の
あ
り
か
た
（
募
集

 
定

員
，

指
定
校
枠
等
）
の
改
善
を

昨
年

度
に

引
き
続
き
検
討
し
た
。

指
定

校
枠

に
つ
い
て
は
，
定
期
的

な
見

直
し

の
結
果
を
受
け
，
変
更

を
行

い
当

該
校
に
対
す
る
フ
ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行
っ
た
。

Ⅲ (
4
)

推
薦

入
学

者
の

入
学

後
の

学
業

成
績

や
課

外
活

動
等

を
追

跡
調

査
し

，
募

集
定

員
や

指
定

校
枠

の
妥

当
性

等
に

つ
い

て
継

続
し

て
検

討
し

た
。

な
お

指
定

校
枠

に
つ

い
て

は
，

定
期

的
な

見
直

し
の

結
果

を
受

け
，

当
該

校
に

対
す

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行

っ
た

。

Ⅲ (
4
)

推
薦

入
学

者
の

入
学

後
の

学
業

成
績

や
課

外
活

動
等

を
追

跡
調

査
し

，
募

集
定

員
や

指
定

校
枠

の
妥

当
性

等
に

つ
い

て
継

続
し

て
検

討
し

た
。

ま
た

，
指

定
校

枠
に

つ
い

て
は

，
受

験
者

の
評

価
な

ど
の

調
査

を
行

い
，

定
期

的
な

見
直

し
を

行
っ

た
。

Ⅲ (
4
)

学
部
の
入
試
制
度
に
つ
い
て

は
，

多
元

的
な

評
価

に
基

づ
く

入
試

の
実

施
と

国
の

制
度

 
改

革
に

対
応

し
た

対
策

を
継

続
的

に
進

め
る

。
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ

ー
（

入
学

者
受

け
入

れ
方

針
）

を
明

示
化

す
る

と
と

も
に

，
他

の
学

校
か

ら
の

転
入

者
や

社
会

人
の

受
け

入
れ

を
進

め
る

ほ
か

，
女

子
学

生
比

率
の

向
上

や
障

が
い

者
の

受
け

入
れ

体
制

の
整

備
な

ど
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
人
材
の
多
様

性
）

に
対

応
し

て
い

く
。

入
学
時
の
導
入
支
援
と
し
て

，
多

様
な

入
学

枠
に

対
処

す
る

入
学

前
教

育
や

導
入

教
育

を
進

め
る

ほ
か

，
入

試
や

入
学

者
追

跡
調

査
デ

ー
タ

の
分

析
・

活
用

を
図

る
。
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３
 
 
学
生

の
受
け
入
れ
に
関
す
る
措
置

(
2
)

〔
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
の

明
示

化
〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

〔
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

へ
の

対
応

〕

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

①
①

①
①

①
① ②

②
②

③

②

②

③

③

②

③

③
③

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

学
部
入
学
者
の
受
け
入

れ
に

関
す

る
措

置
本

学
が

入
学

者
に

求
め

る
能

力
や

適
性

を
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
と

し
て

明
示

し
た

う
え

で
，

具
体

的
な

教
育

内
容

も
示

し
な

が
ら

，
受

験
生

に
対

し
て

大
学

の
魅

力
が

わ
か

り
や

す
く

伝
わ

る
広

報
を

行
う

。

Ⅳ (
4
)

Ⅲ (
4
)

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て

は
，
こ
れ
ま
で
の
地
道
な
広
報
活

動
に
よ
り
，
平
成
2
6
年
度
に
つ
い

て
も
前
年
度
以
上
の
参
加
が
あ
っ

た
（
７
年
連
続
の
増
加
）
。
入
試

広
報
に
つ
い
て
は
，
入
試
お
よ
び

学
生
募
集
活
動
の
実
績
デ
ー
タ
を

分
析
し
な
が
ら
，
計
画
性
・
効
率

性
を
意
識
し
た
募
集
活
動
を
実
施

し
た
。
ま
た
，
本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
，
学

生
募
集
に
繋
が
る
ニ
ュ
ー
ス
や
話

題
，
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
コ
ン

テ
ン
ツ
展
開
し
た
ほ
か
，
高
校
に

対
し
て
，
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る

出
前
講
義
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
加
え

て
，
生
徒
向
け
に
本
学
で
の
学
び

と
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
講
演
を
市

内
を
中
心
に
複
数
行
う
な
ど
，
P
R

を
積
極
的
に
行
い
，
本
学
へ
の
興

味
の
浸
透
を
図
っ
た
。

Ⅳ (
4
)

Ⅲ (
4
)

令
和

元
年

度

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

評
価

実
　

績
評

価

高
専

卒
業

者
の

転
入

受
け

入
れ

に
つ

い
て

，
引

き
続

き
積

極
的

な
入

試
広

報
を

行
う

と
と

も
に

，
適

切
な

受
け

入
れ

体
制

を
維

持
・

整
備

す
る

。

社
会

人
の

入
学

お
よ

び
転

入
の

受
け

入
れ

を
積

極
的

に
進

め
る

と
と

も
に

，
適

切
な

受
け

入
れ

体
制

を
整

備
す

る
。

女
子

高
校

生
へ

積
極

的
な

入
試

広
報

を
行

い
，

女
子

学
生

の
比

率
を

適
正

な
水

準
に

高
め

て
い

く
よ

う
努

め
る

。

障
が

い
者

等
の

受
け

入
れ

に
で

き
る

限
り

努
め

る
と

と
も

に
，

適
切

な
受

け
入

れ
体

制
を

整
備

す
る

。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

つ
い

て
，

A
O
入

試
，

推
薦

入
試

の
志

願
者

の
７

割
か

ら
８

割
が

参
加

し
て

い
る

実
績

か
ら

，
体

験
談

コ
ー

ナ
ー

の
設

置
や

卒
業

生
と

学
生

に
よ

る
ト

ー
ク

セ
ッ

シ
ョ

ン
な

ど
を

実
施

し
，

受
験

生
と

接
す

る
学

生
を

A
0
，

推
薦

入
試

で
入

学
し

た
学

生
を

重
点

的
に

配
置

し
ニ

ー
ズ

に
配

慮
し

た
ほ

か
，

本
学

で
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

発
表

会
に

入
学

実
績

の
多

い
札

幌
の

高
校

を
対

象
と

し
た

「
未

来
大

見
学

ツ
ア

ー
」

を
開

催
し

た
。

Ⅲ (
7
)

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

つ
い

て
，

A
O
入

試
，

推
薦

入
試

の
志

願
者

の
参

加
が

継
続

し
て

高
い

比
率

を
示

し
て

い
た

こ
と

か
ら

，
学

生
に

よ
る

相
談

コ
ー

ナ
ー

な
ど

の
受

験
生

と
接

す
る

学
生

を
A
O
・

推
薦

合
格

者
を

重
点

的
に

配
置

し
た

ほ
か

，
本

学
で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
学

習
発

表
会

に
入

学
実

績
の

多
い

札
幌

の
高

校
を

対
象

と
し

た
「

未
来

大
見

学
ツ

ア
ー

」
を

開
催

し
た

。

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
更

新
に

あ
た

り
，

入
試

広
報

を
重

点
と

す
る

指
針

を
定

め
，

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
で

の
閲

覧
に

最
適

化
し

た
新

規
コ

ン
テ

ン
ツ

の
企

画
・

制
作

を
行

っ
た

。

受
験

生
に

対
し

て
が

大
学

の
魅

力
が

わ
か

り
や

す
く

伝
わ

る
よ

う
，

本
学

の
ユ

ー
チ

ュ
ー

ブ
の

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

開
設

す
る

と
と

も
に

，
３

分
程

度
の

P
R
動

画
３

作
品

を
作

成
し

，
本

学
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
掲

載
す

る
な

ど
，

効
果

的
な

広
報

活
動

を
実

施
し

た
。

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
記

事
と

連
携

し
た

動
画

コ
ン

テ
ン

ツ
や

コ
ー

ス
紹

介
お

よ
び

高
校

生
に

読
ん

で
欲

し
い

本
の

紹
介

な
ど

の
ペ

ー
ジ

を
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
上

に
制

作
し

，
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
閲

覧
で

き
る

よ
う

Q
R
コ

ー
ド

を
配

置
す

る
な

ど
，

大
学

案
内

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

と
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

連
携

さ
せ

る
新

た
な

試
み

を
実

施
し

た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
つ

い
て

は
，
従
前
の
内
容
を
引

継
ぎ

な
が

ら
，
無
料
送
迎
バ
ス
の

増
便

，
氷

柱
・
扇
風
機
・
清
掃
・

休
憩

所
の

設
置
や
「
保
護
者
の
た

め
の

講
演

会
」
等
を
新
規
に
開
催

し
，

引
率

者
に
も
配
慮
し
た
も
の

と
し

た
（

8
年
連
続
の
増
加
）
。
入

試
広

報
に

つ
い
て
は
，
入
試
お
よ

び
学

生
募

集
活
動
の
実
績
デ
ー
タ

を
分

析
し

な
が
ら
，
計
画
性
・
効

率
性

を
意

識
し
た
募
集
活
動
を
実

施
し

た
。

ま
た
，
昨
年
度
リ
ニ
ュ

ー
ア

ル
し

た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
定

期
更

新
し
，
学
生
募
集
に
繋
が

る
ニ

ュ
ー

ス
や
話
題
，
イ
ベ
ン
ト

情
報

な
ど

を
コ
ン
テ
ン
ツ
展
開
し

た
ほ

か
，

高
校
に
対
し
て
，
従
来

か
ら

行
っ

て
い
る
出
前
講
義
や
ガ

イ
ダ

ン
ス

に
加
え
，
生
徒
に
向
け

て
は

，
本

学
で
の
学
び
と
キ
ャ
リ

ア
に

関
す

る
講
演
を
市
内
お
よ
び

札
幌

圏
の

高
校
で
複
数
回
行
う
な

ど
，

P
R
を

積
極
的
に
行
い
，
本
学

へ
の

興
味

の
浸
透
を
図
っ
た
。

Ⅳ (
3
)

Ⅲ (
5
)

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
は

，
従

前
高

校
生

の
み

を
対

象
に

講
堂

で
行

っ
て

い
た

開
会

式
会

場
を

体
育

館
に

移
し

，
引

率
者

も
一

緒
に

参
加

で
き

る
よ

う
に

し
た

ほ
か

，
体

育
館

を
控

室
と

し
て

終
日

開
放

す
る

な
ど

引
率

者
へ

配
慮

し
た

も
の

と
し

た
。

（
9
年

連
続

の
増

加
）

ま
た

，
1
2
月

の
学

内
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
学

習
成

果
発

表
会

の
際

，
入

学
実

績
の

多
い

札
幌

の
高

校
を

対
象

に
，

送
迎

バ
ス

お
よ

び
宿

泊
を

提
供

し
，

本
学

学
生

の
学

習
成

果
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
と

い
う

実
際

の
授

業
に

触
れ

る
「

見
学

ツ
ア

ー
」

を
新

規
開

催
し

，
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

等
と

は
違

う
側

面
を

体
験

さ
せ

る
機

会
を

新
た

に
設

け
た

。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
7
)

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

つ
い

て
，

A
O
入

試
，

推
薦

入
試

の
志

願
者

の
７

割
か

ら
８

割
が

参
加

し
て

い
る

実
績

か
ら

，
A
0
，

推
薦

入
試

で
入

学
し

た
学

生
に

よ
る

体
験

談
コ

ー
ナ

ー
を

設
置

し
，

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

ほ
か

，
本

学
で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
学

習
発

表
会

に
昨

年
に

引
き

続
き

札
幌

の
高

校
を

対
象

と
し

た
「

未
来

大
見

学
ツ

ア
ー

」
を

開
催

し
，

継
続

的
な

開
催

の
要

望
な

ど
好

評
を

得
た

。

Ⅲ (
8
)

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績

推
薦

入
試

の
指

定
校

で
あ

る
市

内
女

子
高

校
へ

の
学

長
訪

問
を

継
続

し
，

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
「

女
子

受
験

生
支

援
コ

ー
ナ

ー
」

を
設

け
，

本
学

女
子

学
生

を
配

置
し

，
女

子
受

験
生

お
よ

び
そ

の
保

護
者

か
ら

の
質

問
対

応
の

ほ
か

，
市

内
女

子
高

校
か

ら
の

見
学

受
け

入
れ

の
際

に
は

，
同

校
卒

業
の

女
子

学
生

に
案

内
等

を
し

て
も

ら
う

な
ど

，
安

心
し

て
進

学
で

き
る

こ
と

を
ア

ピ
ー

ル
す

る
取

組
み

を
行

っ
た

。

受
験

倍
率

の
上

昇
を

受
け

，
従

来
以

上
に

入
学

後
の

親
和

性
等

，
質

の
高

い
受

験
者

確
保

を
意

識
し

高
校

訪
問

の
際

に
は

，
本

学
の

求
め

る
学

生
像

や
教

育
研

究
内

容
を

詳
し

く
説

明
し

理
解

を
求

め
る

募
集

活
動

を
実

施
し

た
。

ま
た

，
本

学
の

特
長

を
コ

ン
パ

ク
ト

に
ま

と
め

た
資

料
を

作
成

し
，

出
前

講
義

や
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
際

に
教

職
員

が
共

通
で

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
，

効
率

的
か

つ
的

確
な

広
報

活
動

を
実

施
し

た
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
際
し
，
広
報
媒
体
毎
の
棲
み
分

け
を
明
確
に
し
な
が
ら
，
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
そ
れ
ぞ

れ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
意
識

し
た
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

女
子

の
志

願
者

を
増

加
さ

せ
る

た
め

，
市

内
女

子
高

校
に

つ
い

て
，

入
試

広
報

の
際

に
学

長
が

同
行

訪
問

し
出

前
講

義
を

行
い

，
本

学
が

芸
術

系
，

医
療

保
健

系
と

い
う

女
子

進
学

率
の

高
い

分
野

を
志

向
す

る
者

に
と

っ
て

も
興

味
あ

る
学

び
を

提
供

で
き

う
る

こ
と

を
直

接
ア

ピ
ー

ル
し

た
。

ま
た

，
女

子
高

校
生

の
見

学
受

入
れ

の
際

に
は

本
学

女
子

学
生

が
対

応
し

，
女

性
教

員
の

研
究

室
を

案
内

す
る

な
ど

魅
力

を
伝

え
た

。
ま

た
，

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
内

に
お

い
て

「
女

子
受

験
生

支
援

コ
ー

ナ
ー

」
を

設
け

，
女

子
受

験
生

の
相

談
に

応
え

る
こ

と
で

本
学

へ
の

進
学

動
機

形
成

を
促

す
取

り
組

み
を

行
っ

た
。

推
薦

入
試

の
指

定
校

で
あ

る
市

内
女

子
高

校
を

学
長

が
直

接
訪

問
し

，
校

長
と

の
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

そ
の

う
ち

１
校

で
は

本
学

教
員

に
よ

る
講

演
を

開
催

し
た

ほ
か

，
札

幌
の

女
子

高
校

で
の

出
前

講
義

の
実

施
お

よ
び

進
学

説
明

会
へ

の
参

加
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

の
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
高

校
の

進
路

指
導

教
員

へ
の

協
力

も
仰

ぎ
実

施
し

た
。

ま
た

，
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

「
女

子
受

験
生

支
援

コ
ー

ナ
ー

」
を

設
け

，
本

学
女

子
学

生
を

配
置

し
，

女
子

受
験

生
お

よ
び

そ
の

保
護

者
か

ら
の

質
問

に
答

え
る

こ
と

で
，

本
学

へ
の

進
学

動
機

形
成

を
高

め
る

取
組

み
を

行
っ

た
。

W
E
B
で
は
「
F
U
N
 
B
O
X
」
の

定
期

更
新
，
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

学
内

外
の

講
演
会
な
ど
の
機
会
を

利
用

し
て

配
付
す
る
こ
と
で
，
高

校
生

，
進

路
指
導
な
ど
の
教
員
や

保
護

者
，

企
業
，
卒
業
生
な
ど
に

も
訴

求
す

る
広
報
活
動
を
実
施
し

た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
女
子
高
校
生
を

意
識
し
た
ペ
ー
ジ
を
設
け
，
進
学

相
談
会
な
ど
で
活
用
し
た
ほ
か
，

女
子
高
の
来
学
の
際
は
，
本
学
女

子
学
生
に
対
応
し
て
も
ら
い
，
同

じ
女
子
の
目
線
か
ら
大
学
生
活
を

説
明
し
，
P
R
展
開
を
行
っ
た
。
ま

た
，
函
館
お
よ
び
札
幌
の
女
子
高

で
の
説
明
会
や
出
前
講
義
に
は
，

他
校
に
優
先
し
て
参
加
を
し
，
本

学
の
P
R
を
行
っ
た
ほ
か
，
昨
年
に

引
き
続
き
，
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
お
い
て
「
女
子
受
験
生
支

援
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
，
本
学

女
子
学
生
を
配
置
し
，
女
子
受
験

生
の
不
安
に
応
え
る
こ
と
で
本
学

へ
の
進
学
動
機
形
成
を
高
め
る
取

り
組
み
を
行
っ
た
。

道
内
女
子
高
等
へ
「
理

系
女

子
的

生
き
方
の
ス
ス
メ
」
を

持
参

P
R

し
，
キ
ャ
リ
ア
講
演
を

２
校

で
実

施
し
た
ほ
か
，
女
子
高

の
来

学
の

際
は
，
本
学
女
子
学
生

が
対

応
す

る
こ
と
で
，
同
じ
女
子

の
目

線
か

ら
大
学
生
活
を
説
明
し

魅
力

を
伝

え
た
。
ま
た
，
函
館
お

よ
び

札
幌

の
女
子
高
で
の
説
明
会

や
出

前
講

義
に
は
，
女
性
教
職
員

を
積

極
的

に
派
遣
し
，
本
学
の
P
R
を

行
う

と
と
も
に
，
昨
年
に
引
き

続
き

，

本
学

の
女

子
割

合
は

1
8
.
1
%
で

あ
り

工
学

系
平

均
（

1
4
.
0
%
）

を
上

回
っ

て
は

い
る

が
，

デ
ザ

イ
ン

や
メ

デ
ィ

カ
ル

I
T
を

研
究

分
野

と
し

て
い

る
本

学
は

，
芸

術
系

，
医

療
保

健
系

と
い

う
女

子
進

学
率

の
高

い
分

野
を

志
向

す
る

者
に

と
っ

て
も

興
味

あ
る

学
び

を
提

供
で

き
う

る
こ

と
か

ら
，

女
子

高
等

の
訪

問
や

出
前

講
義

，
保

護
者

説
明

会
等

の
際

に
は

本
学

教
育

の
魅

力
を

伝
え

，
女

子
の

志
願

者
増

加
に

努
め

た
。
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３
 
 
学
生

の
受
け
入
れ
に
関
す
る
措
置

(
3
)

〔
多

様
な

入
学

枠
に

対
処

す
る

入
学

前
教

育
お

よ
び

導
入

教
育

〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

 
 

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

①
①

①
①

①
①

②
②

②

②

②
②

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

学
部
入
学
者
に
対
す
る

入
学

時
の

導
入

支
援
に
関
す
る
措
置

多
様

な
入

学
枠

に
伴

う
入

学
者

間
の

基
礎

能
力

の
違

い
を

調
整

す
る

た
め

，
A
O
入

試
や

推
薦

入
試

で
の

合
格

者
に

対
す

る
入

学
前

教
育

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

，
函

館
圏

の
高

校
と

連
携

し
た

高
校

理
数

系
科

目
の

学
び

直
し

の
た

め
の

支
援

な
ど

，
必

要
な

措
置

を
継

続
し

て
行

う
。

評
価

実
　

績

Ⅲ (
1
)

A
O
入
試
，
推
薦
入
試
の
合
格
者
に

対
し
て
実
施
し
て
い
る
「
数

学
」
，
「
英
語
」
の
導
入
教
育
を

引
き
続
き
実
施
し
た
。

Ⅲ (
1
)

A
O
入
試
，
推
薦
入
試

の
合

格
者

に
対
し
て
実
施
し
て
い
る

「
数

学
」
，
「
英
語
」
の
導

入
教

育
を

引
き
続
き
実
施
し
た
。

Ⅲ (
1
)

A
O
入

試
，

推
薦

入
試

の
合

格
者

に
対

し
て

「
数

学
」

「
英

語
」

の
導

入
教

育
を

引
き

続
き

実
施

し
た

。
（

再
掲

）

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績
評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

高
校
で
理
数
系
の
科
目
を
勉
強
す

る
事
の
重
要
性
を
示
す
た
め
に
，

情
報
系
の
大
学
に
進
学

し
て
学
ぶ
こ
と
の
意
義
や
社
会
と

の
関
係
な
ど
の
を
講
演
を
，
出
前

授
業
の
一
環
で
実
施
し
た
。

高
校
で
理
数
系
の
科

目
を

勉
強

す
る
事
の
重
要
性
を
示

す
た

め
に

，
情
報
系
の
大
学
に
進

学
し

て
学

ぶ
こ
と
の
意
義
や
社
会

と
の

関
係

な
ど
の
講
演
を
引
き
続

き
実

施
し

た
。

高
校

で
理

数
系

の
科

目
を

勉
強

す
る

事
の

重
要

性
を

示
す

た
め

，
情

報
系

の
大

学
に

進
学

し
て

学
ぶ

こ
と

の
意

義
や

社
会

と
の

関
係

に
つ

い
て

の
講

演
等

を
引

き
続

き
実

施
し

た
。

学
部

入
学

者
に

対
す

る
入

学
時

の
導

入
教

育
支

援
と

し
て

，
市

内
の

現
役

あ
る

い
は

元
高

校
教

諭
が

担
当

し
，

数
学

Ⅱ
Ｂ

と
数

学
Ⅲ

の
特

別
補

修
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。

高
校

で
理

数
系

の
科

目
を

勉
強

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
示

す
た

め
，

情
報

系
の

大
学

に
進

学
し

て
学

ぶ
こ

と
の

意
義

や
社

会
と

の
関

係
に

つ
い

て
の

講
演

等
を

引
き

続
き

実
施

し
た

。

Ⅲ (
1
)

A
O
入

試
，

推
薦

入
試

の
合

格
者

の
う

ち
希

望
者

を
対

象
に

，
「

数
学

」
「

英
語

」
の

導
入

教
育

を
引

き
続

き
実

施
し

，
数

学
に

つ
い

て
は

，
入

学
ま

で
に

必
要

な
基

礎
学

力
を

身
に

つ
け

る
よ

う
意

図
し

た
課

題
に

対
し

て
郵

送
で

回
答

を
行

う
方

式
と

し
，

英
語

に
つ

い
て

は
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

方
式

で
，

英
語

に
親

し
み

な
が

ら
英

語
力

を
向

上
さ

せ
る

内
容

と
し

た
。

Ⅲ (
1
)

A
O
入

試
，

推
薦

入
試

の
合

格
者

の
う

ち
希

望
者

を
対

象
に

，
「

数
学

」
「

英
語

」
の

導
入

教
育

を
e
-

ラ
ー

ニ
ン

グ
方

式
で

実
施

し
，

数
学

に
つ

い
て

は
，

入
学

ま
で

に
必

要
な

基
礎

学
力

を
身

に
つ

け
る

よ
う

意
図

し
た

課
題

を
課

し
，

英
語

に
つ

い
て

は
英

語
に

親
し

み
な

が
ら

英
語

力
を

向
上

さ
せ

る
内

容
と

し
た

。

Ⅲ (
1
)

A
O
入

試
，

推
薦

入
試

の
合

格
者

の
う

ち
希

望
者

を
対

象
に

，
「

数
学

」
「

英
語

」
の

導
入

教
育

を
実

施
し

，
数

学
に

つ
い

て
は

入
学

ま
で

に
必

要
な

基
礎

学
力

を
身

に
つ

け
る

よ
う

意
図

し
た

課
題

を
課

し
，

英
語

に
つ

い
て

は
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

方
式

で
実

施
し

，
英

語
に

親
し

み
な

が
ら

英
語

力
を

向
上

さ
せ

る
内

容
と

し
た

。

学
部

入
学

者
に

対
す

る
入

学
時

の
導

入
教

育
支

援
と

し
て

，
市

内
の

現
役

あ
る

い
は

元
高

校
教

諭
が

担
当

し
，

数
学

Ⅱ
Ｂ

と
数

学
Ⅲ

の
特

別
補

修
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に

お
い

て
「
女
子
受
験
生
支
援

コ
ー

ナ
ー
」
を
設
け
て
，
本

学
女

子
学

生
を
配
置
し
，
女
子
受

験
生

の
不

安
に
応
え
る
こ
と
で
本

学
へ

の
進

学
動
機
形
成
を
高
め
る

取
り

組
み

を
行
っ
た
。

ま
た

，
昨

年
に

引
き

続
き

，
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

内
に

お
い

て
「

女
子

受
験

生
支

援
コ

ー
ナ

ー
」

を
設

け
て

，
本

学
女

子
学

生
を

配
置

し
，

女
子

受
験

生
の

不
安

に
応

え
る

こ
と

で
本

学
へ

の
進

学
動

機
形

成
を

高
め

る
取

り
組

み
を

行
っ

た
。
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３
 
 
学
生

の
受
け
入
れ
に
関
す
る
措
置

(
4
)

〔
入

試
デ

ー
タ

お
よ

び
入

学
者

の
追

跡
調

査
デ

ー
タ

の
分

析
と

活
用

〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

 
 

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

①
①

①
①

①
①

３
 
 
学
生

の
受
け
入
れ
に
関
す
る
目
標

(
2
)
　
大
学
院
入
学
者
の
受
け

入
れ

に
関

す
る

目
標

３
 
 
学

生
の

受
け
入
れ
に
関
す
る
措
置

(
5
)

〔
適

切
な

入
試

制
度

お
よ

び
受

け
入

れ
体

制
の

整
備

〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

〔
多

様
な

専
攻

か
ら

の
学

生
受

け
入

れ
〕

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

〔
内

部
進

学
者

の
受

け
入

れ
〕

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

①
①

①
①

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

学
部
入
試
お
よ
び
入
学

者
に

関
す

る
デ
ー
タ
の
分
析
と
活
用

に
関

す
る

措
置

受
験

者
の

入
試

デ
ー

タ
を

分
析

す
る

と
と

も
に

，
入

学
者

の
入

学
後

の
成

績
に

つ
い

て
入

学
枠

別
に

追
跡

調
査

し
，

入
試

制
度

の
検

証
を

継
続

的
に

行
う

。

評
価

実
　

績

Ⅲ (
2
)

再
掲

推
薦
入
学
者
の
入
学
後
の
学
業
成

績
・
課
外
活
動
等
を
精
査
し
，
推

薦
の
あ
り
か
た
（
募
集
定
員
，
指

定
校
枠
等
）
の
改
善
を
検
討
し

た
。
指
定
校
枠
に
つ
い
て
は
，
定

期
的
な
見
直
し
の
時
期
に
該
当
し

た
た
め
，
特
に
精
査
を
行
っ
た
。

（
再
掲
）

Ⅲ (
2
)

再
掲

推
薦
入
学
者
の
入
学
後

の
学

業
成

績
・
課
外
活
動
等
を
精

査
し

，
推

薦
の
あ
り
か
た
（
募
集

定
員

，
指

定
校
枠
等
）
の
改
善
を

昨
年

度
に

引
き
続
き
検
討
し
た
。

指
定

校
枠

に
つ
い
て
は
，
定
期
的

な
見

直
し

の
結
果
を
受
け
，
変
更

を
行

い
当

該
校
に
対
す
る
フ
ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行
っ
た
。
（
再
掲
）

Ⅲ (
2
)

再
掲

推
薦

入
学

者
の

入
学

後
の

学
業

成
績

や
課

外
活

動
等

を
追

跡
調

査
し

，
募

集
定

員
や

指
定

校
枠

の
妥

当
性

等
に

つ
い

て
継

続
し

て
検

討
し

た
。

な
お

指
定

校
枠

に
つ

い
て

は
，

定
期

的
な

見
直

し
の

結
果

を
受

け
，

当
該

校
に

対
す

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行

っ
た

。
（

再
掲

）

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績
評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

学
部

か
ら

の
内

部
進

学
希

望
者

に
対

し
て

積
極

的
に

広
報

す
る

と
と

も
に

，
学

内
推

薦
制

度
な

ど
の

入
試

制
度

に
つ

い
て

継
続

的
に

検
討

し
改

善
を

図
る

。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

大
学
院
入
学
者
の
受
け

入
れ

に
関

す
る

措
置

留
学

生
や

社
会

人
な

ど
広

範
囲

か
ら

入
学

者
を

受
け

入
れ

る
た

め
，

履
修

制
度

や
教

育
課

程
な

ど
の

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
，

適
切

な
入

試
制

度
に

つ
い

て
継

続
的

に
検

討
し

改
善

を
図

る
。

多
様

な
専

攻
か

ら
の

入
学

者
に

対
応

す
る

た
め

に
，

学
部

と
の

相
互

運
用

科
目

を
設

定
す

る
な

ど
，

大
学

院
の

専
門

教
育

の
基

盤
と

な
る

導
入

科
目

の
充

実
を

図
る

。

Ⅲ (
2
)

再
掲

地
域

枠
に

つ
い

て
，

こ
れ

ま
で

の
出

願
状

況
や

域
外

か
ら

の
出

願
状

況
等

様
々

な
デ

ー
タ

を
調

査
分

析
し

，
妥

当
性

に
つ

い
て

の
検

証
を

行
い

，
入

試
制

度
改

革
の

基
礎

資
料

と
し

た
。

ま
た

，
指

定
校

枠
に

つ
い

て
は

，
推

薦
入

学
者

の
学

業
成

績
の

追
跡

調
査

を
行

う
と

と
も

に
，

指
定

校
枠

の
あ

る
高

校
に

つ
い

て
受

験
者

の
評

価
を

行
い

妥
当

性
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

Ⅲ (
2
)

再
掲

各
入

試
区

分
で

入
学

し
た

学
生

の
大

学
で

の
成

績
等

を
追

跡
し

，
期

待
さ

れ
る

能
力

を
発

揮
し

た
学

習
成

績
等

を
収

め
て

い
る

か
調

査
し

，
入

試
制

度
の

検
証

を
行

っ
た

。
具

体
的

に
は

，
指

定
校

推
薦

で
入

学
し

た
学

生
の

成
績

等
を

確
認

し
，

指
定

校
枠

の
振

替
の

実
施

に
活

用
し

た
。

Ⅲ (
2
)

再
掲

各
入

試
区

分
で

入
学

し
た

学
生

の
大

学
で

の
成

績
等

を
追

跡
し

，
期

待
さ

れ
る

能
力

を
発

揮
し

た
学

習
成

績
等

を
収

め
て

い
る

か
調

査
し

，
入

試
改

革
W
G
の

会
合

に
お

い
て

，
来

年
度

の
入

試
制

度
改

革
の

詳
細

に
つ

い
て

の
検

討
資

料
と

し
て

活
用

し
た

。

評
価

実
　

績

Ⅲ (
3
)

平
成
2
6
年
度
の
大
学
院
入
試
か
ら

英
語
個
別
試
験
を
廃
止
し
，
社
会

人
等
が
受
け
や
す
い
T
O
E
I
C
に
移
行

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
，

入
試
出
題
科
目
に
つ
い
て
見
直
し

を
行
い
，
平
成
2
7
年
度
実
施
の
試

験
か
ら
科
目
数
を
減
ら
し
て
整
理

す
る
こ
と
を
決
定
し
，
外
部
受
験

者
が
受
け
や
す
い
科
目
構
成
へ
と

改
善
し
た
ほ
か
，
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
用
い
た
修
士
課
程
の
遠

隔
授
業
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

を
行
う
と
と
も
に
，
M
o
o
c
等
の
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
に
つ
い
て
の
現
状

等
の
調
査
を
継
続
し
た
。

Ⅲ (
3
)

留
学
生
を
含
む
ク
ラ
ス

で
の

講
義

の
進
め
方
に
つ
い
て
，

英
語

の
併

用
の
方
法
な
ど
を
含
め

て
議

論
を

継
続
す
る
と
と
も
に
，

入
試

出
題

科
目
の
種
類
に
つ
い
て

の
検

討
も

継
続
し
た
。
ま
た
，
修

士
課

程
の

講
義
の
テ
レ
ビ
会
議
や

オ
ン

ラ
イ

ン
教
育
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し

た
配

信
の
可
能
性
に
つ
い
て

引
き

続
き

調
査
を
継
続
し
た
。

Ⅳ (
2
)

Ⅲ (
1
)

留
学

生
の

増
加

に
対

応
し

て
，

日
本

語
講

座
を

週
２

回
定

期
的

に
開

催
し

，
毎

回
1
0
名

程
の

学
生

が
参

加
し

た
。

ま
た

，
留

学
生

を
含

む
ク

ラ
ス

で
の

講
義

の
進

め
方

に
つ

い
て

は
，

英
語

の
併

用
方

法
な

ど
を

含
め

て
議

論
を

継
続

し
た

ほ
か

，
入

試
出

題
科

目
の

種
類

に
つ

い
て

の
検

討
を

継
続

し
た

。
さ

ら
に

は
，

留
学

生
支

援
制

度
（

チ
ュ

ー
タ

ー
制

度
）

の
検

討
を

開
始

し
た

。

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績
評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
2
)

留
学

生
を

増
加

さ
せ

る
た

め
，

引
き

続
き

日
本

語
講

座
を

週
２

回
定

期
的

に
開

催
す

る
ほ

か
，

チ
ュ

ー
タ

ー
制

度
を

拡
充

し
，

留
学

生
に

対
し

て
は

学
習

の
ほ

か
，

日
常

生
活

に
係

る
支

援
等

を
行

う
制

度
を

試
行

す
る

こ
と

と
す

る
と

と
も

に
，

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

リ
テ

ラ
シ

ー
科

目
の

授
業

内
容

が
学

部
の

リ
テ

ラ
シ

ー
科

目
と

連
携

す
る

よ
う

改
良

を
行

う
な

ど
，

体
制

の
整

備
を

進
め

た
。

Ⅲ (
3
)

留
学

生
を

増
加

さ
せ

る
た

め
，

留
学

生
向

け
の

2
0
2
0
年

度
（

令
和

２
年

度
）

入
試

要
項

に
，

英
語

ま
た

は
日

本
語

に
よ

る
修

学
が

可
能

で
あ

る
旨

を
明

記
す

る
と

と
も

に
，

2
0
1
9
年

度
（

令
和

元
年

度
）

シ
ラ

バ
ス

の
英

語
化

を
進

め
た

。
ま

た
，

留
学

生
に

対
応

す
る

チ
ュ

ー
タ

ー
制

度
を

実
施

す
る

と
と

も
に

，
日

本
語

講
座

を
週

３
回

定
期

的
に

開
催

し
た

。
さ

ら
に

，
多

様
な

専
攻

か
ら

の
入

学
者

の
修

士
論

文
研

究
へ

の
円

滑
な

導
入

の
た

め
，

「
実

験
デ

ザ
イ

ン
と

デ
ー

タ
解

析
」

の
令

和
元

年
度

の
科

目
開

講
に

向
け

て
準

備
を

進
め

た
。

Ⅲ (
3
)

留
学

生
を

増
加

さ
せ

る
た

め
，

留
学

生
向

け
の

2
0
2
1
年

度
入

試
要

項
で

は
，

各
講

義
の

日
本

語
ま

た
は

英
語

に
よ

る
修

学
状

況
を

よ
り

正
確

に
記

述
す

る
よ

う
改

善
を

加
え

る
と

と
も

に
，

2
0
2
0
（

令
和

２
）

年
度

シ
ラ

バ
ス

の
英

語
化

を
完

了
し

た
。

ま
た

，
留

学
生

に
対

応
す

る
チ

ュ
ー

タ
ー

制
度

を
実

施
し

，
日

本
語

講
座

を
週

３
回

定
期

的
に

開
催

し
た

ほ
か

，
多

様
な

専
攻

か
ら

の
入

学
者

の
修

士
論

文
研

究
へ

の
円

滑
な

導
入

の
た

め
，

「
実

験
デ

ザ
イ

ン
と

デ
ー

タ
解

析
」

の
科

目
を

開
講

し
た

。

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

適
切
な
入
試
制
度
や
受
け

入
れ

態
勢

を
整

備
す

る
と

と
も

に
，

他
大

学
や

社
会

人
，

留
学

生
な

ど
の

多
様

な
専

攻
か

ら
の

学
生

や
内

部
進

学
者

の
受

け
入

れ
を

積
極

的
に

進
め

，
適

正
な

充
足

率
の

確
保

に
努

め
る

。
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４
 
 
学
生

支
援
に
関
す
る
目
標

(
1
)
　
学
習
・
履
修
状
況
，
進

路
設

計
に

関
す

る
目

標

４
 
 
学

生
支

援
に
関
す
る
措
置

(
1
)

〔
履

修
に

関
す

る
支

援
〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

〔
履

修
情

報
の

電
子

化
〕

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

〔
専

攻
コ

ー
ス

の
選

択
お

よ
び

卒
業

研
究

の
配

属
に

関
す

る
支

援
〕

〔
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

・
シ

ス
テ

ム
の

活
用

〕

〔
学

習
支

援
体

制
・

学
習

環
境

の
拡

充
・

整
備

〕

①
①

①
①

①
① ②

②

②
②

②

②

学
生

に
対

し
て

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
・

シ
ス

テ
ム

の
着

実
な

浸
透

を
図

り
，

学
生

各
自

の
能

力
や

適
性

を
判

断
し

，
最

適
な

進
路

選
択

が
で

き
る

自
己

評
価

シ
ス

テ
ム

の
検

討
を

進
め

る
。

メ
タ

学
習

セ
ン

タ
ー

が
中

心
と

な
り

，
情

報
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
と

連
携

し
な

が
ら

，
ピ

ア
・

チ
ュ

ー
タ

リ
ン

グ
制

度
や

能
動

的
学

習
能

力
向

上
の

た
め

の
環

境
の

整
備

・
拡

充
を

図
る

。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

項
 
 
 
 
目

学
習
・
履
修
状
況
，
進

路
設

計
に

関
す

る
措
置

明
快

で
一

貫
性

の
あ

る
シ

ラ
バ

ス
を

作
成

す
る

と
と

も
に

，
入

学
初

頭
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
や

担
任

面
談

，
毎

年
度

初
め

の
学

年
別

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

通
じ

て
，

講
義

履
修

に
つ

い
て

の
必

要
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
う

。

教
務

委
員

会
と

事
務

局
が

密
接

に
連

携
し

な
が

ら
，

学
生

の
履

修
状

況
を

把
握

し
，

問
題

の
あ

る
学

生
に

対
し

て
個

別
指

導
を

強
化

す
る

。

シ
ラ

バ
ス

や
休

講
等

の
講

義
情

報
，

履
修

登
録

等
の

電
子

化
を

推
進

し
，

学
生

の
利

便
性

と
履

修
状

況
管

理
の

効
率

性
を

高
め

る
。

２
年

次
か

ら
の

専
攻

コ
ー

ス
や

４
年

次
の

卒
業

研
究

の
研

究
室

配
属

等
の

進
路

選
択

に
際

し
て

，
学

生
が

早
期

か
ら

準
備

を
行

え
る

よ
う

，
入

学
時

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
毎

年
度

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
は

じ
め

，
コ

ー
ス

別
ガ

イ
ダ

ン
ス

，
研

究
室

の
オ

ー
プ

ン
ラ

ボ
な

ど
に

よ
り

，
系

統
だ

っ
た

情
報

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

機
会

を
提

供
す

る
。

区
 
 
 
 
分

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

学
生
の
主
体
的
な
学
習
を

促
す

よ
う

，
履

修
に

関
す

る
支

援
や

履
修

情
報

の
電

子
化

を
進

め
る

と
と

も
に

，
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

・
シ

ス
テ

ム
（

注
）

の
活

用
を

図
る

ほ
か

，
学

生
 
同

士
の

学
習

相
互

支
援

体
制

や
学

習
環

境
の

拡
充

・
整
備
に
努
め
る
。
ま
た
，

学
生

が
自

己
 
の

能
力

や
適

性
に

応
じ

た
専

攻
コ

ー
ス

の
選

択
や

卒
業

研
究

が
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

。

〔
注

：
学

生
個

人
毎

の
学

習
活

動
の

成
果

・
経

過
を

保
存

し
，

同
時

に
学

内
で

公
開

す
る

シ
ス

テ
ム

〕

評
価

実
　

績

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
7
)

研
究
室
配
属
時
に
必
修
単
位
未
取

得
の
学
生
や
単
位
取
得
数
の
極
端

に
少
な
い
学
生
へ
の
指
導
を
考
慮

す
る
た
め
，
前
期
開
始
時
に
コ
ー

ス
会
議
に
て
体
位
取
得
数
の
低
い

学
生
な
ど
を
精
査
し
，
担
当
教
員

へ
注
意
を
喚
起
し
た
。
ま
た
，
卒

研
中
間
・
最
終
発
表
後
等
の
折
を

見
て
，
各
コ
ー
ス
会
議
に
て
成
績

不
振
学
生
に
関
す
る
情
報
交
換
と

対
応
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た
ほ

か
，
休
学
や
退
学
せ
ざ
る
を
得
な

い
学
生
の
状
況
に
つ
い
て
議
論
を

行
い
，
主
た
る
原
因
や
そ
の
兆
候

を
洗
い
出
す
試
み
を
行
っ
た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
7
)

研
究
室
配
属
時
に
必
修

単
位

未
取

得
の
学
生
や
単
位
取
得

数
の

極
端

に
少
な
い
学
生
へ
の
指

導
を

考
慮

す
る
た
め
，
前
期
開
始

時
に

コ
ー

ス
会
議
に
て
単
位
取
得

数
の

低
い

学
生
な
ど
を
精
査
し
，

担
当

教
員

の
み
な
ら
ず
全
教
員
で

情
報

共
有

し
た
。
ま
た
，
卒
研
中

間
・

最
終

発
表
後
等
の
折
を
見
て

，
各

コ
ー

ス
会
議
に
て
成
績
不
振

学
生

に
関

す
る
情
報
交
換
と
対
応

に
関

す
る

検
討
を
行
っ
た
ほ
か
，

休
学

や
退

学
せ
ざ
る
を
得
な
い
学

 
生

の
状

況
に
つ
い
て
意
見
交
換
や

事
例

精
査

を
行
い
，
主
た
る
原
因

や
そ

の
兆

候
を
洗
い
出
す
試
み
を

行
っ

た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
7
)

引
き

続
き

研
究

室
配

属
時

に
必

修
単

位
未

取
得

の
学

生
や

単
位

取
得

数
の

極
端

に
少

な
い

学
生

へ
の

指
導

を
考

慮
す

る
た

め
，

前
期

開
始

時
に

コ
ー

ス
会

議
に

お
い

て
単

位
取

得
数

の
低

い
学

生
な

ど
を

精
査

し
，

担
当

教
員

の
み

な
ら

ず
全

教
員

で
情

報
共

有
し

た
。

ま
た

，
来

年
度

か
ら

G
P
A
制

度
を

導
入

す
る

た
め

の
検

討
お

よ
び

実
施

方
法

を
定

め
た

こ
と

に
よ

り
，

履
修

状
況

や
成

績
取

得
状

況
の

よ
り

細
か

い
把

握
が

行
え

る
体

制
を

作
っ

た
。

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績
評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

携
帯
端
末
か
ら
シ
ラ
バ

ス
の

情
報

（
科
目
名
，
開
講
年
度

，
テ

ー
マ
，
担
当
教
員
な
ど
）

を
閲

覧
す

る
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ

タ
ル

カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ
ン
「
i
F
U
N
」
が
完

成
し

，
8
4
6

人
の
未
来
大
生
ユ
ー
ザ

ー
に

ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
さ
れ
た
。

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
シ

ス
テ

ム
m
a
n
a
b
a
を

利
用

し
て

，
全

学
部

生
を

対
象

に
，

「
学

習
達

成
度

に
対

す
る

自
己

評
価

」
を

実
施

し
，

学
生

が
自

身
の

学
び

を
振

り
返

り
，

自
己

評
価

し
た

う
え

で
，

学
期

の
目

標
と

目
標

達
成

の
た

め
の

計
画

を
立

て
さ

せ
る

よ
う

に
し

た
。

今
後

，
半

期
に

一
度

評
価

を
実

施
し

，
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

シ
ス

テ
ム

と
し

て
運

用
し

て
い

く
。

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
シ

ス
テ

ム
m
a
n
a
b
a
を

活
用

し
，

学
習

方
略

使
用

尺
度

お
よ

び
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

学
習

尺
度

に
よ

る
調

査
を

行
う

と
と

も
に

，
全

コ
ー

ス
の

卒
業

研
究

の
中

間
報

告
書

，
中

間
発

表
会

資
料

，
卒

業
論

文
，

最
終

発
表

会
資

料
を

m
a
n
a
b
a
に

提
出

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
ま

た
，

発
表

会
で

の
コ

メ
ン

ト
を

m
a
n
a
b
a
に

よ
り

収
集

で
き

る
よ

う
に

し
た

。

「
デ

ジ
タ

ル
・

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ッ
プ

・
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

お
よ

び
「

ラ
ー

ニ
ン

グ
・

ア
ト

ラ
ス

・
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

の
開

発
は

，
技

術
的

に
は

ほ
ぼ

完
了

し
た

。
本

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
，

有
効

活
用

す
る

た
め

に
は

，
今

後
は

シ
ラ

バ
ス

本
体

の
項

目
の

見
直

し
や

改
善

が
必

要
と

な
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
シ

ス
テ

ム
m
a
n
a
b
a
を

活
用

し
，

学
習

方
略

使
用

尺
度

お
よ

び
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

学
習

尺
度

に
よ

る
調

査
を

行
う

と
と

も
に

，
情

報
シ

ス
テ

ム
／

高
度

I
C
T
コ

ー
ス

に
お

い
て

，
卒

業
論

文
お

よ
び

最
終

セ
ミ

ナ
ー

発
表

資
料

の
収

集
や

，
発

表
へ

の
コ

メ
ン

ト
等

を
行

い
，

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
シ

ス
テ

ム
の

浸
透

を
図

っ
た

。

i
P
h
o
n
e
と
A
n
d
r
o
i
d
端
末
か
ら
シ
ラ

バ
ス
の
情
報
（
科
目
名
，
開
講
年

度
，
テ
ー
マ
，
担
当
教
員
な
ど
）

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ

タ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
の
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
完
成
し
，
8
0
0

人
以
上
の
学
生
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
っ

て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
7
)

引
き

続
き

研
究

室
配

属
時

に
必

修
単

位
未

取
得

の
学

生
や

単
位

取
得

数
の

極
端

に
少

な
い

学
生

へ
の

指
導

を
考

慮
す

る
た

め
，

前
期

開
始

時
に

コ
ー

ス
会

議
に

お
い

て
単

位
取

得
数

の
低

い
学

生
な

ど
を

精
査

し
，

担
当

教
員

の
み

な
ら

ず
全

教
員

で
情

報
共

有
し

た
。

ま
た

，
G
P
A

制
度

の
導

入
に

よ
り

履
修

状
況

や
成

績
取

得
状

況
の

詳
細

な
把

握
が

可
能

と
な

り
，

学
生

の
面

談
等

個
別

指
導

の
強

化
に

有
効

に
活

用
し

た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
7
)

教
務

委
員

会
が

中
心

と
な

り
シ

ラ
バ

ス
項

目
の

見
直

し
を

行
い

，
学

生
の

学
修

時
間

確
保

の
た

め
「

事
前

・
事

後
学

習
」

の
項

目
と

，
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

の
改

善
に

向
け

て
「

キ
ー

ワ
ー

ド
」

の
項

目
を

追
加

し
た

。
さ

ら
に

評
価

基
準

を
明

快
に

す
る

た
め

に
到

達
目

標
を

明
確

に
記

載
し

，
継

続
的

改
善

を
図

っ
た

。

Ⅲ (
8
)

シ
ラ

バ
ス

や
休

講
連

絡
に

つ
い

て
は

，
電

子
化

が
完

成
し

て
お

り
，

必
要

に
応

じ
て

印
刷

物
や

掲
示

板
と

の
併

用
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

，
履

修
登

録
は

完
全

に
電

子
化

さ
れ

て
お

り
，

学
生

の
履

修
状

況
の

効
率

的
な

把
握

や
，

学
生

自
身

が
オ

ン
ラ

イ
ン

で
成

績
を

確
認

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
。
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③
③

③
③

③
③

メ
タ

学
習

ラ
ボ

に
お

い
て

，
1
3
人

の
チ

ュ
ー

タ
ー

に
よ

る
学

習
支

援
活

動
を

行
い

，
１

名
が

国
際

チ
ュ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

認
定

に
お

い
て

，
レ

ベ
ル

１
に

認
定

さ
れ

た
。

ま
た

，
自

己
成

長
・

自
己

開
発

を
意

識
し

な
が

ら
自

分
の

経
験

や
活

動
を

可
視

化
す

る
た

め
に

「
成

長
記

録
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
，

チ
ュ

ー
タ

ー
が

自
分

の
成

長
を

振
り

返
り

，
新

し
い

目
標

と
実

行
計

画
の

設
定

を
行

っ
た

。

メ
タ

学
習

ラ
ボ

に
お

い
て

，
1
4
人

の
チ

ュ
ー

タ
ー

に
よ

る
学

習
支

援
活

動
を

行
い

，
２

名
が

国
際

チ
ュ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

認
定

に
お

い
て

，
レ

ベ
ル

１
に

認
定

さ
れ

た
。

ま
た

，
岩

手
県

立
大

学
の

チ
ュ

ー
タ

ー
と

の
合

同
集

中
研

修
を

行
う

な
ど

，
他

大
学

と
の

交
流

を
積

極
的

に
行

っ
た

。

チ
ュ

ー
タ

リ
ン

グ
制

度
の

積
極

的
か

つ
効

果
的

な
活

用
に

繋
げ

る
た

め
正

課
連

携
に

力
を

入
れ

，
１

年
生

前
期

と
後

期
の

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
科

目
と

の
連

携
を

企
画

・
実

施
し

，
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
予

習
環

境
を

構
築

す
る

内
容

の
グ

ル
ー

プ
セ

ッ
シ

ョ
ン

な
ど

，
能

動
的

学
習

能
力

向
上

を
ね

ら
っ

た
企

画
を

行
い

，
授

業
教

員
に

結
果

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
た

。
ま

た
，

教
育

・
学

術
交

流
協

定
締

結
校

で
あ

る
名

桜
大

学
よ

り
チ

ュ
ー

タ
ー

学
生

３
名

が
来

訪
し

，
本

学
チ

ュ
ー

タ
ー

と
意

見
交

換
会

を
実

施
し

，
次

年
度

以
降

の
交

流
に

向
け

た
提

案
が

行
わ

れ
た

。
な

お
，

昨
年

度
に

引
き

続
き

C
R
L
A
国

際
チ

ュ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
認

定
（

I
T
T
P
C
）

の
初

年
度

更
新

審
査

に
合

格
し

，
国

内
に

２
校

あ
る

認
定

機
関

と
し

て
認

め
ら

れ
た

。

ピ
ア

・
チ

ュ
ー

タ
リ

ン
グ

を
は

じ
め

と
す

る
学

習
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
充

実
さ

せ
る

た
め

，
オ

ー
プ

ン
・

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
メ

タ
学

習
ラ

ボ
の

チ
ュ

ー
タ

ー
の

企
画

に
よ

る
「

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
体

験
講

座
」

を
実

施
す

る
と

と
も

に
，

チ
ュ

ー
タ

リ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
情

報
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
で

行
い

，
多

様
な

学
び

の
場

と
し

て
の

活
用

を
図

っ
た

。
ま

た
，

C
R
L
A
が

実
施

す
る

国
際

チ
ュ

ー
タ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

認
定

に
お

い
て

，
２

名
の

チ
ュ

ー
タ

ー
が

レ
ベ

ル
１

に
認

定
さ

れ
た

。

ピ
ア
・
チ
ュ
ー
タ
リ
ン
グ
制
度
を

用
い
た
メ
タ
学
習
ラ
ボ
に
お
い

て
，
国
際
的
な
質
的
基
準
を
満
た

す
内
容
と
し
て
認
定
を
受
け
た

「
チ
ュ
ー
タ
ー
研
修
」
を
継
続
し

て
行
う
と
と
も
に
，
様
々
な
学
内

イ
ベ
ン
ト
（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
，
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
，
高

大
連
携
事
業
）
へ
の
参
加
や
補
助

を
通
し
，
能
動
的
学
習
の
基
礎
と

な
る
「
自
律
学
習
」
，
「
メ
タ
学

習
」
の
大
切
さ
を
参
加
者
に
促
し

た
。
ま
た
，
基
礎
科
目
を
中
心

に
，
年
間
延
2
2
1
名
に
お
よ
ぶ
本
学

学
生
の
学
習
支
援
を
行
っ
た
ほ

か
，
新
入
生
を
対
象
と
し
た
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
実
施
や
初
年
次
学
生
向
け
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
に
関
わ
る
授
業
に
お

け
る
文
献
検
索
法
の
演
習
実
践
を

行
っ
た
。

チ
ュ
ー
タ
リ
ン
グ
制
度

の
積

極
的

か
つ
効
果
的
な
活
用
に

繋
げ

る
た

め
，
正
課
連
携
に
力
を

入
れ

，
１

年
生
前
期
と
後
期
の
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ
科
目
，
科
学
技
術

リ
テ

ラ
シ

の
課
題
再
提
出
者
向
け

の
プ

ロ
グ

ラ
ム
と
の
連
携
を
企
画

・
実

施
し

た
結
果
，
年
間
利
用
件

数
は

前
年

比
約
３
割
増
加
し
，
授

業
担

当
教

員
か
ら
は
，
ラ
ボ
利
用

者
の

合
格

率
が
あ
が
っ
た
と
の
報

告
も

あ
っ

た
。
さ
ら
に
，
米
国
の

学
会

C
o
l
l
e
g
e
 
R
e
a
d
i
n
g
 
a
n
d

L
e
a
r
n
i
n
g
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
が

定
め

る
一
定
水
準
を
満
た
し

た
チ

ュ
ー

タ
ー
に
付
与
で
き
る
「

チ
ュ

ー
タ
ー
認
定
証
（
レ
ベ
ル

１
）

」
が

６
名
に
与
え
ら
れ
る
な

ど
，

ピ
ア

チ
ュ
ー
タ
リ
ン
グ
の
質

保
障

・
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み

に
教
職
員
が
協
働
し
て
取

り
組

ん
だ
。

ま
た
，
新
入
生
を
対
象

と
し

た
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
オ
リ
エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の
実
施
，
初
年
次
学

生
向

け
の

文
献
検
索
法
の
演
習
実

践
な

ど
，

実
施
担
当
者
と
ラ
イ
ブ

ラ
リ

ー
職

員
と
の
情
報
共
有
，
調

整
を

行
い
，
効
果
的
な
実
践
に

努
め

た
。
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４
 
 
学
生

支
援
に
関
す
る
目
標

(
2
)
　
学
生
生
活
，
就
職
活
動

に
対

す
る

支
援

に
関

す
る

目
標

４
 
 
学

生
支

援
に
関
す
る
措
置

(
2
)

〔
学

生
生

活
に

関
す

る
支

援
〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

〔
経

済
的

援
助

制
度

の
検

討
〕

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

〔
就

職
支

援
体

制
の

充
実

〕

〔
良

好
な

就
職

環
境

の
整

備
〕

①
①

①
①

①
①

②

②

②

②

②
②

本
学

振
興

基
金

の
増

額
を

図
る

た
め

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
や

入
学

式
の

際
に

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
配

布
す

る
な

ど
寄

附
を

呼
び

か
け

る
と

と
も

に
，

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
寄

附
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

な
ど

で
容

易
に

寄
付

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
ま

た
，

基
金

事
業

と
し

て
，

海
外

へ
留

学
す

る
学

生
の

経
済

的
支

援
を

行
う

た
め

，
「

海
外

留
学

助
成

制
度

」
を

創
設

し
た

。

学
生

の
生

活
状

況
と

ニ
ー

ズ
把

握
の

た
め

，
定

期
的

に
実

態
調

査
を

実
施

す
る

。

学
生

の
自

主
的

な
学

習
活

動
や

サ
ー

ク
ル

活
動

等
が

活
性

化
す

る
よ

う
教

職
員

が
協

力
・

支
援

に
努

め
る

と
と

も
に

，
必

要
に

応
じ

て
施

設
設

備
や

備
品

の
貸

出
し

等
を

行
う

。

学
生

の
学

費
等

へ
の

支
援

制
度

と
し

て
，

公
立

は
こ

だ
て

未
来

大
学

振
興

基
金

の
運

用
益

等
を

活
用

し
た

奨
学

金
制

度
の

創
設

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
ほ

か
，

様
々

な
制

度
の

活
用

に
関

す
る

支
援

を
行

う
。

就
職

委
員

会
と

事
務

局
が

密
接

な
連

携
を

図
り

な
が

ら
，

就
職

希
望

者
１

人
ひ

と
り

へ
の

き
め

細
か

い
支

援
を

行
う

な
ど

，
就

職
相

談
体

制
の

充
実

を
図

る
。

就
職

委
員

会
と

事
務

局
が

密
接

に
連

携
し

，
多

様
な

業
種

へ
の

就
職

も
視

野
に

入
れ

な
が

ら
，

採
用

企
業

と
の

積
極

的
な

関
係

形
成

に
努

め
，

本
学

学
生

に
と

っ
て

良
好

な
就

職
環

境
を

整
備

す
る

。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

学
生
生
活
，
就
職
活
動

に
対

す
る

支
援

に
関
す
る
措
置

日
常

的
に

学
生

の
モ

ラ
ル

や
マ

ナ
ー

向
上

に
努

め
る

と
と

も
に

，
毎

年
度

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

等
の

機
会

を
通

じ
て

，
必

要
な

講
習

を
実

施
す

る
。

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

学
生
の
生
活
・
健
康
・
進

路
等

の
相

談
の

ほ
か

，
課

外
活

動
な

ど
学

生
生

活
に

関
す

る
 
支

援
を

行
う

と
と

も
に

，
経

済
的

援
助

制
度

の
検

討
を

進
め

る
。

ま
た
，
学
生
の
就
職
活
動

へ
の

相
談

・
支

援
体

制
を

充
実

し
，

良
好

な
就

職
環

境
の

整
備

 
に

努
め

る
。

Ⅲ (
6
)

担
任
に
よ
る
面
談
や
ア
ン
ケ
ー
ト

（
学
生
実
態
調
査
）
を
行
い
，
学

生
の
就
学
，
健
康
，
就
 
職
や
進
学

の
情
報
を
収
集
し
，
適
切
な
対
応

を
行
っ
た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
5
)

昨
年
の
学
生
実
態
調
査

の
集

計
結

果
を
精
査
し
，
課
題
に

対
し

て
は

適
切
な
対
応
を
行
っ
た

ほ
か

，
さ

ら
に
次
年
度
実
施
す
る

実
態

調
査

の
方
針
や
詳
細
項
目
等

の
検

討
を

行
っ
た
。

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
2
1
回

実
施

す
る
と
と
も
に
，
ク
ラ
ス

別
に

就
職

指
導
担
任
教
員
を
配
置

し
，

３
年

生
は
夏
と
冬
の
２
回
，

院
生

１
年

生
は
冬
に
１
回
面
談
を

行
い

，
進

路
に
向
け
て
話
合
い
を

行
い

，
就

職
の
み
な
ら
ず
，
院
進

学
者

へ
も

ア
ド
バ
イ
ス
し
，
各
学

生
に

合
っ

た
適
切
な
方
向
性
へ
導

い
た

。
ま

た
，
未
内
定
者
全
員
に

対
し

て
，

就
職
委
員
が
個
別
面
談

を
行

い
，

実
績
を
あ
げ
て
お
り
，

ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
，
週

１
回

学
内

で
職
業
紹
介
相
談
会
を

４
月

か
ら

行
っ
た
ほ
か
，
保
護
者

懇
談

会
i
n

函
館
を
開
催
し
，
全
体

説
明

で
は
，
本
学
学
生
の
就
職

状
況

や
就

職
活
動
方
法
等
を
紹
介

，
個

別
説

明
で
は
，
保
護
者
か
ら

の
就

職
活

動
へ
の
不
安
等
の
相
談

対
応

を
し

た
。
さ
ら
に
は
，
「
模

擬
個

人
面

接
」
の
講
師
を
外
部
委

託
し

，
履

歴
書
添
削
お
よ
び
面
接

で
の

応
対

マ
ナ
ー
等
を
指
導
し
た

ほ
か

，
採

用
活
動
時
期
変
更
に
伴

い
，

再
度

指
導
が
必
要
と
判
断
さ

れ
る

学
生

へ
は
追
加
指
導
を
実
施

し
た

。

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績

平
成

3
0
年

度
令

和
元

年
度

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

評
価

実
　

績

Ⅲ (
6
)

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
，

全
学

生
に

マ
ナ

ー
や

学
内

ル
ー

ル
を

明
示

し
指

導
し

た
。

ま
た

，
飲

食
可

能
，

禁
止

エ
リ

ア
の

区
別

に
つ

い
て

の
サ

イ
ン

の
掲

示
等

の
周

知
な

ど
と

と
も

に
，

担
任

制
度

を
通

じ
た

指
導

，
メ

ー
ル

等
に

よ
る

啓
発

を
継

続
し

て
行

っ
た

。
ま

た
，

学
生

生
活

実
態

調
査

な
か

で
従

前
か

ら
要

望
が

あ
っ

た
交

通
ア

ク
セ

ス
に

つ
い

て
は

，
後

援
会

に
よ

る
冬

期
臨

時
バ

ス
の

増
便

を
行

っ
た

。

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
2
1
回
実
施
す

る
と
と
も
に
，
ク
ラ
ス
別
に
就
職

指
導
担
任
教
員
を
配
置
し
て
就
職

指
導
に
あ
た
っ
た
ほ
か
，
随
時
，

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

就
職
相
談
や
模
擬
面
接
な
ど
を
実

施
し
た
。
企
業
交
流
会
や
企
業
訪

問
時
に
年
度
内
採
用
予
定
が
あ
る

会
社
の
情
報
を
収
集
し
，
未
内
定

者
へ
積
極
的
に
個
別
フ
ォ
ロ
ー
を

実
施
し
た
。
ま
た
，
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
週
１
回
学
内
で
職
業

紹
介
相
談
会
を
４
月
か
ら
行
っ
た

ほ
か
，
1
2
月
よ
り
未
内
定
者
全
員

に
対
し
て
就
職
委
員
が
個
別
面
談

で
フ
ォ
ロ
ー
し
た
。
 
 
昨
年
に
引

き
続
き
，
１
年
生
・
２
年
生
を
対

象
に
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実

施
（
１
年
生
対
象
１
回
，
２
年
生

対
象
１
回
）
し
た
。
本
学
O
B
に
講

師
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
，
よ

り
身
近
で
実
践
的
な
内
容
と
し
た

ほ
か
，
「
模
擬
個
人
面
接
」
の
講

師
を
５
人
と
し
，
学
生
１
人
当
た

り
の
指
導
時
間
を
増
や
す
と
と
も

に
，
外
部
講
師
を
招
い
た
「
就
職

力
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」
も
行
っ
た
。

通
年

で
2
6
回

の
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

（
毎

週
月

曜
日

４
限

）
を

実
施

す
る

と
と

も
に

，
講

座
外

に
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

と
し

て
「

S
P
I
対

策
講

座
」

「
S
P
I
受

検
会

」
「

模
擬

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

講
座

」
，

デ
ザ

イ
ナ

ー
志

望
学

生
向

け
の

「
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

講
座

」
な

ど
を

実
施

し
た

。
ま

た
，

ク
ラ

ス
別

に
就

職
指

導
担

任
教

員
を

配
置

し
学

部
３

年
生

は
夏

と
冬

の
２

回
，

大
学

院
博

士
（

前
期

）
課

程
１

年
生

は
冬

１
回

の
進

路
面

談
を

行
い

，
就

職
の

み
な

ら
ず

，
大

学
院

進
学

に
つ

い
て

も
ア

ド
バ

イ
ス

し
,
個

々
の

学
生

に
合

っ
た

適
切

な
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

，
３

月
1
2
日

（
日

）
に

実
施

し
た

保
護

者
懇

談
会

i
n
青

森
に

お
い

て
，

本
学

学
生

の
就

職
状

況
や

就
職

活
動

方
法

等
を

紹
介

し
た

ほ
か

，
保

護
者

か
ら

の
就

職
活

動
へ

の
不

安
等

の
相

談
に

つ
い

て
個

別
対

応
を

実
施

し
た

。

通
年

で
2
6
回

の
キ

ャ
リ

ア
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
ほ

か
，

講
座

外
に

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
と

し
て

「
S
P
I
対

策
講

座
」

「
S
P
I
受

検
会

」
や

，
デ

ザ
イ

ナ
ー

志
望

学
生

向
け

の
「

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
講

座
」

等
を

実
施

し
た

。
ま

た
，

学
部

，
大

学
院

の
ク

ラ
ス

別
に

就
職

指
導

担
任

教
員

を
配

置
し

，
進

路
面

談
や

就
職

，
大

学
院

進
学

に
つ

い
て

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
い

，
個

々
の

学
生

に
合

っ
た

適
切

な
指

導
を

実
施

し
た

。
ま

た
，

保
護

者
懇

談
会

に
お

い
て

，
本

学
学

生
の

就
職

状
況

や
就

職
活

動
方

法
等

を
紹

介
し

た
ほ

か
，

保
護

者
か

ら
の

就
職

活
動

へ
の

不
安

等
の

相
談

に
つ

い
て

個
別

対
応

を
実

施
し

た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
5
)

昨
年

度
検

討
し

た
実

態
調

査
の

方
針

や
詳

細
項

目
等

を
確

認
し

，
調

査
を

行
っ

た
。

さ
ら

に
，

発
達

障
害

を
持

つ
学

生
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
講

演
会

を
教

職
員

を
対

象
に

開
催

し
た

。

Ⅲ (
6
)

平
成

2
8
年

度
に

実
施

し
た

「
学

生
生

活
実

態
調

査
」

の
分

析
を

行
い

，
学

生
の

経
済

状
況

，
修

学
，

健
康

等
に

関
す

る
情

報
に

つ
い

て
学

生
委

員
会

に
お

い
て

情
報

共
有

し
た

。
ま

た
，

調
査

の
な

か
で

要
望

が
あ

っ
た

交
通

ア
ク

セ
ス

へ
の

要
望

に
関

し
，

こ
れ

ま
で

本
学

事
業

と
し

て
行

っ
て

い
た

冬
期

臨
時

バ
ス

の
運

行
を

，
後

援
会

が
引

継
ぎ

行
う

こ
と

と
し

た
。

Ⅲ (
6
)

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
や

サ
ー

ク
ル

代
表

者
会

議
等

に
お

い
て

，
全

学
生

に
マ

ナ
ー

や
学

内
ル

ー
ル

を
明

示
し

指
導

し
た

。
ま

た
，

飲
食

可
能

，
禁

止
エ

リ
ア

の
区

別
に

つ
い

て
の

サ
イ

ン
の

掲
示

等
の

周
知

な
ど

，
担

任
制

度
を

通
じ

た
指

導
，

メ
ー

ル
等

に
よ

る
啓

発
を

継
続

し
て

行
っ

た
。

ま
た

，
学

生
生

活
実

態
調

査
な

か
で

要
望

が
あ

っ
た

交
通

ア
ク

セ
ス

へ
の

要
望

に
関

し
，

平
成

2
9
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
後

援
会

に
よ

る
冬

期
臨

時
バ

ス
の

運
行

を
継

続
し

た
。

本
学

振
興

基
金

の
増

額
を

図
る

た
め

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
や

入
学

式
お

よ
び

卒
業

式
の

際
に

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
配

布
す

る
な

ど
寄

附
を

呼
び

か
け

る
と

と
も

に
，

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
寄

附
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
，

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

な
ど

で
の

容
易

な
寄

付
を

可
能

と
し

た
。
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③
③

③
③

③
③

④

就
職

委
員

会
が

中
心

と
な

り
，

札
幌

圏
や

首
都

圏
へ

の
企

業
訪

問
を

実
施

し
，

本
学

の
取

り
組

み
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

，
企

業
の

採
用

等
に

係
る

情
報

交
換

を
行

い
，

協
力

関
係

を
強

化
し

た
。

ま
た

，
札

幌
・

東
京

で
企

業
交

流
会

を
実

施
し

，
約

5
0
0
社

の
企

業
と

の
情

報
交

換
を

行
う

と
と

も
に

，
学

生
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

の
取

り
組

み
の

紹
介

を
併

せ
て

実
施

し
，

学
生

と
企

業
と

の
直

接
的

な
意

見
交

換
を

通
じ

て
学

生
の

業
界

研
究

を
促

進
し

た
。

さ
ら

に
，

研
究

開
発

部
門

を
有

す
る

企
業

を
招

い
て

の
技

術
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
や

，
本

学
を

会
場

に
行

う
合

同
企

業
セ

ミ
ナ

ー
へ

の
出

展
企

業
を

増
加

さ
せ

る
な

ど
，

学
生

の
就

職
先

と
な

る
業

界
・

業
種

の
拡

大
に

努
め

た
。

就
職

委
員

会
が

中
心

と
な

り
，

札
幌

圏
や

首
都

圏
へ

の
企

業
訪

問
を

実
施

し
，

特
に

新
規

求
人

開
拓

を
目

標
に

従
前

実
績

が
薄

い
，

ま
た

は
，

暫
く

実
績

の
な

い
企

業
へ

積
極

的
に

訪
問

し
た

。
ま

た
，

札
幌

・
東

京
で

企
業

交
流

会
を

実
施

し
，

企
業

関
係

者
と

の
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

札
幌

で
は

，
昨

年
度

同
様

に
学

生
募

集
企

画
の

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
i
n
札

幌
開

催
日

の
前

日
に

，
札

幌
の

企
業

関
係

者
に

学
生

が
研

究
成

果
発

表
を

行
い

，
企

業
と

学
生

の
意

見
交

換
の

機
会

と
し

た
ほ

か
，

東
京

で
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

成
果

発
表

会
と

併
せ

て
実

施
し

，
約

5
0
0
人

企
業

関
係

者
と

情
報

交
換

や
交

流
を

行
っ

た
。

就
職

委
員

会
が

中
心

と
な

り
，

札
幌

圏
や

首
都

圏
へ

の
企

業
訪

問
を

実
施

し
，

本
学

の
取

り
組

み
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

，
企

業
の

採
用

等
に

係
る

情
報

交
換

を
行

い
，

協
力

関
係

を
強

化
し

た
。

ま
た

，
札

幌
に

て
企

業
交

流
会

を
実

施
し

，
約

7
0
社

の
企

業
と

の
情

報
交

換
を

行
う

と
と

も
に

，
学

生
に

よ
る

研
究

紹
介

を
併

せ
て

実
施

し
，

学
生

と
企

業
と

の
直

接
的

な
意

見
交

換
を

通
じ

て
学

生
の

業
界

研
究

を
促

進
し

た
。

さ
ら

に
，

研
究

開
発

部
門

を
有

す
る

企
業

を
招

い
て

の
技

術
フ

ォ
ー

ラ
ム

や
，

本
学

を
会

場
に

行
う

合
同

企
業

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

，
学

生
の

就
職

先
と

な
る

業
界

・
業

種
の

拡
大

に
努

め
た

。

就
職
委
員
会
が
中
心
と

な
り

，
札

幌
圏
，
首
都
圏
，
東
北

圏
，

中
部

圏
，
関
西
圏
に
企
業
訪

問
を

実
施

し
た
。
特
に
新
規
求
人

開
拓

を
目

標
に
，
従
前
実
績
の
薄

い
企

業
や

暫
く
実
績
の
な
い
企
業

へ
積

極
的

に
訪
問
し
た
。
ま
た
，

２
月

に
は

キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
（

業
界

・
企

業
研
究
）
，
６
月
に
は

学
内

合
同

企
業
説
明
会
を
開
催
し

た
ほ

か
，

学
内
個
別
企
業
セ
ミ
ナ

ー
を

随
時

開
催
し
，
学
生
・
大
学

院
生

の
就

職
活
動
の
支
援
を
行
っ

た
。

就
職
委
員
会
が
中
心
と
な
り
，
札

幌
圏
，
首
都
圏
，
東
北
圏
，
中
部

圏
，
関
西
圏
に
企
業
訪
問
を
実
施

し
た
。
特
に
新
規
求
人
開
拓
を
目

標
に
，
従
前
実
績
の
薄
い
企
業
や

暫
く
実
績
の
な
い
企
業
へ
積
極
的

に
訪
問
し
た
。

ま
た
，
従
来
の
1
2
月
の
学
内
合
同

企
業
説
明
会
に
加
え
，
新
た
に
５

月
に
も
学
内
合
同
企
業
説
明
会
を

行
っ
た
ほ
か
，
昨
年
に
引
き
続

き
，
学
内
個
別
企
業
セ
ミ
ナ
ー
，

大
学
院
生
等
を
対
象
に
し
た
技
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
，
学
生
・

大
学
院
生
の
就
職
活
動
の
支
援
を

行
っ
た
。

就
職

委
員

会
が

中
心

と
な

り
，

札
幌

圏
や

首
都

圏
へ

の
企

業
訪

問
を

実
施

し
，

特
に

新
規

求
人

開
拓

を
目

標
に

従
前

実
績

の
薄

い
企

業
や

暫
く

実
績

の
な

い
企

業
へ

積
極

的
に

訪
問

し
た

。

札
幌

（
９

月
）

・
東

京
（

２
月

）
で

企
業

交
流

会
を

実
施

し
，

企
業

関
係

者
と

の
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

札
幌

で
は

，
昨

年
度

同
様

に
学

生
募

集
企

画
の

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
i
n
札

幌
開

催
日

の
前

日
に

行
い

，
札

幌
の

企
業

関
係

者
に

学
生

の
研

究
成

果
発

表
を

見
学

さ
せ

，
企

業
と

学
生

の
接

触
の

場
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

，
東

京
で

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
学

習
成

果
発

表
会

と
併

せ
て

実
施

し
，

3
0
0
人

以
上

の
企

業
関

係
者

と
情

報
交

換
や

交
流

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。
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５
 
 
研
究

の
推
進
に
関
す
る
目
標

(
1
)
　
重
点
的
・
戦
略
的
な
研

究
テ

ー
マ

に
対

す
る

支
援

に
関

す
る

目
標

５
 
 
研

究
の

推
進
に
関
す
る
措
置

(
1
)

〔
重

点
研

究
に

対
す

る
支

援
〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

〔
戦

略
研

究
に

対
す

る
支

援
〕

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

〔
コ

・
ラ

ボ
制

度
の

活
用

〕

平
成

3
0
年
度
　
Ⅳ

①
①

①
①

①
①

②

②
②

②

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

評
価

実
　

績
評

価

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

重
点
的
・
戦
略
的
な
研

究
テ

ー
マ

に
対

す
る
支
援
に
関
す
る
措

置
大

学
の

独
自

性
を

生
か

し
た

重
点

的
な

研
究

テ
ー

マ
や

地
域

の
課

題
に

対
す

る
貢

献
度

の
高

い
重

点
テ

ー
マ

を
設

定
し

，
学

内
研

究
資

金
等

の
資

源
の

集
中

的
な

投
入

を
行

う
。

そ
の

他
の

一
般

研
究

テ
ー

マ
や

社
会

連
携

・
教

育
方

法
等

に
関

す
る

研
究

テ
ー

マ
に

関
す

る
研

究
活

動
に

対
し

て
，

学
内

公
募

型
研

究
制

度
等

に
よ

っ
て

，
そ

れ
ぞ

れ
の

重
要

性
・

戦
略

性
に

応
じ

た
支

援
を

行
う

。

重
点

的
・

戦
略

的
な

研
究

テ
ー

マ
に

つ
い

て
，

複
数

の
教

職
員

等
で

構
成

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

し
て

，
コ

ラ
ボ

ラ
テ

ィ
ブ

・
ラ

ボ
ラ

ト
リ

（
コ

・
ラ

ボ
）

制
度

を
適

用
し

，
大

学
が

公
式

な
組

織
と

し
て

認
定

し
積

極
的

に
支

援
す

る
。

大
学

が
設

定
し

た
テ

ー
マ

に
つ

い
て

特
別

研
究

費
と

し
て

公
募

を
行

い
，

重
点

領
域

1
2
事

業
，

そ
の

他
の

一
般

研
究

や
社

会
連

携
・

教
育

方
法

に
関

す
る

研
究

テ
ー

マ
5
3
事

業
を

採
択

・
実

施
し

研
究

に
対

す
る

支
援

を
行

っ
た

。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
2
)

大
学

が
設

定
し

た
テ

ー
マ

に
つ

い
て

特
別

研
究

費
と

し
て

公
募

を
行

い
，

重
点

領
域

1
2
事

業
，

そ
の

他
の

一
般

研
究

や
社

会
連

携
・

教
育

方
法

に
関

す
る

研
究

テ
ー

マ
6
8
事

業
を

採
択

・
実

施
し

研
究

に
対

す
る

支
援

を
行

っ
た

。

未
来

A
I
研

究
セ

ン
タ

ー
や

５
つ

の
コ

・
ラ

ボ
（

観
光

用
ロ

ボ
ッ

ト
ラ

ボ
，

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
は

こ
だ

て
ラ

ボ
，

ノ
ー

マ
リ

ー
オ

フ
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

ラ
ボ

，
マ

リ
ン

I
T
・

ラ
ボ

，
シ

ョ
ー

ト
シ

ョ
ー

ト
自

動
生

成
ラ

ボ
）

が
，

学
内

外
の

メ
ン

バ
ー

と
と

も
に

戦
略

的
研

究
活

動
を

推
進

し
た

。
特

に
，

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
は

こ
だ

て
ラ

ボ
の

開
発

成
果

を
社

会
へ

実
運

用
す

る
た

め
に

設
立

し
た

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

「
未

来
シ

ェ
ア

」
へ

の
引

き
合

い
が

急
増

し
，

本
学

教
員

が
全

国
各

地
で

の
デ

マ
ン

ド
交

通
実

験
に

参
加

す
る

な
ど

，
先

進
的

研
究

を
推

進
し

た
。

５
つ

の
コ

・
ラ

ボ
（

観
光

用
ロ

ボ
ッ

ト
ラ

ボ
，

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
は

こ
だ

て
ラ

ボ
，

ノ
ー

マ
リ

ー
オ

フ
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

ラ
ボ

，
マ

リ
ン

I
T
・

ラ
ボ

，
シ

ョ
ー

ト
シ

ョ
ー

ト
自

動
生

成
ラ

ボ
）

が
，

学
内

外
の

メ
ン

バ
ー

と
と

も
に

戦
略

的
研

究
活

動
を

推
進

し
た

。
ま

た
，

「
未

来
A
I
研

究
セ

ン
タ

ー
」

が
始

動
し

，
自

動
品

質
管

理
シ

ス
テ

ム
や

ホ
テ

ル
の

サ
ー

ビ
ス

開
発

な
ど

民
間

企
業

と
の

共
同

研
究

や
試

行
実

験
な

ど
を

進
め

た
ほ

か
，

全
国

か
ら

多
く

の
問

い
合

わ
せ

や
引

き
合

い
が

あ
っ

た
。

さ
ら

に
，

「
未

来
A
I
研

究
セ

ン
タ

ー
」

と
函

館
市

と
の

共
催

に
よ

り
，

内
外

の
企

業
と

の
「

A
I
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
」

を
開

催
し

基
調

講
演

や
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
。

未
来

A
I
研

究
セ

ン
タ

ー
や

５
つ

の
コ

・
ラ

ボ
（

観
光

用
ロ

ボ
ッ

ト
ラ

ボ
，

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
は

こ
だ

て
ラ

ボ
，

ノ
ー

マ
リ

ー
オ

フ
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

ラ
ボ

，
マ

リ
ン

I
T
・

ラ
ボ

，
シ

ョ
ー

ト
シ

ョ
ー

ト
自

動
生

成
ラ

ボ
）

が
，

学
内

外
の

メ
ン

バ
ー

と
と

も
に

戦
略

的
研

究
活

動
を

推
進

し
た

。
特

に
，

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
は

こ
だ

て
ラ

ボ
の

開
発

成
果

を
社

会
へ

実
運

用
す

る
た

め
に

設
立

し
た

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

「
未

来
シ

ェ
ア

」
へ

の
引

き
合

い
が

増
加

し
，

全
国

各
地

で
A
I
デ

マ
ン

ド
交

通
実

験
を

実
施

す
る

な
ど

，
先

進
的

研
究

を
推

進
し

た
。

大
学
が
設
定
し
た
テ
ー

マ
に

つ
い

て
，
特
別
研
究
費
と
し

て
公

募
を

行
い
，
重
点
領
域
５
事

業
，

戦
略

研
究
３
事
業
，
そ
の
他

の
一

般
研

究
や
社
会
連
携
・
教
育

方
法

等
に

関
す
る
研
究
テ
ー
マ
4
7
事

業
を

採
択
・
実
施
す
る
と
と
も

に
，

年
度

終
期
に
予
算
残
余
分
の

再
配

分
を

行
い
，
研
究
の
推
進
を

図
っ

た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
3
)

大
学

が
設

定
し

た
テ

ー
マ

に
つ

い
て

特
別

研
究

費
と

し
て

公
募

を
行

い
，

重
点

領
域

５
事

業
，

戦
略

研
究

３
事

業
，

そ
の

他
の

一
般

研
究

や
社

会
連

携
・

教
育

方
法

に
関

す
る

研
究

テ
ー

マ
4
8
事

業
を

採
択

・
実

施
す

る
と

と
も

に
，

年
度

終
期

に
予

算
残

余
分

の
再

配
分

を
行

い
，

研
究

の
推

進
を

図
っ

た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
3
)

大
学

が
設

定
し

た
テ

ー
マ

に
つ

い
て

特
別

研
究

費
と

し
て

公
募

を
行

い
，

重
点

領
域

５
事

業
，

戦
略

研
究

３
事

業
，

そ
の

他
の

一
般

研
究

や
社

会
連

携
・

教
育

方
法

に
関

す
る

研
究

テ
ー

マ
5
4
事

業
を

採
択

・
実

施
し

研
究

に
対

す
る

支
援

を
行

っ
た

。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
2
)

５
つ

の
コ

・
ラ

ボ
（

観
光

用
ロ

ボ
ッ

ト
ラ

ボ
，

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
は

こ
だ

て
ラ

ボ
，

ノ
ー

マ
リ

ー
オ

フ
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

ラ
ボ

，
マ

リ
ン

I
T
・

ラ
ボ

，
シ

ョ
ー

ト
シ

ョ
ー

ト
自

動
生

成
ラ

ボ
）

が
，

学
内

外
の

メ
ン

バ
ー

を
巻

き
込

ん
で

戦
略

的
研

究
活

動
を

推
進

し
た

。

大
学
の
独
自
性
や
地
域
貢

献
等

を
テ

ー
マ

と
す

る
重

点
研

究
お

よ
び

社
会

連
携

や
教

育
方

法
等

を
テ

ー
マ

と
す

る
戦

略
研

究
に

対
し

，
学

内
研

究
資

金
等

を
集

中
的

に
投

入
す

る
な

ど
し

て
支

援
を

強
化

す
る

と
と

も
に

，
複

数
の

教
職

員
等
で
の
研
究
に
つ
い
て

は
，

コ
ラ

ボ
ラ

テ
ィ

ブ
・

ラ
ボ

ラ
ト

リ
（

コ
・

ラ
ボ

）
制

度
（

注
）

を
積

極
的

に
活

用
し

，
大

学
と

し
て

公
式

な
組

織
と

し
て

認
定

し
支

援
す

る
。

〔
注

：
公

立
は

こ
だ

て
未

来
大

学
と

し
て

ふ
さ

わ
し

い
研

究
活

動
を

大
学

公
認

の
組

織
と

し
て

オ
ー

ソ
ラ

イ
ズ

し
，

内
か

ら
も

外
か

ら
も

｢
見

え
る

も
の

｣
に

し
て

い
く

制
度

〕

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績

Ⅲ (
4
)

大
学
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い

て
，
特
別
研
究
費
と
し
て
公
募
を

行
い
，
重
点
領
域
４
事
業
，
戦
略

研
究
３
事
業
，
そ
の
他
の
一
般
研

究
や
社
会
連
携
・
教
育
方
法
等
に

関
す
る
研
究
テ
ー
マ
4
4
事
業
を
採

択
・
実
施
す
る
と
と
も
に
，
年
度

終
期
に
予
算
残
余
分
の
再
配
分
を

行
い
，
研
究
の
推
進
を
図
っ
た
。

Ⅲ (
4
)

令
和

元
年

度

43



５
 
 
研
究

の
推
進
に
関
す
る
目
標

(
2
)
　
重
点
的
・
戦
略
的
な
研

究
へ

の
評

価
と

情
報

公
開

に
関

す
る

目
標

５
 
 
研

究
の

推
進
に
関
す
る
措
置

(
2
)

〔
内

部
評

価
の

実
施

〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

〔
学

内
で

の
情

報
共

有
〕

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

〔
研

究
成

果
の

情
報

公
開

〕

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅳ

〔
研

究
倫

理
の

遵
守

〕

①
①

①
①

①
①

②

②

②

②

③
③

③

②
②

④

③
③

③

④

④

③
④

④

⑤

令
和

元
年

度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

重
点
的
・
戦
略
的
な
研

究
へ

の
評

価
と

情
報
公
開
に
関
す
る
措

置
大

学
と

し
て

支
援

を
行

っ
た

重
点

的
・

戦
略

的
な

研
究

テ
ー

マ
や

学
内

公
募

型
研

究
等

に
関

し
て

，
定

期
的

な
成

果
報

告
書

の
提

出
を

義
務

づ
け

，
成

果
に

対
す

る
評

価
を

行
う

。

５
つ
の
コ
・
ラ
ボ
を
中
核
と
し
な

が
ら
，
受
託
研
究
等
外
部
資
金
の

獲
得
や
研
究
情
報
の
発
信
に
努
め

た
。
ま
た
，
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー

が
支
援
す
る
中
で
，
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
，
メ
ッ
セ
ナ

ゴ
ヤ
，
ビ
ジ
ネ
ス
E
X
P
O
の
３
件
の

展
示
会
へ
研
究
成
果
を
出
展
し
，

情
報
発
信
に
努
め
た
。

５
つ

の
コ

・
ラ

ボ
を

中
核

と
し

な
が

ら
，

受
託

研
究

等
外

部
資

金
の

獲
得

や
研

究
情

報
の

発
信

に
努

め
た

。
ま

た
，

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

が
支

援
す

る
な

か
で

，
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
ジ

ャ
パ

ン
に

お
い

て
は

大
学

組
織

展
示

に
初

出
展

し
た

ほ
か

，
メ

ッ
セ

ナ
ゴ

ヤ
，

ビ
ジ

ネ
ス

E
X
P
O
等

の
展

示
会

へ
研

究
成

果
を

出
展

し
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

さ
ら

に
，

函
館

市
I
o
T
推

進
ラ

ボ
の

中
核

的
役

割
を

担
う

機
関

と
し

て
，

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

長
が

会
議

，
ビ

ジ
ネ

ス
シ

ョ
ー

な
ど

で
取

り
組

み
を

紹
介

す
る

講
演

を
行

っ
た

。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

継
続

し
て

機
関

リ
ポ

ジ
ト

リ
を

運
用

し
，

学
内

の
研

究
成

果
を

広
く

学
外

に
公

開
し

た
。

５
つ

の
コ

・
ラ

ボ
を

中
核

と
し

な
が

ら
，

受
託

研
究

等
外

部
資

金
の

獲
得

や
研

究
情

報
の

発
信

に
努

め
た

。
ま

た
，

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

が
支

援
す

る
な

か
で

，
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
ジ

ャ
パ

ン
，

メ
ッ

セ
ナ

ゴ
ヤ

，
ビ

ジ
ネ

ス
E
X
P
O
，

も
の

づ
く

り
広

域
連

携
フ

ェ
ア

の
展

示
会

へ
研

究
成

果
を

出
展

し
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

こ
の

ほ
か

，
教

員
の

研
究

成
果

を
一

般
市

民
に

分
か

り
や

す
く

発
信

す
る

た
め

公
開

講
座

を
３

回
開

催
し

，
地

域
の

博
物

館
等

と
の

連
携

で
文

化
財

デ
ジ

タ
ル

化
を

進
め

る
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
I
T
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
一

般
公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
た

。
さ

ら
に

は
，

マ
リ

ン
I
T
・

ラ
ボ

が
ド

コ
モ

・
モ

バ
イ

ル
・

サ
イ

エ
ン

ス
賞

に
お

け
る

社
会

科
学

部
門

優
秀

賞
の

受
賞

，
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
「

未
来

シ
ェ

ア
」

の
設

立
，

「
未

来
A
I
研

究
セ

ン
タ

ー
」

の
設

置
等

の
情

報
発

信
を

通
じ

て
地

域
お

よ
び

全
国

か
ら

高
い

注
目

を
集

め
た

。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
6
)

学
内
公
募
型
研
究
に
つ
い
て
，
年

度
末
に
成
果
報
告
書
お
よ
び
成
果

パ
ネ
ル
を
提
出
さ
せ
る
と
と
も

に
，
翌
年
度
４
月
に
パ
ネ
ル
展

示
，
成
果
報
告
会
を
実
施
し
た
。

ま
た
，
各
教
員
か
ら
提
出
さ
れ
た

業
績
報
告
に
基
づ
い
て
教
員
評
価

を
実
施
し
，
そ
の
結
果
を
反
映
し

た
一
般
研
究
費
配
分
を
実
施
し

た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
6
)

年
度
末
に
成
果
報
告
書

，
成

果
パ

ネ
ル
の
提
出
お
よ
び
成

果
報

告
会
，
翌
年
度
４
月
に
パ

ネ
ル

展
示

を
実
施
し
た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
6
)

年
度

末
に

成
果

報
告

書
，

成
果

パ
ネ

ル
の

提
出

，
翌

年
度

４
月

に
パ

ネ
ル

展
示

，
成

果
報

告
会

を
実

施
。

未
来

A
I
研

究
セ

ン
タ

ー
が

，
市

民
や

学
生

も
気

軽
に

参
加

で
き

る
「

A
I
サ

ロ
ン

」
を

開
始

，
年

度
内

に
５

回
開

催
し

，
A
I
活

用
に

関
す

る
話

題
提

供
と

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

。

大
学

出
版

会
に

お
い

て
，

４
冊

目
の

刊
行

物
と

し
て

，
本

学
が

全
国

に
先

駆
け

た
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

の
経

験
と

知
見

を
ま

と
め

た
『

未
来

を
創

る
「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

」
の

デ
ザ

イ
ン

』
を

，
ま

た
，

５
冊

目
の

刊
行

物
と

し
て

，
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

は
こ

だ
て

ラ
ボ

と
本

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
，

未
来

シ
ェ

ア
の

研
究

と
社

会
実

装
の

成
果

を
ま

と
め

た
『

ス
マ

ー
ト

モ
ビ

リ
テ

ィ
革

命
：

未
来

型
A
I
公

共
交

通
サ

ー
ビ

ス
S
A
V
S
』

を
そ

れ
ぞ

れ
刊

行
し

た
。

研
究

倫
理

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
受

講
の

徹
底

を
図

っ
た

ほ
か

，
謝

金
等

の
支

払
い

に
関

す
る

抜
き

打
ち

検
査

の
実

施
，

科
研

費
の

抽
出

検
査

や
他

大
学

の
不

正
事

案
の

報
道

配
信

を
行

い
研

究
費

不
正

使
用

の
事

前
防

止
の

取
り

組
み

を
進

め
た

。

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績
評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

継
続
し
て
機
関
リ
ポ
ジ

ト
リ

を
運

用
し
，
学
内
の
研
究
成

果
を

広
く

学
外
に
公
開
し
た
。

継
続

し
て

機
関

リ
ポ

ジ
ト

リ
を

運
用

し
，

学
内

の
研

究
成

果
を

広
く

学
外

に
公

開
し

た
。

５
つ
の
コ
・
ラ
ボ
を
中

核
と

し
な

が
ら
，
受
託
研
究
等
外

部
資

金
の

獲
得
や
研
究
情
報
の
発

信
に

努
め

た
。
ま
た
，
社
会
連
携

セ
ン

タ
ー

が
支
援
す
る
中
で
，
イ

ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
，

お
お

た
研

究
・
開
発
フ
ェ
ア
，
メ

ッ
セ

ナ
ゴ

ヤ
，
ビ
ジ
ネ
ス
E
X
P
O
の

４
件

の
展

示
会
へ
研
究
成
果
を
出

展
し

，
情

報
発
信
に
努
め
た
ほ
か

，
マ

リ
ン

I
T
ラ
ボ
や
シ
ョ
ー
ト

シ
ョ

ー
ト

自
動
生
成
ラ
ボ
な
ど
が
，

受
賞

等
を

通
じ
て
全
国
か
ら
高
い

注
目

を
集

め
た
。

５
つ

の
コ

・
ラ

ボ
を

中
核

と
し

な
が

ら
，

受
託

研
究

等
外

部
資

金
の

獲
得

や
研

究
情

報
の

発
信

に
努

め
た

。
ま

た
，

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

が
支

援
す

る
な

か
で

，
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
ジ

ャ
パ

ン
や

ビ
ジ

ネ
ス

E
X
P
O
等

の
各

種
展

示
会

へ
研

究
成

果
を

出
展

し
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

継
続
し
て
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
運

用
し
，
学
内
の
研
究
成
果
を
広
く

学
外
に
公
開
し
た
。

継
続

し
て

機
関

リ
ポ

ジ
ト

リ
を

運
用

し
，

学
内

の
研

究
成

果
を

広
く

学
外

に
公

開
し

た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
6
)

重
点

領
域

・
戦

略
研

究
等

の
特

別
研

究
費

に
関

し
て

，
年

度
末

に
成

果
報

告
書

，
成

果
パ

ネ
ル

の
作

成
を

義
務

づ
け

，
翌

年
度

４
月

に
成

果
報

告
会

，
ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

施
し

，
教

員
相

互
に

評
価

を
行

っ
た

。
ま

た
，

本
学

３
階

モ
ー

ル
で

成
果

パ
ネ

ル
を

１
か

月
間

展
示

し
，

学
内

外
へ

情
報

発
信

を
行

っ
た

。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
6
)

研
究
費
の
不
正
使
用
を
防
止
す
る

た
め
に
，
物
品
検
収
体
制
の
拡

充
，
研
究
費
不
正
防
止
指
針
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
，
科
研
費
ル
ー

ル
に
関
す
る
メ
ー
ル
研
修
会
お
よ

び
メ
ー
ル
に
よ
不
正
事
例
の
紹
介

を
行
っ
た
。

研
究
費
の
不
正
使
用
を

防
止

す
る

た
め
に
，
物
品
検
収
体

制
の

拡
充
，
研
究
費
不
正
防
止

指
針

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
，
科

研
費

ル
ー

ル
に
関
す
る
研
修
会
お

よ
び

不
正

事
例
の
紹
介
を
行
っ
た

。

本
学
出
版
会
３
冊
目
の

刊
行

物
に

つ
い
て
編
集
作
業
を
実

施
し

，
平

成
2
7
年
５
月
に
情
報

・
理

数
系

出
版
社
へ
の
販
売
委
託
に

て
発

行
し

た
。
ま
た
，
４
冊
目
の

刊
行

物
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習

の
デ

ザ
イ

ン
（
仮
）
」
（
平
成
2
8
年

度
発

行
予
定
）
の
編
集
に
着
手

し
た

。

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

研
究
に
対
す
る
内
部
評
価

を
実

施
し

，
研

究
成

果
等

に
つ

い
て

学
内

で
情

報
共

有
を

図
る

と
と

も
に

，
様

々
な

媒
体

を
通

じ
て

研
究

成
果

を
情

報
公

開
し

，
研

究
成

果
の

地
域

社
会

へ
の

還
元

を
推

進
す

る
。

ま
た

，
研

究
倫

理
の

遵
守

を
徹
底
す
る
。

４
月

始
め

か
ら

１
カ

月
間

，
３

階
モ

ー
ル

で
成

果
パ

ネ
ル

の
展

示
を

実
施

，
ま

た
，

成
果

発
表

会
に

お
け

る
ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

に
て

活
用

。

評
価

実
　

績

重
点

的
・

戦
略

的
な

研
究

テ
ー

マ
に

関
し

て
，

定
期

的
に

成
果

報
告

会
を

開
催

し
，

学
内

で
の

情
報

共
有

を
図

る
。

学
内

の
研

究
成

果
に

つ
い

て
，

機
関

リ
ポ

ジ
ト

リ
で

の
情

報
公

開
を

は
じ

め
，

教
員

研
究

紹
介

等
の

冊
子

，
地

域
交

流
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
の

イ
ベ

ン
ト

，
そ

の
他

様
々

な
活

動
を

通
じ

て
，

広
く

社
会

へ
公

開
し

，
研

究
成

果
の

地
域

社
会

へ
の

還
元

を
進

め
る

。

研
究

者
倫

理
の

普
及

に
努

め
る

と
と

も
に

，
研

究
活

動
に

お
け

る
不

正
行

為
を

防
止

す
る

。

重
点

領
域

・
戦

略
研

究
等

の
特

別
研

究
費

に
関

し
て

，
年

度
末

に
成

果
報

告
書

，
成

果
パ

ネ
ル

の
作

成
を

義
務

づ
け

，
翌

年
度

４
月

に
成

果
報

告
会

，
ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

施
し

，
教

員
相

互
に

評
価

を
行

っ
た

。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
6
)

重
点

領
域

・
戦

略
研

究
等

の
特

別
研

究
費

に
関

し
て

，
年

度
末

に
成

果
報

告
書

，
成

果
パ

ネ
ル

の
作

成
を

義
務

づ
け

，
翌

年
度

４
月

に
成

果
報

告
会

，
ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
っ

た
が

，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

延
期

し
て

い
る

。

５
つ

の
コ

・
ラ

ボ
を

中
核

と
し

な
が

ら
，

受
託

研
究

等
外

部
資

金
の

獲
得

や
研

究
情

報
の

発
信

に
努

め
た

。
ま

た
，

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

の
支

援
に

よ
り

，
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
ジ

ャ
パ

ン
や

ビ
ジ

ネ
ス

E
X
P
O

等
の

各
種

展
示

会
へ

研
究

成
果

を
出

展
し

情
報

発
信

を
行

っ
た

。

本
学
出
版
会
２
冊
目
の
刊
行
物
に

つ
い
て
編
集
作
業
を
実
施
し
，
年

度
末
に
情
報
系
・
理
数
系
出
版
社

へ
の
販
売
委
託
に
て
発
行
し
た
。

ま
た
，
３
冊
目
の
刊
行
物
（
平
成

2
7
年
度
発
行
予
定
）
の
編
集
に
着

手
し
た
。
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⑤
④

⑤

５
 
 
研
究

の
推
進
に
関
す
る
目
標

(
3
)
　
外
部
資
金
の
確
保
，
研

究
成

果
の

知
的

財
産

化
や

事
業

化
の

支
援

に
関

す
る

目
標

５
 
 
研

究
の

推
進
に
関
す
る
措
置

(
3
)

〔
外

部
研

究
資

金
の

確
保

〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

〔
知

的
財

産
化

・
事

業
化

の
支

援
〕

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅳ

①
①

①
①

①
①

②
②

②
②

②
②

外
部
研
究
資
金
の
確
保

，
研

究
成

果
の

知
的
財
産
化
や
事
業
化

の
支

援
に

関
す

る
措
置

各
教

員
や

重
点

・
戦

略
テ

ー
マ

等
の

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

し
，

科
学

研
究

費
助

成
事

業
を

は
じ

め
，

国
や

地
方

自
治

体
，

民
間

団
体

・
企

業
等

の
多

様
な

外
部

研
究

資
金

の
確

保
に

向
け

て
，

情
報

の
提

供
や

申
請

書
作

成
の

指
導

を
す

る
な

ど
，

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

が
中

心
と

な
っ

て
支

援
す

る
。

本
学

に
お

い
て

実
施

す
る

研
究

倫
理

教
育

に
関

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
，

日
本

学
術

振
興

会
の

研
究

倫
理

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
を

教
材

と
し

て
指

定
し

教
職

員
の

受
講

を
義

務
付

け
，

学
生

に
対

し
て

も
積

極
的

な
受

講
を

指
導

す
る

と
と

も
に

，
謝

金
等

の
支

払
い

に
関

す
る

抜
き

打
ち

検
査

の
実

施
，

研
究

活
動

上
の

行
動

規
範

の
配

布
，

科
研

費
の

抽
出

検
査

や
メ

ー
ル

に
よ

る
不

正
事

案
の

紹
介

を
行

い
研

究
費

不
正

使
用

の
事

前
防

止
の

取
り

組
み

を
進

め
た

。
ま

た
，

広
範

な
事

例
に

対
応

す
る

た
め

，
実

験
指

針
の

改
訂

を
行

い
，

周
知

徹
底

を
図

っ
た

。

本
学

に
お

い
て

実
施

す
る

研
究

倫
理

教
育

に
関

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
，

日
本

学
術

振
興

会
の

研
究

倫
理

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
を

教
材

と
し

て
指

定
し

，
教

職
員

お
よ

び
，

学
生

（
博

士
後

期
課

程
研

究
奨

励
費

の
応

募
者

）
に

受
講

を
義

務
づ

け
る

な
ど

，
受

講
を

指
導

す
る

と
と

も
に

，
謝

金
等

の
支

払
い

に
関

す
る

抜
き

打
ち

検
査

の
実

施
，

研
究

活
動

上
の

行
動

規
範

の
配

布
，

科
研

費
の

抽
出

検
査

や
メ

ー
ル

に
よ

る
不

正
事

案
の

紹
介

を
行

い
研

究
費

不
正

使
用

の
事

前
防

止
の

取
り

組
み

を
進

め
た

。

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

が
中

心
と

な
り

，
各

教
員

や
重

点
・

戦
略

テ
ー

マ
等

の
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
創

出
さ

れ
る

研
究

成
果

の
知

的
財

産
化

や
事

業
化

を
支

援
す

る
。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

科
学
研
究
費
助
成
事
業
な

ど
の

外
部

研
究

資
金

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
，

研
究

成
果

の
知

的
財

産
化

や
事

業
化

の
支

援
を

進
め

，
広

く
社

会
に

還
元

す
る

。

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績

本
学

に
お

い
て

実
施

す
る

研
究

倫
理

教
育

に
関

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
，

日
本

学
術

振
興

会
の

研
究

倫
理

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
を

教
材

と
し

て
指

定
し

，
教

職
員

お
よ

び
，

学
生

（
博

士
後

期
課

程
研

究
奨

励
費

の
応

募
者

）
に

受
講

を
義

務
づ

け
る

な
ど

，
受

講
の

徹
底

を
図

る
と

と
も

に
，

謝
金

等
の

支
払

い
に

関
す

る
抜

き
打

ち
検

査
の

実
施

，
研

究
活

動
上

の
行

動
規

範
の

配
布

，
科

研
費

の
抽

出
検

査
や

メ
ー

ル
に

よ
る

不
正

事
案

の
紹

介
を

行
い

研
究

費
不

正
使

用
の

事
前

防
止

の
取

り
組

み
を

進
め

た
。

令
和

元
年

度

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

評
価

実
　

績
評

価

教
員

に
対

す
る

科
学

研
究

費
助

成
事

業
申

請
の

勧
奨

を
引

き
続

き
行

う
と

と
も

に
，

前
年

度
不

採
択

者
へ

の
申

請
書

作
成

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
，

若
手

研
究

者
の

申
請

に
あ

た
っ

て
は

添
削

を
義

務
付

け
る

な
ど

の
学

内
支

援
を

実
施

し
た

。
ま

た
，

基
盤

Ｓ
，

基
盤

Ａ
に

申
請

す
る

も
，

採
択

さ
れ

な
か

っ
た

者
に

対
し

て
学

内
一

般
研

究
費

を
加

算
す

る
支

援
を

実
施

し
た

。
な

お
，

外
部

資
金

の
獲

得
者

に
は

，
間

接
経

費
の

３
分

の
１

を
学

内
一

般
研

究
費

と
し

て
加

算
す

る
支

援
を

実
施

し
た

。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
4
)

教
員

に
対

す
る

科
学

研
究

費
助

成
事

業
申

請
の

勧
奨

を
引

き
続

き
行

う
と

と
も

に
，

前
年

度
不

採
択

者
へ

の
申

請
書

作
成

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
，

若
手

研
究

者
の

申
請

に
あ

た
っ

て
は

添
削

を
義

務
付

け
る

な
ど

の
学

内
支

援
を

実
施

し
た

。
ま

た
，

基
盤

Ｓ
，

基
盤

Ａ
に

申
請

す
る

も
，

採
択

さ
れ

な
か

っ
た

者
に

対
し

て
学

内
一

般
研

究
費

を
加

算
す

る
支

援
を

実
施

し
た

。
な

お
，

外
部

資
金

の
獲

得
者

に
は

，
間

接
経

費
の

３
分

の
１

を
学

内
一

般
研

究
費

と
し

て
加

算
す

る
支

援
を

実
施

し
た

。
教
員
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
に

つ
い
て
，
特
許
・
商
標
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
著
作
権
等
の
申
請
，
 
開
発
し

た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
無
償
・
有
償
公
開
の
推
進

支
援
を
行
う
と
と
も
に
，
必
要
な

支
援
体
制
の
整
備
を
行
っ
た
。

教
員
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
成

果
に

つ
い
て
，
特
許
・
商
標

・
プ

ロ
グ

ラ
ム
著
作
権
等
の
申
請

，
開

発
し

た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
プ

ロ
グ

ラ
ム
の
無
償
・
有
償
公

開
の

推
進

支
援
を
行
う
と
と
も
に

，
必

要
な

支
援
体
制
の
整
備
を
行

っ
た

。

教
員

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

に
つ

い
て

，
特

許
・

商
標

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

著
作

権
等

の
申

請
，

開
発

し
た

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
無

償
・

有
償

公
開

の
推

進
支

援
を

行
う

と
と

も
に

，
必

要
な

支
援

体
制

の
整

備
を

行
っ

た
。

教
員
に
対
す
る
科
学
研

究
費

助
成

事
業
申
請
の
勧
奨
を
引

き
続

き
行

う
と
と
も
に
，
若
手
研

究
者

の
申

請
に
あ
た
っ
て
は
添
削

を
義

務
付

け
る
な
ど
の
学
内
支
援

を
強

化
し

て
実
施
し
た
。
ま
た
，

基
盤

Ｓ
，

基
盤
Ａ
，
若
手
Ａ
に
申

請
す

る
も
，
採
択
さ
れ
な
か
っ

た
者

に
対

し
て
研
究
費
を
増
額
配

分
す

る
な

ど
の
支
援
策
を
実
施
し

た
ほ

か
，

外
部
資
金
の
獲
得
者
に

は
，

間
接

経
費
の
３
分
の
１
を
研

究
費

と
し

て
加
算
す
る
措
置
を
行

っ
た

。

Ⅲ (
5
)

教
員

に
対

す
る

科
学

研
究

費
助

成
事

業
申

請
の

勧
奨

を
引

き
続

き
行

う
と

と
も

に
，

前
年

度
不

採
択

者
へ

の
申

請
書

作
成

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
，

若
手

研
究

者
の

申
請

に
あ

た
っ

て
は

添
削

を
義

務
付

け
る

な
ど

の
学

内
支

援
を

実
施

し
た

。
ま

た
，

基
盤

Ｓ
，

基
盤

Ａ
，

若
手

Ａ
に

申
請

す
る

も
，

採
択

さ
れ

な
か

っ
た

者
に

対
し

て
学

内
一

般
研

究
費

を
加

算
す

る
支

援
を

実
施

し
た

。
な

お
，

外
部

資
金

の
獲

得
者

に
は

，
間

接
経

費
の

３
分

の
１

を
学

内
一

般
研

究
費

と
し

て
加

算
す

る
支

援
を

実
施

し
た

。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
4
)

教
員

に
対

す
る

科
学

研
究

費
助

成
事

業
申

請
の

勧
奨

を
引

き
続

き
行

う
と

と
も

に
，

前
年

度
不

採
択

者
へ

の
申

請
書

作
成

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
，

若
手

研
究

者
の

申
請

に
あ

た
っ

て
は

添
削

を
義

務
付

け
る

な
ど

の
学

内
支

援
を

実
施

し
た

。
ま

た
，

基
盤

Ｓ
，

基
盤

Ａ
，

若
手

Ａ
に

申
請

す
る

も
，

採
択

さ
れ

な
か

っ
た

者
に

対
し

て
学

内
一

般
研

究
費

を
加

算
す

る
支

援
を

実
施

し
た

。
な

お
，

外
部

資
金

の
獲

得
者

に
は

，
間

接
経

費
の

３
分

の
１

を
学

内
一

般
研

究
費

と
し

て
加

算
す

る
支

援
を

実
施

し
た

。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
4
)

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

，
未

来
A
I
研

究
セ

ン
タ

ー
が

共
催

し
，

地
域

交
流

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
，

A
I
と

地
域

経
済

に
つ

い
て

内
外

の
識

者
か

ら
の

問
題

提
起

と
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
の

場
を

設
け

，
地

域
の

産
学

官
の

交
流

を
図

っ
た

。
ま

た
，

函
館

市
医

師
会

，
函

館
高

専
と

の
三

者
連

携
協

定
を

締
結

し
，

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
4
)

教
員
に
対
す
る
科
学
研
究
費
助
成

事
業
申
請
の
勧
奨
を
引
き
続
き
行

う
と
と
も
に
，
若
手
研
究
者
の
申

請
に
あ
た
っ
て
は
添
削
を
義
務
付

け
る
な
ど
の
学
内
支
援
を
強
化
し

て
実
施
し
た
。
ま
た
，
基
盤
Ｓ
，

基
盤
Ａ
，
若
手
Ａ
に
申
請
す
る

も
，
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
者
に
対

し
て
研
究
費
を
増
額
配
分
す
る
な

ど
の
支
援
策
を
実
施
し
た
ほ
か
，

外
部
資
金
の
獲
得
者
に
は
，
間
接

経
費
の
３
分
の
１
を
研
究
費
と
し

て
加
算
す
る
措
置
を
行
っ
た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
4
)

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

と
未

来
A
I
研

究
セ

ン
タ

ー
が

共
催

し
，

地
域

交
流

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
，

「
ス

マ
ー

ト
モ

ビ
リ

テ
ィ

革
命

と
地

方
都

市
」

に
つ

い
て

識
者

に
よ

る
講

演
を

行
う

と
と

も
に

，
地

域
の

産
学

官
民

の
方

々
と

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
深

め
る

た
め

の
交

流
会

を
実

施
し

た
。

道
立

工
業

技
術

セ
ン

タ
ー

と
連

携
協

定
を

締
結

し
た

こ
と

に
よ

り
，

互
い

の
施

設
・

機
器

の
相

互
利

用
が

可
能

と
な

り
，

産
官

学
共

同
研

究
を

よ
り

効
果

的
に

推
進

す
る

た
め

の
環

境
が

整
備

さ
れ

る
と

と
も

に
，

民
間

企
業

へ
の

A
I
・

I
o
T
機

器
開

発
の

支
援

や
啓

発
活

動
，

I
C
T
分

野
に

お
け

る
開

発
・

専
門

人
材

の
育

成
等

に
着

手
し

た
。
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③
③

③
③

③

③

④

④

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

，
教

員
や

研
究

か
ら

創
出

さ
れ

る
研

究
成

果
に

つ
い

て
，

特
許

・
商

標
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
著

作
権

等
の

申
請

，
開

発
し

た
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

無
償

・
有

償
公

開
の

推
進

支
援

を
行

う
と

と
も

に
，

全
国

各
地

で
開

催
さ

れ
る

展
示

会
，

国
際

会
議

で
成

果
発

表
に

関
し

て
活

動
支

援
を

行
っ

た
。

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

，
教

員
や

研
究

か
ら

創
出

さ
れ

る
研

究
成

果
に

つ
い

て
，

特
許

・
商

標
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
著

作
権

等
の

申
請

，
開

発
し

た
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

無
償

・
有

償
公

開
の

推
進

支
援

を
行

う
と

と
も

に
，

全
国

各
地

で
開

催
さ

れ
る

展
示

会
，

国
際

会
議

で
成

果
発

表
に

関
し

て
活

動
支

援
を

行
っ

た
。

ま
た

，
北

洋
銀

行
と

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

，
産

学
官

金
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
大

，
函

館
地

域
で

の
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

組
成

を
は

じ
め

と
す

る
地

域
産

業
活

性
化

支
援

に
つ

い
て

議
論

を
深

め
る

機
会

を
増

や
し

た
。

月
１
回
発
明
委
員
会
を
開
催
し
，

広
域
知
的
財
産
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

支
援
も
受
け
な
が
ら
知
的
財
産
の

獲
得
，
活
用
に
向
け
た
取
組
を
実

施
し
た
ほ
か
，
知
財
申
請
の
書
式

を
よ
り
分
か
り
や
す
く
正
確
な
も

の
に
改
訂
す
る
と
と
も
に
，
教
員

へ
の
周
知
を
通
じ
て
知
財
へ
の
意

識
向
上
を
図
っ
た
。
ま
た
，
教
員

に
対
す
る
知
的
財
産
権
に
関
す
る

知
識
・
意
識
向
上
の
た
め
，
外
部

講
師
を
招
い
て
「
ゼ
ロ
か
ら
学
べ

る
知
的
財
産
」
と
題
し
知
財
講
演

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
，
教
員

に
対
す
る
啓
発
活
動
と
し
て
，
研

究
活
動
の
知
財
化
を
推
進
す
る
た

め
隔
月
で
啓
発
資
料
を
作
成
・
配

付
し
た
。

月
１
回
発
明
委
員
会
を

開
催

し
，

知
的
財
産
の
獲
得
，
活

用
に

向
け

た
取
組
を
実
施
し
た
ほ

か
，

教
員

に
対
す
る
知
的
財
産
権

に
関

す
る

知
識
・
意
識
向
上
の
た

め
，

外
部

講
師
を
招
い
て
「
知
っ

て
得

す
る

知
的
財
産
」
と
題
し
知

財
講

演
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に

，
教

員
に

対
す
る
啓
発
活
動
と
し

て
，

研
究

活
動
の
知
財
化
を
推
進

す
る

た
め

隔
月
で
啓
発
資
料
や
関

連
資

料
を

配
付
し
た
。
な
お
，
学

内
で

先
行

技
術
調
査
２
件
を
実
施

す
る

こ
と

に
よ
り
，
迅
速
に
特
許

性
に

つ
い

て
報
告
し
，
判
断
す
る

こ
と

が
で

き
た
。

月
１

回
発

明
委

員
会

を
開

催
し

，
知

的
財

産
の

獲
得

，
活

用
に

向
け

た
取

り
組

み
を

実
施

し
た

ほ
か

，
知

的
財

産
権

に
関

す
る

知
識

・
意

識
向

上
の

た
め

，
知

財
活

動
に

高
い

実
績

を
持

つ
教

員
を

講
師

と
し

て
知

財
講

演
会

を
開

催
す

る
と

と
も

に
，

教
員

に
対

す
る

啓
発

活
動

と
し

て
，

研
究

活
動

の
知

財
化

を
推

進
す

る
た

め
隔

月
で

啓
発

資
料

や
関

連
資

料
を

配
付

し
た

。
な

お
，

学
内

で
先

行
技

術
調

査
４

件
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
，

迅
速

に
特

許
性

に
つ

い
て

報
告

し
，

判
断

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

，
教

員
や

研
究

か
ら

創
出

さ
れ

る
研

究
成

果
に

つ
い

て
，

特
許

・
商

標
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
著

作
権

等
の

申
請

，
開

発
し

た
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

無
償

・
有

償
公

開
の

推
進

支
援

を
行

う
と

と
も

に
，

全
国

各
地

で
開

催
さ

れ
る

展
示

会
，

国
際

会
議

で
成

果
発

表
に

関
し

て
活

動
支

援
を

行
っ

た
。

キ
ャ

ン
パ

ス
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

函
館

が
加

盟
す

る
全

国
大

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

協
議

会
の

主
催

に
よ

り
，

「
第

1
5
回

全
国

大
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
研

究
交

流
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
が

本
学

を
会

場
に

開
催

さ
れ

，
大

学
連

携
に

よ
る

学
生

と
地

域
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
を

テ
ー

マ
に

ポ
ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ

ン
や

情
報

交
換

会
等

を
実

施
し

た
。

北
海

道
産

学
官

研
究

フ
ォ

ー
ラ

ム
が

新
た

に
立

ち
上

げ
た

「
北

海
道

M
a
a
S
研

究
会

」
の

セ
ミ

ナ
ー

に
お

い
て

，
本

学
教

員
２

名
お

よ
び

本
学

ベ
ン

チ
ャ

ー
・

未
来

シ
ェ

ア
が

実
証

実
験

を
行

っ
た

岩
手

県
紫

波
町

の
担

当
職

員
が

，
地

域
公

共
交

通
の

A
I
デ

マ
ン

ド
化

に
つ

い
て

講
演

し
，

多
数

の
産

学
官

関
係

者
に

，
本

学
の

ス
マ

ー
ト

モ
ビ

リ
テ

ィ
や

A
I
関

連
の

技
術

を
ア

ピ
ー

ル
し

た
。

医
工

連
携

の
一

環
と

し
て

リ
ハ

ビ
リ

支
援

等
の

サ
ポ

ー
テ

ィ
ブ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
研

究
を

推
進

し
た

。
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６
 
 
地
域

連
携
・
地
域
貢
献
活
動
に
関
す
る
目
標

６
 
 
地
域

連
携
・
地
域
貢
献
活
動
に
関
す
る
措
置

〔
地

域
の

知
の

創
出

・
交

流
拠

点
と

し
て

の
活

動
理

念
の

追
求

〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

〔
地

域
連

携
型

の
教

育
研

究
活

動
の

推
進

〕

平
成

2
8
年
度
　
Ⅳ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅳ

〔
地

域
と

の
対

話
・

参
加

の
機

会
の

創
出

〕

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

地
域

社
会

の
課

題
や

要
請

を
理

解
す

る
た

め
に

，
よ

り
多

く
の

対
話

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
機

会
，

社
会

参
加

の
機

会
を

様
々

な
方

法
や

場
面

で
創

出
す

る
。

〔
技

術
移

転
・

共
同

研
究

活
動

，
社

会
的

・
文

化
的

活
動

の
推

進
〕

〔
地

域
の

産
業

振
興

へ
の

寄
与

〕

〔
学

校
連

携
等

に
よ

る
学

力
向

上
・

学
習

意
欲

向
上

へ
の

貢
献

〕

〔
地

域
の

高
等

教
育

機
関

と
の

連
携

〕

〔
生

涯
教

育
・

社
会

人
再

教
育

等
の

機
会

の
拡

充
〕

〔
顕

彰
制

度
を

通
じ

た
地

域
貢

献
活

動
の

促
進

〕

①
①

①
①

①
①

②

②
②

②

②

②

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

，
地

域
へ

の
技

術
・

知
識

の
移

転
活

動
や

産
学

連
携

に
よ

る
共

同
研

究
活

動
，

地
域

連
携

に
よ

る
様

々
な

社
会

的
・

文
化

的
活

動
を

推
進

す
る

。

I
T
関

連
産

業
や

地
域

の
基

幹
産

業
（

農
林

水
産

業
，

観
光

産
業

等
）

等
の

振
興

に
寄

与
す

る
た

め
，

地
域

企
業

等
と

の
共

同
研

究
の

推
進

や
本

学
の

研
究

成
果

を
活

か
し

て
，

新
規

起
業

を
促

す
と

と
も

に
，

国
や

地
方

自
治

体
等

の
地

域
産

業
振

興
施

策
等

に
参

画
す

る
活

動
を

組
織

的
に

支
援

す
る

。

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

と
未

来
A
I
研

究
セ

ン
タ

ー
の

主
導

に
よ

り
，

道
南

い
さ

り
び

鉄
道

と
連

携
し

，
沿

線
活

性
化

や
二

次
交

通
に

関
す

る
研

究
を

行
っ

た
。

研
究

の
一

環
と

し
て

，
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
学

習
の

チ
ー

ム
と

I
T
企

業
の

連
携

に
よ

り
い

さ
り

び
鉄

道
車

内
に

ビ
ー

コ
ン

を
設

置
し

，
乗

客
が

旅
の

思
い

出
を

記
入

・
閲

覧
で

き
る

V
R
ノ

ー
ト

の
実

験
を

行
っ

た
。

地
域

の
小

学
校

・
中

学
校

・
高

校
等

と
の

学
校

連
携

を
充

実
さ

せ
，

地
域

の
理

数
教

育
や

情
報

教
育

を
含

め
た

総
合

的
な

学
力

向
上

，
学

習
意

欲
の

向
上

な
ど

へ
の

貢
献

に
努

め
る

。

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

地
域
の
知
の
創
出
・

交
流

拠
点

と
し

て
の

活
動

理
念

を
追

求
し

，
地

域
連

携
型

の
教

育
研

究
活

動
を

進
め

，
地

域
と

の
対

話
・

参
加

の
機

会
を

創
出

し
て

い
く

ほ
か

，
技

術
移

転
・

共
同

研
究

活
動

や
社

会
的

・
文

化
的

活
動

を
推

進
し
，
地
域
の
産
業

振
興

や
起

業
の

促
進

に
努

め
る

。
ま
た
，
地
域
の
小
中

高
等

学
校

と
の

連
携

を
推

進
し

，
学

力
・

学
習

意
欲

向
上

な
ど

地
域

の
教

育
水

準
の

向
上

に
貢

献
す

る
。

さ
ら
に
は
，
地
域
の

高
等

教
育

機
関

と
の

連
携

や
生

涯
学

習
・

社
会

人
再

教
育

等
の

機
会

の
拡

充
を

進
め

る
と

と
も

に
，

顕
彰

制
度

も
活

用
し

な
が

ら
，

更
な

る
地

域
貢

献
活

動
を

推
進

し
て

い
く

。

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

Ⅳ (
3
)

Ⅲ
(
1
2
)

新
し
い
大
学
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に

「
社
会
連
携
」
の
メ
ニ
ュ
ー
を
設

け
，
社
会
連
携
ポ
リ
シ
ー
や
社
会

連
携
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て

詳
細
な
紹
介
を
図
っ
た
ほ
か
，
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
連
載
記
事

「
F
U
N
 
B
O
X
」
に
お
い
て
，
本
学
の

特
徴
的
な
社
会
連
携
の
取
り
組
み

を
詳
細
に
紹
介
し
た
。
ま
た
，
地

域
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
，
特
別
講
演

会
，
公
開
講
座
を
本
学
の
地
域
発

信
の
３
つ
の
柱
と
し
て
明
確
に
再

定
義
し
，
体
系
だ
っ
た
企
画
運
営

を
行
っ
た
。

Ⅳ (
3
)

Ⅲ
(
1
2
)

令
和

元
年

度

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

評
価

実
　

績
評

価

特
許
共
同
出
願
予
定
の
７
件
を
企

業
の
要
望
か
ら
出
願
前
有
償
譲
渡

し
，
活
用
に
向
け
企
業
が
取
扱
い

や
す
い
よ
う
に
協
力
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

北
海
道
が
企
画
し
た
地

域
材

(
道

南
ス
ギ
，
ト
ド
マ
ツ
)
を
活

用
し

P
R
す

る
屋
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
教

員
・

学
生
が
デ
ザ
イ
ン
担
当

で
参

画
し

協
力
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

ま
た
，
函
館
競
馬
場
1
2
0
周
年

記

函
館

進
出

I
T
企

業
で

あ
る

ア
ッ

ト
ウ

ェ
ア

社
と

の
産

学
連

携
に

よ
り

設
立

し
た

，
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
「

未
来

シ
ェ

ア
」

と
函

館
に

進
出

し
た

I
T
企

業
と

の
合

同
オ

フ
ィ

ス
に

コ
ワ

ー
キ

ン
グ

プ
レ

イ
ス

を
併

設
し

，
教

員
や

学
生

と
の

ミ
ー

地
域

社
会

へ
の

貢
献

を
目

的
と

し
，

持
続

可
能

な
水

産
業

の
北

海
道

モ
デ

ル
の

確
立

，
A
I
に

よ
る

デ
マ

ン
ド

地
域

交
通

の
実

証
研

究
，

函
館

・
道

南
圏

の
文

化
財

の
デ

ジ
タ

ル
化

と
そ

の
活

用
策

の
提

案
，

科
学

技
術

理
解

増
進

事
業

（
は

こ
だ

て
国

際
科

学
祭

）
な

ど
の

プ
ロ

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度

Ⅳ (
1
)

Ⅲ
(
1
4
)

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

の
主

導
に

よ
り

，
青

森
・

函
館

ツ
イ

ン
シ

テ
ィ

提
携

3
0
周

年
を

記
念

し
た

青
森

市
学

生
ビ

ジ
ネ

ス
ア

イ
デ

ア
コ

ン
テ

ス
ト

に
学

生
チ

ー
ム

を
派

遣
し

た
と

こ
ろ

，
モ

バ
イ

ル
I
T
を

活
用

し
た

路
上

ラ
イ

ブ
で

地
域

を
活

性
化

す
る

ア
イ

デ
ア

が
高

く
評

価
さ

れ
た

結
果

優
勝

し
，

青
森

の
地

方
紙

，
函

館
の

地
元

紙
を

通
じ

て
広

く
話

題
を

提
供

し
た

。
大

学
ウ

エ
ブ

サ
イ

ト
「

社
会

連
携

」
の

ペ
ー

ジ
や

ト
ッ

プ
ニ

ュ
ー

ス
記

事
に

お
い

て
，

社
会

連
携

ポ
リ

シ
ー

や
社

会
連

携
セ

ン
タ

ー
の

活
動

に
つ

い
て

紹
介

し
た

ほ
か

，
地

域
交

流
フ

ォ
ー

ラ
ム

・
特

別
講

演
会

・
公

開
講

座
を

本
学

の
地

域
発

信
の

３
つ

の
柱

と
し

て
明

確
に

再
定

義
し

，
体

系
だ

っ
た

企
画

運
営

を
行

っ
た

。

大
学
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
「

社
会

連
携
」
の
ペ
ー
ジ
や
ト
ッ

プ
ニ

ュ
ー

ス
記
事
に
お
い
て
，
社

会
連

携
ポ

リ
シ
ー
や
社
会
連
携
セ

ン
タ

ー
の

活
動
に
つ
い
て
詳
細
な

紹
介

を
図
っ
た
ほ
か
，
「
F
U
N
 
B
O
X
」

に
お

い
て
，
本
学
の
特
徴
的

な
社

会
連

携
の
取
り
組
み
を
詳
細

に
紹

介
し

た
。
ま
た
，
地
域
交
流

フ
ォ

ー
ラ

ム
，
特
別
講
演
会
，
公

開
講

座
を

本
学
の
地
域
発
信
の
３

つ
の

柱
と

し
て
明
確
に
再
定
義
し

，
体

系
だ
っ
た
企
画
運
営
を
行

っ
た

。

Ⅳ (
3
)

Ⅲ
(
1
2
)

地
域

の
知

の
創

出
・

交
流

拠
点

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

た
め

に
，

本
学

が
強

み
を

持
つ

人
工

知
能

に
注

目
し

て
新

た
に

「
未

来
A
I
研

究
セ

ン
タ

ー
」

の
設

立
を

決
め

た
。

こ
の

組
織

を
も

と
に

漁
業

，
農

業
，

観
光

，
交

通
，

食
品

な
ど

地
元

へ
の

貢
献

を
目

指
す

。

Ⅳ (
3
)

Ⅲ
(
1
2
)

地
域

の
知

の
創

出
・

交
流

拠
点

と
し

て
の

「
未

来
A
I
研

究
セ

ン
タ

ー
」

の
開

設
記

念
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

，
函

館
市

と
共

催
で

講
演

会
と

情
報

交
換

会
等

を
実

施
し

，
同

セ
ン

タ
ー

と
の

共
同

研
究

や
函

館
に

進
出

を
予

定
し

て
い

る
企

業
，

関
係

機
関

と
の

連
携

を
深

め
た

。
ま

た
，

函
館

市
が

進
め

る
「

は
こ

だ
て

未
来

A
I
ビ

ジ
ョ

ン
」

に
基

づ
く

取
り

組
み

に
つ

い
て

，
協

力
す

る
こ

と
と

し
た

。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ
(
1
4
)

実
　

績

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

開
学

以
来

の
本

学
理

念
の

柱
で

あ
る

，
地

域
の

知
の

創
出

・
交

流
拠

点
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
た

め
に

，
大

学
を

取
り

巻
く

時
代

状
況

や
地

域
が

置
か

れ
た

時
代

状
況

に
ふ

さ
わ

し
い

活
動

理
念

を
追

求
し

，
中

長
期

的
な

ビ
ジ

ョ
ン

を
描

き
，

具
体

的
な

活
動

を
推

進
す

る
。

地
域

を
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

た
教

育
研

究
活

動
や

地
域

の
様

々
な

機
関

・
住

民
と

連
携

し
た

教
育

研
究

活
動

，
地

域
の

課
題

や
要

請
に

応
え

る
教

育
研

究
活

動
を

推
進

す
る

。

キ
ャ

ン
パ

ス
・

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
函

館
の

活
動

に
積

極
的

に
参

画
し

，
単

位
互

換
制

度
を

推
進

す
る

な
ど

，
地

域
の

大
学

や
高

専
等

と
の

学
術

連
携

・
社

会
連

携
を

進
め

る
。

地
域

住
民

の
生

涯
教

育
や

社
会

人
の

再
教

育
等

を
視

野
に

入
れ

な
が

ら
，

公
開

講
座

や
特

別
講

演
会

を
充

実
す

る
ほ

か
，

生
涯

教
育

と
大

学
教

育
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ト

型
講

義
の

開
発

と
拡

充
を

推
進

す
る

。

教
職

員
の

業
績

評
価

や
学

生
の

顕
彰

制
度

を
通

じ
て

，
地

域
貢

献
活

動
を

促
進

す
る

。

平
成

2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

地
域

社
会

へ
の

貢
献

を
目

的
と

し
，

持
続

可
能

な
水

産
業

の
北

海
道

モ
デ

ル
の

確
立

，
A
I
に

よ
る

デ
マ

ン
ド

地
域

交
通

の
実

証
研

究
，

函
館

・
道

南
圏

の
文

化
財

の
デ

ジ
タ

ル
化

と
そ

の
活

用
策

の
提

案
，

科
学

技
術

理
解

増
進

事
業

（
は

こ
だ

て
国

際
科

学
祭

）
な

ど
の

プ
ロ
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③

③

③
③

③

③

④

④

④

④

⑤

⑤

⑤

⑤

⑥

⑥

④

④

⑦

函
館

進
出

I
T
企

業
で

あ
る

ア
ッ

ト
ウ

ェ
ア

社
と

の
産

学
連

携
に

よ
り

，
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
「

未
来

シ
ェ

ア
」

を
設

立
し

，
本

社
を

函
館

市
に

立
地

さ
せ

る
と

と
も

に
，

同
社

へ
の

技
術

移
転

を
進

め
た

。
ま

た
，

函
館

市
，

北
洋

銀
行

，
北

大
水

産
，

函
館

高
専

等
，

地
域

の
産

学
官

金
と

連
携

し
な

が
ら

，
I
T

企
業

の
誘

致
活

動
を

推
進

す
る

と
と

も
に

，
複

数
の

進
出

候
補

企
業

と
の

共
同

研
究

や
連

携
協

定
等

の
締

結
な

ど
具

体
的

な
成

果
を

挙
げ

た
ほ

か
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

で
開

発
し

た
木

古
内

町
観

光
ア

プ
リ

「
キ

ー
コ

紀
行

」
（

旅
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

自
動

制
作

ア
プ

リ
)
を

無
償

公
開

し
た

。

経
産

省
の

外
郭

団
体

で
あ

る
情

報
処

理
推

進
機

構
の

主
催

に
よ

り
，

若
手

ク
リ

エ
ー

タ
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
未

踏
」

の
啓

発
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
や

ハ
ッ

カ
ソ

ン
イ

ベ
ン

ト
を

大
学

祭
の

併
設

企
画

と
し

て
開

催
し

た
。

ま
た

，
函

館
市

や
他

の
高

等
教

育
委

機
関

と
の

連
携

に
よ

る
起

業
家

育
成

支
援

講
座

の
開

催
へ

の
協

力
や

，
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
・

未
来

シ
ェ

ア
の

本
社

（
美

原
）

に
コ

ワ
ー

キ
ン

グ
プ

レ
イ

ス
「

み
ら

い
ベ

ー
ス

」
を

併
設

し
,
学

生
が

企
業

か
ら

の
委

託
開

発
や

,
C
o
d
e
 
f
o
r

H
a
k
o
d
a
t
e
等

の
社

会
活

動
に

取
組

む
産

学
連

携
サ

テ
ラ

イ
ト

拠
点

と
し

て
機

能
さ

せ
た

。

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を

目
的

と
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継

続
的

に
実

施
し
た
。

・
マ
リ
ン
I
T
関
係
の

研
究

・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は

こ
だ

て
・
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ

イ
ブ

・
科
学
技
術
理
解
増
進

事
業

（
は

こ
だ
て
国
際
科
学
祭
等

)
・
イ
カ
ロ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト ・
地
域
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
利

活
用

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ

ピ
ン

グ ・
小
大
，
中
大
，
高
大

連
携

ま
た
，
室
蘭
工
業
大
学

と
の

学
術

交
流
協
定
の
一
環
と
し

て
，

前
年

に
引
き
続
き
連
携
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大

沼
に

て
開

催
し
，
活
発
な
大
学
間

交
流

が
行

わ
れ
，
教
育
効
果
を
検

証
す

る
た

め
，
ロ
グ
情
報
を
記
録

し
，

今
後

の
改
善
に
活
用
す
る
こ

と
と

し
た
。
さ
ら
に
，
平
成
2
5
年

に
小

樽
商
大
と
で
始
め
た
道
内

大
学

連
携

企
画
は
毎
年
参
加
校
を

増
や

し
，

今
年
度
は
小
樽
商
大
，

北
見

工
大

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
的
に
実

施
し
た
。

○
マ
リ
ン
I
T
関
係
の
研
究

○
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
こ
だ
て

○
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ

○
科
学
技
術
理
解
増
進
事
業
（
は

こ
だ
て
国
際
科
学
祭
等
)

○
イ
カ
ロ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
小
大
，
中
大
，
高
大
連
携

ま
た
，
室
蘭
工
業
大
学
と
の
学
術

交
流
協
定
の
一
環
と
し
て
，
前
年

に
引
き
続
き
連
携
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
に
て
開

催
し
，
両
大
学
の
学
生
8
0
名
教
員

1
4
名
参
加
の
も
と
活
発
な
大
学
間

交
流
が
行
わ
れ
た
ほ
か
，
平
成
2
6

年
度
は
，
あ
ら
か
じ
め
ネ
ッ
ト
上

で
両
校
学
生
が
情
報
共
有
す
る
仕

組
み
を
導
入
す
る
と
と
も
に
，
教

育
効
果
を
定
量
的
に
検
証
す
る
た

め
ロ
グ
情
報
を
記
録
し
，
今
後
の

改
善
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
，
北
海
道
の
学
生
団
体

函
館

市
や

他
の

高
等

教
育

機
関

と
の

連
携

に
よ

る
起

業
家

育
成

支
援

講
座

の
開

催
へ

の
協

力
や

，
民

間
企

業
等

の
共

催
に

よ
り

，
学

生
が

も
の

づ
く

り
と

発
表

を
行

う
開

発
コ

ン
テ

ス
ト

で
あ

る
ハ

ッ
カ

ソ
ン

等
を

実
施

し
学

生
の

起
業

マ
イ

ン
ド

の
醸

成
に

努
め

，
研

究
・

教
育

成
果

を
生

か
し

起
業

の
促

進
に

取
り

組
ん

だ
。

ま
た
，
函
館
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の
新

し
い
車
両
デ
ザ
イ
ン
を
本
学
教
員

が
手
が
け
る
と
と
も
に
，
商
標
登

録
を
共
同
出
願
し
た
ほ
か
，
建
設

中
の
函
館
ア
リ
ー
ナ
の
シ
ン
ボ
ル

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
を
本
学
教
員
が
手

が
け
る
と
と
も
に
，
函
館
市
と
商

標
登
録
を
共
同
出
願
し
た
。
高
度

I
C
T
演
習
の
一
環
と
し
て
，
北
海
道

庁
提
供
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し

た
魚
料
理
レ
シ
ピ
の
検
索
・
閲
覧

ア
プ
リ
「
お
さ
か
な
日
和
」
を
開

発
，
無
償
公
開
し
た
。

念
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン

を
本

学
教

員
・
学
生
が
手
掛
け
，

商
標

登
録

上
問
題
が
な
い
こ
と
を

確
認

の
う

え
引
き
渡
し
た
。
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習
か
ら
創
作
さ
れ
た

ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
(
F
U
N
 
Q
U
I
Z
:
プ

ロ
グ

ラ
ム
等
著
作
物
)
１

件
を

無
償

公
開

し
た
ほ
か
，
高
度
I
C
T
観
光

系
グ

ル
ー
プ
の
成
果
ア
プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
４
件
を
函
館
競
馬
場

イ
ベ

ン
ト

の
一
つ
と
し
て
出
展
し

た
。

テ
ィ

ン
グ

や
研

究
開

発
等

が
行

わ
れ

る
産

学
連

携
拠

点
と

し
た

。

地
域

社
会

へ
の

貢
献

を
目

的
と

し
，

水
産

海
洋

G
I
S
活

用
事

業
，

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
は

こ
だ

て
，

デ
ジ

タ
ル

・
ア

ー
カ

イ
ブ

，
科

学
技

術
理

解
増

進
事

業
（

は
こ

だ
て

国
際

科
学

祭
等

)
等

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
た

。
ま

た
，

函
館

市
ほ

か
関

係
団

体
や

企
業

と
と

も
に

応
募

し
た

，
経

産
省

「
地

域
中

核
企

業
創

出
・

支
援

事
業

」
に

お
い

て
「

函
館

水
産

加
工

業
を

舞
台

に
し

た
革

新
的

A
I
技

術
の

集
積

・
発

信
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

が
採

択
さ

れ
，

地
域

の
様

々
な

産
業

分
野

や
A
I
導

入
の

調
査

・
推

薦
を

行
っ

た
。

こ
の

ほ
か

，
函

館
市

医
師

会
，

函
館

工
業

高
等

専
門

学
校

と
３

者
連

携
協

定
を

締
結

し
，

高
齢

者
や

障
害

者
が

住
み

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

の
た

め
，

リ
ハ

ビ
リ

支
援

の
た

め
の

機
器

開
発

の
研

究
等

を
行

う
な

ど
医

工
連

携
の

取
り

組
み

を
進

め
る

こ
と

と
し

た
。

ジ
ェ

ク
ト

を
継

続
的

に
実

施
し

た
ほ

か
，

若
手

リ
ー

ダ
ー

人
材

養
成

を
目

指
し

て
開

講
さ

れ
た

市
民

講
座

「
ま

ち
d
e
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

」
を

実
施

し
た

。

S
C
A
N
主
催
に
よ
る
学
生
合
同
研
究

発
表
会
(
釧
路
公
立
大
学
)
に
学
生

１
名
と
教
員
１
名
が
参
加
し
，
道

内
大
学
の
学
生
や
教
員
と
の
交
流

を
深
め
た
ほ
か
，
小
樽
商
大
，
北

見
工
大
と
の
連
携
企
画
と
し
て

「
北
の
３
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
，
各
大
学
１
チ
ー
ム

ず
つ
学
生
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
て

地
域
連
携
型
課
題
に
取
り
組
み
，

公
開
形
式
で
の
合
同
発
表
会
を
札

幌
で
共
催
し
た
。

帯
広
畜
産
大
と
の
連

携
に

よ
る

「
北
の
４
大
学
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
を
実
施
し
，
各
大
学

の
教

員
と

学
生
グ
ル
ー
プ
が
参
加

し
て

ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
に
取
り
組

み
，

夏
の

ニ
セ
コ
合
宿
と
1
2
月
に
は

札
幌

市
に

お
い
て
，
公
開
形
式

で
の

合
同

発
表
会
を
開
催
し
た
ほ

か
，

平
成

2
6

年
1
1
月
に
連
携
協
定
を

締
結

し
た

青
森
公
立
大
学
と
の

連
携

企
画

と
し
て
，
函
館
西
部
地

区
を

フ
ィ

ー
ル
ド
に
２
日
間
に
わ

た
る

「
は

こ
だ
て
街
歩
き
ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

」
を
開
催
し
，
両
校
の

教
員

と
学

生
2
3
名
が
参
加
し
た
。

函
館

市
や

高
等

教
育

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
，

市
内

の
学

生
や

若
手

社
会

人
向

け
起

業
家

育
成

支
援

講
座

を
1
1
月

に
開

催
し

た
。

ま
た

，
北

海
道

と
の

連
携

に
よ

り
，

学
生

向
け

の
「

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
養

成
講

座
」

を
１

月
に

開
催

す
る

な
ど

，
関

係
者

間
の

情
報

共
有

を
密

に
し

，
今

後
の

計
画

的
な

起
業

支
援

教
育

の
展

開
に

つ
い

て
協

議
し

た
。

前
年

同
様

に
市

立
函

館
高

校
と

の
高

大
連

携
事

業
と

し
て

，
本

学
の

授
業

を
単

位
互

換
授

業
と

し
て

受
講

で
き

る
仕

組
み

を
設

定
す

る
と

と
も

に
，

１
年

生
を

対
象

に
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

の
見

学
を

実
施

し
た

。

旧
函
館
ど
つ
く
跡
地
に
オ
ー
プ
ン

し
た
函
館
国
際
水
産
・
海
洋
研
究

セ
ン
タ
ー
内
に
，
本
学
の
３
教
員

の
サ
テ
ラ
イ
ト
ラ
ボ
を
開
設
し
，

マ
リ
ン
I
T
や
複
雑
系
知
能
シ
ス
テ

ム
の
研
究
開
発
を
核
と
し
た
地
域

連
携
活
動
の
拠
点
と
し
て
整
備
し

た
。

地
域

社
会

へ
の

貢
献

を
目

的
と

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
継

続
的

に
実

施
し

た
。

・
マ

リ
ン

I
T
関

係
の

研
究

・
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

は
こ

だ
て

・
デ

ジ
タ

ル
・

ア
ー

カ
イ

ブ
・

科
学

技
術

理
解

増
進

事
業

（
は

こ
だ

て
国

際
科

学
祭

等
)

・
イ

カ
ロ

ボ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト ・
食

の
街

は
こ

だ
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト ・

地
域

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
利

活
用

・
小

大
，

中
大

，
高

大
連

携
ま

た
，

新
た

に
「

未
来

A
I
研

究
セ

ン
タ

ー
」

を
設

置
し

，
人

工
知

能
研

究
を

中
核

と
し

て
地

域
課

題
の

解
決

や
地

域
産

業
と

の
連

携
に

資
す

る
，

新
た

な
知

的
集

積
拠

点
の

形
成

に
着

手
し

た
。

前
年

同
様

に
市

立
函

館
高

校
と

の
高

大
連

携
事

業
と

し
て

，
本

学
の

授
業

を
単

位
互

換
授

業
と

し
て

受
講

で
き

る
仕

組
み

を
継

続
す

る
と

と
も

に
，

１
年

生
を

対
象

に
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

の
見

学
を

実
施

し
た

ほ
か

，
市

立
函

館
高

校
と

の
意

見
交

換
会

を
開

催
し

交
流

事
業

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。

前
年

同
様

に
市

立
函

館
高

校
と

の
高

大
連

携
事

業
と

し
て

，
本

学
の

授
業

を
単

位
互

換
授

業
と

し
て

受
講

で
き

る
仕

組
み

を
継

続
す

る
と

と
も

に
，

１
年

生
を

対
象

に
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

の
見

学
を

実
施

し
た

ほ
か

，
市

立
函

館
高

校
と

の
意

見
交

換
会

を
開

催
し

交
流

事
業

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。
キ

ャ
ン

パ
ス

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
函

館
主

催
の

「
は

こ
だ

て
科

学
寺

子
屋

」
や

，
函

館
市

と
共

催
し

小
学

生
向

け
の

「
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

講
座

」
を

開
催

し
た

ほ
か

，
「

は
こ

だ
て

未
来

館
」

に
「

K
i
r
a
K
i
r
a
」

V
R
ソ

フ
ト

等
の

体
験

型
コ

ン
テ

ン
ツ

を
提

供
し

，
市

民
の

生
涯

教
育

や
社

会
人

再
教

育
の

機
会

拡
充

を
図

っ
た

。

キ
ャ

ン
パ

ス
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

函
館

主
催

の
「

は
こ

だ
て

科
学

寺
子

屋
」

や
，

函
館

市
と

共
催

し
小

・
中

・
高

校
生

向
け

の
「

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
講

座
」

を
開

催
し

た
ほ

か
，

経
産

省
「

A
I
・

I
o
T
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
構

築
事

業
」

の
一

環
と

し
て

，
民

間
人

対
象

に
，

A
I
/
I
o
T

活
用

専
門

人
材

育
成

研
修

を
実

施
し

，
市

民
の

生
涯

教
育

や
社

会
人

再
教

育
の

機
会

拡
充

を
図

っ
た

。

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

や
高

度
I
C
T

コ
ー

ス
教

員
等

が
主

導
し

，
青

森
市

学
生

ビ
ジ

ネ
ス

ア
イ

デ
ア

コ
ン

テ
ス

ト
を

は
じ

め
と

し
て

，
各

種
の

学
生

コ
ン

テ
ス

ト
，

ハ
ッ

カ
ソ

ン
，

ア
イ

デ
ア

ソ
ン

等
へ

学
生

有
志

チ
ー

ム
の

参
加

を
推

進
・

支
援

し
た

。
ま

た
，

函
館

市
や

他
の

高
等

教
育

委
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

起
業

家
育

成
支

援
講

座
の

開
催

へ
の

協
力

や
，

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

・
未

来
シ

ェ
ア

の
本

社
（

美
原

）
に

コ
ワ

ー
キ

ン
グ

プ
レ

イ
ス

「
み

ら
い

ベ
ー

ス
」

を
併

設
し

,
学

生
が

企
業

か
ら

の
委

託
開

発
や

,
C
o
d
e
 
f
o
r
 
H
a
k
o
d
a
t
e
等

の
社

会
活

動
に

取
組

む
産

学
連

携
サ

テ
ラ

イ
ト

拠
点

と
し

て
機

能
さ

せ
た

。

函
館
国
際
水
産
・
海
洋

総
合

研
究

セ
ン
タ
ー
内
に
，
本
学

の
３

教
員

の
サ
テ
ラ
イ
ト
ラ
ボ
を

引
き

続
き

立
地
し
，
マ
リ
ン
I
T
や
複

雑
系

知
能
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開

発
を

核
と

し
た
地
域
連
携
活
動
の

拠
点

と
し

て
活
用
し
た
。
ま
た
，

函
館

市
の

地
域
総
合
戦
略
に
対
し

て
助

言
を

特
別

講
演

会
や

公
開

講
座

開
催

時
に

来
場

者
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

，
情

報
入

手
方

法
や

満
足

度
と

と
も

に
，

希
望

す
る

内
容

に
つ

い
て

自
由

記
述

で
意

見
を

収
集

す
る

前
年

同
様

に
市

立
函

館
高

校
と

の
高

大
連

携
事

業
と

し
て

，
本

学
の

授
業

を
単

位
互

換
授

業
と

し
て

受
講

で
き

る
仕

組
み

を
継

続
す

る
と

と
も

に
，

１
年

生
を

対
象

に
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

の
見

学
を

実
施

し
た

ほ
か

，
市

立
函

館
高

校
と

の
意

見
交

換
会

を
開

催
し

交
流

事
業

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。

キ
ャ

ン
パ

ス
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

函
館

主
催

の
「

は
こ

だ
て

科
学

寺
子

屋
」

や
，

函
館

市
と

共
催

し
小

学
生

向
け

の
「

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
講

座
」

を
開

催
し

た
ほ

か
，

「
は

こ
だ

て
未

来
館

」
に

「
F
a
b
l
a
b
も

の
づ

く
り

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

等
の

体
験

型
展

示
等

の
市

民
向

け
コ

ン
テ

ン
ツ

を
提

供
し

，
市

民
の

生
涯

教
育

や
社

会
人

再
教

育
の

機
会

拡
充

を
図

っ
た

。

ジ
ェ

ク
ト

継
続

的
に

実
施

し
た

ほ
か

，
社

会
人

向
け

ま
ち

お
こ

し
リ

ー
ダ

ー
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
ま

ち
の

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
」

を
，

北
海

道
教

育
大

函
館

校
の

２
研

究
室

と
の

連
携

で
ス

タ
ー

ト
さ

せ
た

。
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⑤

⑤

⑥

⑥

特
別
講
演
会
や
公
開
講
座
開
催
時

に
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
，
情
報
入
手
方
法
や
満
足
度
と

と
も
に
，
希
望
す
る
内
容
に
つ
い

て
自
由
記
述
で
意
見
を
収
集
す
る

な
ど
，
地
域
の
ニ
ー
ズ
把
握
に
努

め
た
。

市
立
函
館
高
校
と
の
連
携
強
化
策

と
し
て
，
未
来
大
学
の
一
部
授
業

を
受
講
で
き
る
仕
組
み
を
設
定
す

る
と
と
も
に
，
１
年
生
を
対
象

に
，
高
等
教
育
の
意
義
な
ど
に
関

す
る
授
業
と
学
内
施
設
見
学
を
，

２
年
生
を
対
象
に
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
学
習
成
果
発
表
会
見
学
を
実
施

し
た
。

行
う
と
と
も
に
，
マ
リ

ン
I
T
の

共
同
研
究
を
函
館
湾
で
展

開
す

る
計

画
を
盛
り
込
ん
だ
。

市
立
函
館
高
校
と
の
高

大
連

携
事

業
と
し
て
，
本
学
の
授

業
を

単
位

互
換
授
業
と
し
て
受
講

で
き

る
仕

組
み
を
設
定
す
る
と
と

も
に

，
１

年
生
を
対
象
に
，
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習
の
見
学
を
実
施
し

た
。

特
別
講
演
会
や
公
開
講

座
開

催
時

に
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実

施
し
，
情
報
入
手
方
法
や

満
足

度
と

と
も
に
，
希
望
す
る
内

容
に

つ
い

て
自
由
記
述
で
意
見
を

収
集

す
る

な
ど
，
地
域
の
ニ
ー
ズ

把
握

に
努

め
た
ほ
か
，
社
会
人
再

教
育

や
生

涯
学
習
へ
の
新
た
な
取

り
組

み
の

必
要
性
を
探
る
た
め
，

市
内

企
業

の
教
育
ニ
ー
ズ
や
他
地

域
・

他
大

学
の
先
進
的
取
り
組
み

に
関

す
る

調
査
を
実
施
し
た
。

な
ど

，
地

域
の

ニ
ー

ズ
把

握
に

努
め

た
ほ

か
，

社
会

人
再

教
育

や
生

涯
学

習
へ

の
新

た
な

取
り

組
み

の
必

要
性

を
探

る
た

め
，

市
内

企
業

の
教

育
ニ

ー
ズ

や
他

地
域

・
他

大
学

の
先

進
的

取
り

組
み

に
関

す
る

調
査

を
実

施
し

た
。
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７
 
 
国
際

・
国
内
の
学
術
交
流
，
連
携
等
に
関
す
る
措
置

〔
グ

ロ
ー

バ
ル

な
学

術
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

〔
単

位
互

換
，

ダ
ブ

ル
デ

ィ
グ

リ
ー

制
の

検
討

〕

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

〔
他

大
学

へ
の

本
学

学
生

の
留

学
支

援
体

制
や

他
大

学
か

ら
の

留
学

生
受

け
入

れ
支

援
体

制
の

整
備

〕

平
成

3
0
年
度
　
Ⅳ

①
①

①
①

①
①

②

②
②

②

②

②

③

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

本
学

に
と

っ
て

意
義

あ
る

大
学

や
研

究
機

関
等

と
の

国
内

外
の

学
術

交
流

連
携

を
積

極
的

に
進

め
，

グ
ロ

ー
バ

ル
な

教
育

研
究

を
推

進
す

る
た

め
の

学
術

交
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
。

学
術

交
流

連
携

校
と

の
単

位
互

換
や

ダ
ブ

ル
デ

ィ
グ

リ
ー

制
の

導
入

に
つ

い
て

，
引

き
続

き
検

討
を

進
め

る
。

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

７
 
 
国

際
・

国
内
の
学
術
交
流
，
連
携
等

　
 
 
に

関
す

る
目
標

国
内
外
の
大
学
や
研
究

機
関

等
と

の
学

術
交

流
連

携
を

進
め

る
な

ど
，

グ
ロ

ー
バ

ル
な

学
術

交
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

図
る

と
と

も
に

，
単

位
互

換
や

ダ
ブ

ル
デ

ィ
グ

リ
ー

制
（

注
）

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

を
進

め
る

。
ま
た
，
他
大
学
へ
の
留

学
や

他
大

学
か

ら
の

留
学

生
受

け
入

れ
に

係
る

支
援

体
制

の
整

備
を

進
め

る
。

〔
注

：
外

国
等

の
他

大
学

と
教

育
課

程
の

実
施

等
に

つ
い

て
協

議
し

，
双

方
の

大
学

が
そ

れ
ぞ

れ
学

位
を

授
与

す
る

制
度

〕

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

学
術

連
携

校
と

の
留

学
生

や
研

究
生

の
交

換
を

推
進

し
，

留
学

支
援

体
制

や
留

学
生

の
受

け
入

れ
支

援
体

制
の

整
備

・
充

実
を

図
る

。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

全
学

年
に

向
け

た
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

留
学

説
明

会
を

行
っ

た
ほ

か
，

留
学

か
ら

帰
国

し
た

学
生

に
よ

る
報

告
会

や
，

海
外

か
ら

受
け

入
れ

た
留

学
生

と
の

交
流

会
を

実
施

す
る

な
ど

，
学

生
の

留
学

に
対

す
る

意
識

の
向

上
に

努
め

た
。

留
学
生
が
住
居
の
賃
借
物
件
の
契

約
を
交
わ
す
際
の
，
連
帯
保
証
人

を
探
す
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
，
大
学
が
連
帯
保
証
を
引
き
受

け
る
こ
と
の
で
き
る
機
関
保
証
制

度
を
創
設
し
た
。

全
学

年
に

向
け

た
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

留
学

説
明

会
を

行
っ

た
ほ

か
，

留
学

か
ら

帰
国

し
た

学
生

に
よ

る
報

告
会

や
，

海
外

か
ら

受
け

入
れ

た
留

学
生

と
の

交
流

会
を

実
施

す
る

な
ど

，
学

生
の

留
学

に
対

す
る

意
識

の
向

上
に

努
め

た
。

ダ
ブ

ル
デ

ィ
グ

リ
ー

制
度

に
つ

い
て

は
，

台
湾

の
朝

暘
科

技
大

学
（

2
0
1
2
年

４
月

提
携

）
と

の
間

で
交

換
留

学
等

の
実

績
を

積
ん

だ
う

え
で

，
具

体
の

協
議

を
進

め
る

こ
と

と
し

て
お

り
，

今
年

度
は

2
0
名

の
学

生
が

来
日

し
，

情
報

デ
ザ

イ
ン

コ
ー

ス
の

発
表

を
視

察
，

学
生

や
教

員
と

の
交

流
を

行
っ

た
。

学
術
交
流
協
定
の
一
環

と
し

て
，

室
蘭
工
業
大
学
お
よ
び

，
青

森
公

立
大
学
と
の
連
携
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を
開
催
し
，
両
大
学

の
特

徴
の

相
互
理
解
を
図
っ
た
。

ま
た

，
単

位
互
換
や
ダ
ブ
ル
デ
ィ

グ
リ

ー
に

つ
い
て
学
術
連
携
室
で

意
見

交
換
，
情
報
共
有
を
行
っ

た
ほ

か
，

提
携
大
学
で
あ
る
パ
リ

I
M
A
C
か

ら
受
け
入
れ
た
３
名
の
留

学
生

に
よ

る
在
学
生
へ
セ
ミ
ナ
ー

を
実

施
し
，
在
学
生
へ
の
留
学

に
対

す
る

意
識
づ
け
の
涵
養
を
図

っ
た

ほ
か
，
留
学
生
の
受
け
入

れ
を

促
進

す
る
た
め
の
奨
学
金
制

度
や

留
学

生
の
住
居
賃
貸
の
負
担

軽
減

に
つ

い
て
検
討
し
た
。

留
学

生
の

た
め

の
奨

学
金

制
度

に
つ

い
て

広
く

情
報

収
集

し
，

特
に

国
費

留
学

制
度

に
つ

い
て

の
検

討
を

行
い

活
用

し
た

。

Ⅳ (
2
)

Ⅲ (
1
)

学
術

交
流

の
一

環
と

し
て

，
台

湾
の

静
宜

大
学

に
お

い
て

連
携

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
，

研
究

協
力

体
制

を
深

め
た

ほ
か

，
フ

ィ
リ

ピ
ン

の
デ

・
ラ

サ
ー

ル
に

て
本

学
教

員
が

学
生

に
講

義
し

，
研

究
紹

介
お

よ
び

大
学

紹
介

を
行

っ
た

ほ
か

，
J
A
F
S
A
に

加
盟

し
国

際
交

流
の

国
際

会
議

で
あ

る
A
P
A
I
E
に

参
加

し
，

本
学

を
紹

介
す

る
な

ど
，

海
外

の
大

学
や

研
究

機
関

等
と

の
学

術
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
た

。

Ⅳ (
3
)

学
術

交
流

の
一

環
と

し
て

，
静

宜
大

学
（

台
湾

）
と

研
究

協
力

体
制

を
深

め
た

ほ
か

，
ブ

リ
テ

ィ
ッ

シ
ュ

コ
ロ

ン
ビ

ア
大

学
（

カ
ナ

ダ
）

お
よ

び
サ

セ
ッ

ク
ス

大
学

（
イ

ギ
リ

ス
）

に
て

本
学

教
員

と
大

学
院

生
が

共
同

研
究

を
行

う
な

ど
，

海
外

の
大

学
や

研
究

機
関

等
と

の
学

術
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
た

。

Ⅳ (
3
)

学
術

交
流

の
一

環
と

し
て

，
静

宜
大

学
（

台
湾

）
や

コ
ペ

ン
ハ

ー
ゲ

ン
I
T
大

学
（

デ
ン

マ
ー

ク
と

研
究

協
力

体
制

を
深

め
た

ほ
か

，
ブ

リ
テ

ィ
ッ

シ
ュ

コ
ロ

ン
ビ

ア
大

学
（

カ
ナ

ダ
）

お
よ

び
サ

セ
ッ

ク
ス

大
学

（
イ

ギ
リ

ス
）

に
て

本
学

教
員

と
大

学
院

生
が

共
同

研
究

を
行

う
な

ど
，

海
外

の
大

学
や

研
究

機
関

等
と

の
学

術
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
た

。

全
学

年
に

向
け

た
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

留
学

説
明

会
を

行
っ

た
ほ

か
，

留
学

か
ら

帰
国

し
た

学
生

に
よ

る
報

告
会

や
，

海
外

か
ら

受
け

入
れ

た
留

学
生

と
の

交
流

会
を

実
施

す
る

な
ど

，
学

生
の

留
学

に
対

す
る

意
識

の
向

上
に

努
め

た
。

ま
た

，
留

学
生

の
日

本
語

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
た

め
の

留
学

生
チ

ュ
ー

タ
ー

制
度

を
実

施
し

た
。

評
価

実
　

績

Ⅲ (
3
)

室
蘭
工
業
大
学
と
の
学
術
交
流
協

定
の
一
環
と
し
て
，
連
携
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
，
両
大
学
の

特
徴
の
相
互
理
解
を
図
っ
た
。
ま

た
，
単
位
互
換
や
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ

リ
ー
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
ほ

か
，
提
携
大
学
で
あ
る
パ
リ
I
M
A
C

か
ら
受
け
入
れ
た
３
名
の
留
学
生

に
よ
る
在
学
生
へ
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
，
在
学
生
へ
留
学
に
対
す
る

意
識
づ
け
の
涵
養
を
図
っ
た
。

Ⅲ (
3
)

国
内
外
の
４
大
学
と
学

術
交

流
（
連
携
）
協
定
を
締
結

す
る

と
と

も
に
，
海
外
か
ら
の
留

学
生

３
名

（
パ
リ
・
エ
ス
ト
･
マ
ル

ヌ
･
ラ

･
ヴ
ァ
レ
大
学
(
I
M
A
C
)
)
を
受

け
入

れ
た
。
ま
た
，
メ
ー
リ
ン

グ
リ

ス
ト

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通

じ
て

，
学

生
へ
の
留
学
関
連
情
報

の
提

供
に

努
め
た
ほ
か
，
学
生
に

対
す

る
留

学
へ
の
意
識
喚
起
と
情

報
提

供
を

目
的
と
し
て
，
パ
リ
I
M
A
C
か

ら
受

け
入
れ
た
留
学
生
に
よ

る
情

報
交

換
会
を
実
施
し
，
さ
ら

に
留

学
へ

の
展
望
を
喚
起
す
る
た

め
，

入
学

時
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な

ど
，

初
年
次
の
学
生
に
対
す

る
情

報
提

供
に
関
し
た
意
見
共
有

を
行

っ
た
。

Ⅲ (
3
)

国
内

外
の

４
大

学
と

学
術

交
流

（
連

携
）

協
定

を
締

結
す

る
と

と
も

に
，

留
学

生
１

名
を

派
遣

し
，

７
名

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

。
ま

た
，

メ
ー

リ
ン

グ
リ

ス
ト

や
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

通
じ

て
，

学
生

へ
の

留
学

関
連

情
報

の
提

供
に

努
め

た
ほ

か
，

「
官

民
協

働
海

外
留

学
支

援
制

度
～

ト
ビ

タ
テ

！
留

学
J
A
P
A
N
日

本
代

表
プ

ロ
グ

ラ
ム

～
」

の
情

報
交

換
会

を
開

催
す

る
と

と
も

に
，

留
学

生
の

日
本

語
教

育
の

教
室

「
日

本
語

カ
フ

ェ
」

を
立

ち
上

げ
た

。

評
価

実
　

績
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８
 
 
附
属

機
関
の
運
営
に
関
す
る
目
標
 

(
1
)
　
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
の

運
営

に
関

す
る

目
標

８
 
 
附

属
機

関
の
運
営
に
関
す
る
措
置

(
1
)

〔
社

会
連

携
の

理
念

と
活

動
方

針
の

策
定

〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

〔
社

会
連

携
の

全
学

的
な

取
り

組
み

の
推

進
〕

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

〔
外

部
研

究
資

金
の

確
保

〕
（

再
掲

）

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

〔
知

的
財

産
化

・
事

業
化

の
支

援
〕

（
再

掲
）

〔
技

術
移

転
・

共
同

研
究

活
動

，
社

会
的

・
文

化
的

活
動

の
推

進
〕

（
再

掲
）

〔
専

門
人

材
の

育
成

と
組

織
化

〕

①
①

①
①

①
①

②
②

②
②

②

②

③
③

③

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
の

運
営

に
関

す
る

措
置

本
学

と
地

域
社

会
，

産
業

社
会

，
国

際
社

会
と

の
連

携
を

推
進

す
る

た
め

の
理

念
と

活
動

方
針

を
策

定
し

，
あ

る
べ

き
方

向
へ

牽
引

し
て

い
く

。

社
会

連
携

の
理

念
と

活
動

方
針

を
関

係
組

織
や

教
職

員
に

対
し

周
知

す
る

と
と

も
に

，
学

内
の

様
々

な
取

り
組

み
に

つ
い

て
情

報
共

有
に

努
め

，
社

会
連

携
に

関
す

る
全

学
的

な
取

り
組

み
を

推
進

す
る

。

各
教

員
や

重
点

・
戦

略
テ

ー
マ

等
の

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

し
，

科
学

研
究

費
助

成
事

業
を

は
じ

め
，

国
や

地
方

自
治

体
，

民
間

団
体

・
企

業
等

の
多

様
な

外
部

研
究

資
金

の
確

保
に

向
け

て
，

情
報

の
提

供
や

申
請

書
作

成
の

指
導

を
す

る
な

ど
，

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

が
中

心
と

な
っ

て
支

援
す

る
。

本
学
の
重
点
・
戦
略
研
究
拠
点
で

あ
る
５
つ
の
コ
・
ラ
ボ
（
観
光
用

ロ
ボ
ッ
ト
ラ
ボ
，
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
は
こ
だ
て
ラ
ボ
，
ノ
ー
マ

リ
ー
オ
フ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

ラ
ボ
，
マ
リ
ン
I
T
・
ラ
ボ
，

シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
自
動
生
成
ラ

ボ
）
の
各
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い

て
，
戦
略
的
な
共
同
研
究
活
動
の

推
進
を
支
援
し
た
。
ま
た
，
本
学

の
デ
ザ
イ
ン
系
教
員
ら
が
推
進
す

る
情
報
デ
ザ
イ
ン
，
参
加
型
デ
ザ

イ
ン
領
域
に
お
い
て
，
地
域
振
興

や
市
民
参
加
，
高
齢
者
や
障
が
い

者
を
含
む
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
デ
ザ

イ
ン
等
の
分
野
で
，
戦
略
的
共
同

研
究
活
動
の
推
進
を
支
援
し
た
。

地
域
の
産
学
官
と
連
携
し
た
地
域

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
共
同
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
，
函
館
マ
リ

ン
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
を
さ
ら
に

持
続
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
共

同
調
査
事
業
に
参
画
し
，
青
函
連

携
等
も
見
据
え
た
新
し
い
共
同
研

究
の
可
能
性
を
探
索
し
た
。

本
学
の
重
点
・
戦
略
研

究
拠

点
で

あ
る
５
つ
の
コ
・
ラ
ボ

（
観

光
用

ロ
ボ
ッ
ト
ラ
ボ
，
ス
マ

ー
ト

シ
テ
ィ
は
こ
だ
て
ラ
ボ
，

ノ
ー

マ
リ
ー
オ
フ
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

ラ
ボ
，
マ
リ
ン
I
T
・

ラ
ボ

，
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
自

動
生

成
ラ

ボ
）
の
各
研
究
テ
ー
マ

に
つ

い
て
，
戦
略
的
な
共
同
研

究
活

動
の

推
進
を
支
援
し
た
。
ま

た
，

本
学

の
デ
ザ
イ
ン
系
教
員
ら

が
推

進
す

る
情
報
デ
ザ
イ
ン
，
参

加
型

デ
ザ

イ
ン
領
域
に
お
い
て
，

地
域

振
興

や
市
民
参
加
，
高
齢
者

や
障

が
い

者
を
含
む
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン
等
の
分
野
で
，
戦

略
的

共
同

研
究
活
動
の
推
進
を
支

援
し

た
。

さ
ら
に
は
，
産
学
官
連

携
に

よ
る

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

型
共

同
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
，

函
館

マ
リ
ン
バ
イ
オ
ク
ラ
ス

タ
ー

を
さ

ら
に
持
続
発
展
さ
せ
て

い
く

た
め

の
協
議
に
参
画
す
る
と

と
も

に
，

函
館
市
の
地
域
総
合
戦

略
に

対
し

て
助
言
を
行
う
と
と
も

に
，

マ
リ

ン
I
T
の
共
同
研
究
を

函
館

湾
で

展
開
す
る
計
画
を
盛
り
込

ん
だ

。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
3
)

教
員

や
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

様
々

な
社

会
連

携
の

取
り

組
み

状
況

や
公

開
講

座
，

特
別

講
演

会
等

の
成

果
に

つ
い

て
，

社
会

連
携

セ
ン

タ
―

か
ら

学
内

へ
の

情
報

共
有

を
図

り
，

教
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

に
努

め
た

。

Ⅲ (
4
)

教
員

や
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

様
々

な
社

会
連

携
の

取
り

組
み

状
況

や
公

開
講

座
，

特
別

講
演

会
等

の
成

果
に

つ
い

て
，

社
会

連
携

セ
ン

タ
―

か
ら

学
内

へ
の

情
報

共
有

を
図

り
，

教
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

に
努

め
た

。

Ⅲ (
4
)

教
員

や
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

様
々

な
社

会
連

携
の

取
り

組
み

状
況

や
公

開
講

座
，

特
別

講
演

会
等

の
成

果
に

つ
い

て
，

社
会

連
携

セ
ン

タ
―

か
ら

学
内

へ
の

情
報

共
有

を
図

り
，

教
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

に
努

め
た

。

評
価

実
　

績

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
3
)

教
員
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

様
々
な
社
会
連
携
の
取
り
組
み
状

況
や
公
開
講
座
，
特
別
講
演
会
等

の
成
果
に
つ
い
て
，
社
会
連
携
セ

ン
タ
―
か
ら
学
内
へ
の
情
報
共
有

を
図
り
，
教
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
に
努
め
た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
3
)

教
員
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ

る
様
々
な
社
会
連
携
の
取

り
組

み
状

況
や
公
開
講
座
，
特
別

講
演

会
等

の
成
果
に
つ
い
て
，
社

会
連

携
セ

ン
タ
―
か
ら
学
内
へ
の

情
報

共
有

を
図
り
，
教
員
の
モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向
上
に
努
め
た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
3
)

教
員

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

様
々

な
社

会
連

携
の

取
り

組
み

状
況

や
公

開
講

座
，

特
別

講
演

会
等

の
成

果
に

つ
い

て
，

社
会

連
携

セ
ン

タ
―

か
ら

学
内

へ
の

情
報

共
有

を
図

り
，

教
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

に
努

め
た

。

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績
評
価

本
学

の
重

点
・

戦
略

研
究

拠
点

で
あ

る
５

つ
の

コ
・

ラ
ボ

（
観

光
用

ロ
ボ

ッ
ト

ラ
ボ

，
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

は
こ

だ
て

ラ
ボ

，
ノ

ー
マ

リ
ー

オ
フ

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
ラ

ボ
，

マ
リ

ン
I
T
・

ラ
ボ

，
シ

ョ
ー

ト
シ

ョ
ー

ト
自

動
生

成
ラ

ボ
）

の
各

研
究

テ
ー

マ
に

つ
い

て
，

戦
略

的
な

共
同

研
究

活
動

の
推

進
を

支
援

し
た

。

函
館

地
域

に
進

出
し

た
I
T
企

業
と

の
間

で
，

地
域

の
基

幹
産

業
で

あ
る

食
品

産
業

に
人

工
知

能
を

応
用

す
る

共
同

研
究

を
行

っ
た

ほ
か

，
ホ

テ
ル

の
サ

ー
ビ

ス
開

発
に

A
I
を

活
用

す
る

研
究

，
動

産
情

報
の

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

分
析

の
研

究
な

ど
地

域
の

企
業

と
の

連
携

に
よ

る
共

同
研

究
，

技
術

移
転

活
動

を
推

進
し

た
。

函
館

地
域

に
進

出
し

た
企

業
と

の
間

で
，

函
館

地
域

に
進

出
し

た
企

業
と

の
間

で
，

製
品

の
品

質
検

査
に

A
I
を

導
入

す
る

共
同

研
究

を
推

進
し

た
ほ

か
，

ホ
テ

ル
の

サ
ー

ビ
ス

開
発

に
A
I
を

活
用

す
る

研
究

な
ど

，
地

域
の

企
業

や
行

政
と

の
連

携
に

よ
る

共
同

研
究

・
技

術
移

転
活

動
を

推
進

し
た

。

函
館

地
域

に
進

出
し

た
企

業
と

の
間

で
，

地
域

の
基

幹
産

業
で

あ
る

食
品

産
業

に
人

工
知

能
を

応
用

す
る

共
同

研
究

を
行

っ
た

ほ
か

，
ホ

テ
ル

の
サ

ー
ビ

ス
開

発
に

A
I
を

活
用

す
る

研
究

，
不

動
産

情
報

の
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
分

析
の

研
究

な
ど

地
域

の
企

業
と

の
連

携
に

よ
る

共
同

研
究

，
技

術
移

転
活

動
を

推
進

し
た

。

函
館

地
域

に
進

出
し

た
I
T
企

業
と

の
間

で
，

地
域

の
基

幹
産

業
で

あ
る

食
品

産
業

に
人

工
知

能
を

応
用

す
る

共
同

研
究

の
計

画
に

着
手

す
る

と
と

も
に

，
地

域
課

題
の

解
決

,
地

域
産

業
の

振
興

に
資

す
る

人
工

知
能

研
究

の
展

開
を

目
指

し
て

「
未

来
A
I
研

究
セ

ン
タ

ー
」

を
設

置
し

た
。

多
様

な
職

務
遂

行
の

た
め

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

が
資

格
取

得
等

に
よ

り
専

門
能

力
を

高
め

る
と

と
も

に
，

教
員

の
研

究
資

金
公

募
申

請
に

つ
い

て
の

相
談

・
支

援
の

ほ
か

，
公

開
講

座
の

企
画

運
営

等
に

取
り

組
む

等
Ｏ

Ｊ
Ｔ

に
よ

る
人

材
育

成
を

推
進

し
た

。

多
様

な
職

務
遂

行
の

た
め

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

が
専

門
能

力
を

高
め

る
と

と
も

に
，

教
員

の
研

究
資

金
公

募
申

請
に

つ
い

て
の

相
談

・
支

援
の

ほ
か

，
公

開
講

座
の

企
画

運
営

等
に

取
り

組
む

等
Ｏ

Ｊ
Ｔ

に
よ

る
人

材
育

成
を

推
進

し
た

。

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

社
会
連
携
の
理
念
と
活
動

方
針

を
策

定
す

る
と

と
も

に
，

社
会

連
携

の
全

学
的

な
取

り
組

み
を

推
進

す
る

。
ま
た
，
外
部
研
究
資
金
の

確
保

や
研

究
成

果
の

知
的

財
産

化
・

事
業

化
に

対
す

る
支

援
の

ほ
か

，
地

域
へ

の
技

術
移

転
や

共
同

研
究

活
動

，
地

域
連

携
に

よ
る

社
会

的
・

文
化

的
活

動
を

推
進

す
る

。
さ

ら
に

は
，

こ
の

よ
う

な
多

様
な

職
務
を
遂
行
す
る
た
め
，

専
門

能
力

を
有

す
る

ス
タ

ッ
フ

の
育

成
と

組
織

化
を

進
め

る
。

実
　
績

評
価

実
　
績

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

が
中

心
と

な
り

，
各

教
員

や
重

点
・

戦
略

テ
ー

マ
等

の
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
創

出
さ

れ
る

研
究

成
果

の
知

的
財

産
化

や
事

業
化

を
支

援
す

る
。

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

，
地

域
へ

の
技

術
・

知
識

の
移

転
活

動
や

産
学

連
携

に
よ

る
共

同
研

究
活

動
，

地
域

連
携

に
よ

る
様

々
な

社
会

的
・

文
化

的
活

動
を

推
進

す
る

。

多
様

な
職

務
（

リ
サ

ー
チ

･
ア

ド
ミ

ニ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

，
知

財
化

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
，

地
域

連
携

・
社

会
連

携
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

，
研

究
広

報
等

）
を

遂
行

す
る

た
め

の
専

門
能

力
を

有
す

る
ス

タ
ッ

フ
の

育
成

と
組

織
化

を
進

め
る

。
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８
 
 
附
属

機
関
の
運
営
に
関
す
る
目
標
 

(
2
)
　
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

運
営

に
関

す
る

目
標

８
 
 
附

属
機

関
の
運
営
に
関
す
る
措
置

(
2
)

〔
蔵

書
・

資
料

の
効

果
的

な
整

備
〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

〔
今

後
の

蔵
書

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
〕

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

〔
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

，
論

文
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

の
効

果
的

な
整

備
〕

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

〔
機

関
リ

ポ
ジ

ト
リ

の
整

備
〕

〔
学

生
や

地
域

住
民

の
利

用
促

進
〕

〔
地

域
ラ

イ
ブ

ラ
リ

・
リ

ン
ク

活
動

の
推

進
〕

①
①

①
①

①
①

②

②
②

②

②

③

③
③

②

③

③

教
員

の
研

究
成

果
を

情
報

公
開

し
，

学
術

成
果

へ
の

オ
ー

プ
ン

ア
ク

セ
ス

に
貢

献
し

て
い

く
た

め
に

，
機

関
リ

ポ
ジ

ト
リ

の
整

備
と

運
用

の
検

討
を

進
め

る
。

メ
タ

学
習

セ
ン

タ
ー

，
社

会
連

携
セ

ン
タ

ー
，

教
員

等
と

も
連

携
し

な
が

ら
，

学
生

や
地

域
住

民
の

情
報

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

の
利

用
促

進
の

た
め

の
各

種
企

画
を

計
画

し
実

施
す

る
。

地
域

で
の

ラ
イ

ブ
ラ

リ
・

リ
ン

ク
を

積
極

的
に

進
め

，
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
の

利
用

啓
発

，
読

書
啓

発
等

の
活

動
を

推
進

す
る

。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

運
営

に
関

す
る

措
置

教
育

研
究

活
動

に
必

要
な

蔵
書

・
資

料
の

充
実

に
努

め
る

と
と

も
に

，
地

域
の

公
共

図
書

館
や

全
国

の
大

学
図

書
館

等
と

の
相

互
連

携
に

よ
る

重
複

蔵
書

の
削

減
を

図
り

，
効

果
的

な
蔵

書
・

資
料

を
構

成
し

て
い

く
。

ま
た

，
電

子
書

籍
の

動
向

を
見

据
え

，
蔵

書
・

資
料

の
電

子
書

籍
化

も
検

討
す

る
。

書
架

の
狭

隘
化

に
対

応
す

る
た

め
，

現
有

ス
ペ

ー
ス

の
有

効
活

用
に

努
め

る
と

と
も

に
新

た
な

収
蔵

庫
を

整
備

し
，

今
後

の
蔵

書
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

を
図

る
。

特
に

研
究

活
動

に
必

要
な

学
術

論
文

に
つ

い
て

，
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

や
論

文
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
，

有
料

の
学

術
論

文
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

契
約

内
容

は
継

続
的

に
見

直
し

を
図

り
，

効
率

的
で

効
果

的
な

整
備

を
図

る
。

評
価

実
　

績

Ⅳ (
2
)

Ⅲ (
6
)

I
L
L
（
図
書
館
相
互
協
力
）
に
参
加

し
，
全
国
の
図
書
館
間
で
の
資
料

の
貸
し
出
し
を
行
い
，
学
術
情
報

の
相
互
利
用
に
よ
る
充
実
を
図
っ

た
ほ
か
，
道
内
公
立
大
学
と
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
 
I
L
L
の
可
能
性
に

関
す
る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
，
調

査
を
行
っ
た
。

Ⅳ (
4
)

Ⅲ (
4
)

I
L
L
（
図
書
館
相
互
協

力
）

に
参

加
し
，
全
国
の
図
書
館
間

で
の

資
料

の
貸
し
出
し
を
行
い
，

学
術

情
報

の
相
互
利
用
に
よ
る
充

実
を

図
っ

た
ほ
か
，
メ
タ
学
習
セ

ン
タ

ー
と

連
携
し
て
，
教
養
教
育

の
た

め
の

書
籍
の
計
画
的
選
書
を

行
い

充
実

を
図
っ
た
。
ま
た
，
和

書
・

洋
書

に
分
か
れ
て
い
た
蔵
書

を
混

合
配

架
に
変
更
し
，
学
生
が

洋
書

テ
キ

ス
ト
に
触
れ
る
機
会
が

増
加

す
る

よ
う
に
努
め
た
。
さ
ら

に
は

，
地

域
の
収
集
家
が
所
有
し

て
い

た
専

門
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
受

け
入

れ
を
開
始
し
，
本
年
度

は
今

井
憲

一
氏
が
収
集
し
た
杉
浦

康
平

ブ
ッ

ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
(
ブ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
）
約
3
0
0
点
を
収
蔵

し
，

地
域

向
け
展
示
会
を
開
催
し
た

。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
7
)

I
L
L
（

図
書

館
相

互
協

力
）

に
参

加
し

，
全

国
の

図
書

館
間

で
の

資
料

の
貸

し
出

し
を

行
い

，
学

術
情

報
の

相
互

利
用

に
よ

る
充

実
を

図
っ

た
ほ

か
，

メ
タ

学
習

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

て
，

教
養

教
育

の
た

め
の

書
籍

の
計

画
的

選
書

を
行

い
充

実
を

図
っ

た
。

ま
た

，
和

書
，

洋
書

に
分

か
れ

て
い

た
蔵

書
を

混
合

配
架

に
変

更
し

，
学

生
が

洋
書

テ
キ

ス
ト

に
触

れ
る

機
会

が
増

加
す

る
よ

う
に

努
め

た
。

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績
評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

ス
ペ
ー
ス
の
狭
隘
化
を
改
善
す
る

た
め
に
，
研
究
棟
内
ス
ペ
ー
ス
を

改
装
し
書
庫
を
増
設
し
，
収
蔵
容

量
の
大
幅
な
拡
大
を
実
現
し
た
ほ

か
，
過
剰
と
な
っ
た
重
複
図
書
の

除
籍
の
際
に
，
市
内
高
等
教
育
機

関
と
連
絡
を
取
り
，
必
要
に
応
じ

て
移
管
を
行
っ
た
。
ま
た
，
情
報

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
発
生
し
た
除
籍

本
，
雑
誌
等
を
大
学
祭
に
合
わ
せ

て
市
民
に
有
償
で
提
供
す
る
古
書

市
「
ブ
キ
ニ
ス
ト

(
B
o
u
q
u
i
n
i
s
t
e
)
」
を
実
施
し
た
。

学
生

・
教

職
員

の
利

便
性

の
向

上
の

た
め

，
平

日
の

開
館

時
間

の
延

長
な

ら
び

に
土

曜
日

を
開

館
と

す
る

な
ど

利
用

可
能

時
間

の
拡

大
を

試
行

し
，

利
用

状
況

の
検

証
の

結
果

，
次

年
度

か
ら

本
格

実
施

を
行

う
こ

と
と

し
た

。

定
期

試
験

直
前

お
よ

び
試

験
期

間
中

の
日

曜
日

（
通

常
は

閉
館

）
も

開
館

す
る

と
と

も
に

，
定

期
試

験
期

間
中

は
開

館
時

間
を

拡
大

し
，

学
生

や
教

員
の

利
便

性
を

図
っ

た
。

学
生

・
教

職
員

の
利

便
性

の
向

上
の

た
め

，
平

日
の

開
館

時
間

の
延

長
な

ら
び

に
土

曜
日

を
開

館
と

す
る

な
ど

利
用

可
能

時
間

の
拡

大
を

し
た

。

増
設

し
た

書
庫

を
活

用
し

，
資

料
の

バ
ッ

ク
ナ

ン
バ

ー
の

保
管

に
努

め
る

と
と

も
に

，
I
L
L
等

へ
の

対
応

に
活

用
し

た
。

な
お

，
過

剰
と

な
っ

た
重

複
図

書
の

除
籍

の
際

に
，

市
内

高
等

教
育

機
関

と
連

絡
を

取
り

，
必

要
に

応
じ

て
移

管
を

行
っ

た
。

「
留

学
生

の
た

め
の

本
棚

」
や

「
メ

タ
学

習
ラ

ボ
お

す
す

め
図

書
コ

ー
ナ

ー
」

を
設

置
し

，
日

本
語

学
習

や
日

本
の

生
活

・
文

化
に

関
す

る
本

を
紹

介
し

た
ほ

か
，

コ
メ

ン
ト

入
り

栞
と

と
も

に
メ

タ
学

習
ラ

ボ
の

チ
ュ

ー
タ

ー
が

薦
め

る
学

習
に

役
立

つ
本

を
配

架
し

た
。

メ
タ

学
習

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

，
情

報
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
に

お
い

て
チ

ュ
ー

タ
リ

ン
グ

セ
ッ

シ
ョ

ン
を

実
施

し
，

多
様

な
学

び
場

と
し

て
の

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ス

ペ
ー

ス
の

活
用

を
図

っ
た

。

Ⅲ (
8
)

教
育

，
研

究
に

資
す

る
オ

ン
ラ

イ
ン

の
電

子
書

籍
や

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
（

学
会

誌
等

）
を

情
報

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
閲

覧
で

き
る

仕
組

み
や

学
術

認
証

フ
ェ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

参
加

に
よ

り
，

学
外

か
ら

も
契

約
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

を
利

用
で

き
る

環
境

整
備

を
継

続
し

て
行

っ
た

。

Ⅲ (
8
)

教
育

，
研

究
に

資
す

る
オ

ン
ラ

イ
ン

の
電

子
書

籍
や

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
（

学
会

誌
等

）
を

情
報

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
閲

覧
で

き
る

仕
組

み
や

学
術

認
証

フ
ェ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

参
加

に
よ

り
，

学
外

か
ら

も
契

約
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

を
利

用
で

き
る

環
境

整
備

を
継

続
し

て
行

っ
た

。

Ⅲ (
8
)

教
育

，
研

究
に

資
す

る
オ

ン
ラ

イ
ン

の
電

子
書

籍
や

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
（

学
会

誌
等

）
を

情
報

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
閲

覧
で

き
る

仕
組

み
や

学
術

認
証

フ
ェ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

参
加

に
よ

り
，

学
外

か
ら

も
契

約
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

を
利

用
で

き
る

環
境

整
備

を
継

続
し

て
行

っ
た

。

「
留

学
生

の
た

め
の

本
棚

」
や

「
メ

タ
学

習
ラ

ボ
お

す
す

め
図

書
コ

ー
ナ

ー
」

を
更

新
し

，
日

本
語

学
習

や
日

本
の

生
活

・
文

化
に

関
す

る
本

の
充

実
を

図
っ

た
ほ

か
，

コ
メ

ン
ト

入
り

し
お

り
と

と
も

に
メ

タ
学

習
ラ

ボ
の

チ
ュ

ー
タ

ー
が

薦
め

る
学

習
に

役
立

つ
本

を
配

架
し

，
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
で

も
情

報
を

提
供

し
た

。

増
設
し
た
書
庫
に
，
資

料
バ

ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
等
を
移
動
し

，
開

架
部

分
お
よ
び
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ

ー
併

設
閉
架
書
庫
の
ス
ペ
ー

ス
を

大
幅

に
確
保
し
，
過
剰
と
な

っ
た

重
複

図
書
の
除
籍
の
際
に
は

，
市

内
高

等
教
育
機
関
と
連
絡
を

取
り

，
必

要
に
応
じ
て
移
管
を
行

っ
た

。
ま

た
，
書
籍
の
配
架
を
全

面
的

に
見

直
す
こ
と
で
，
ス
ペ
ー

ス
の

大
幅

な
有
効
活
用
と
同
時
に

利
便

性
の

向
上
を
実
現
し
た
。

新
入

生
を

対
象

に
し

た
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
B
O
O
K
S
T
A
R
T
を

実
施

し
，

情
報

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

利
用

方
法

や
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
行

う
な

ど
学

習
の

場
と

し
，

延
べ

2
1
回

開
催

し
た

。
ま

た
，

研
究

ガ
イ

ド
の

W
e
b
ペ

ー
ジ

を
作

成
し

，
専

門
分

野
に

関
わ

る
資

料
の

蔵
書

情
報

や
，

チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
等

の
オ

ン
ラ

イ
ン

情
報

を
テ

ー
マ

ご
と

に
整

備
す

る
ペ

ー
ジ

の
運

用
準

備
を

開
始

し
た

。

新
入
生
お
よ
び
編
入
生
を
対
象

に
，
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
利
用

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
た
ほ
か
，

学
部
１
年
生
か
ら
大
学
院
生
に
対

し
て
，
レ
ベ
ル
別
に
情
報
検
索
講

習
会
を
実
施
し
た
。
ま
た
，
新
入

生
を
対
象
に
し
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
B
O
O
K

S
T
A
R
T
を
実
施
し
，
情
報
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
利
用
方
法
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
う
な
ど
学
習
の
場
と
し

た
。

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

蔵
書
・
資
料
の
効
果
的
な

整
備

を
進

め
る

と
と

も
に

，
今

後
の

蔵
書

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
を

図
る

ほ
か

，
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

・
論

文
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

の
効

果
的

な
整

備
や

機
関

リ
ポ

ジ
 
ト

リ
（

注
）

の
整

備
を

進
め

る
。

ま
た
，
学
生
や
市
民
の
利

用
促

進
を

図
る

ほ
か

，
地

域
の

公
共

図
書

館
等

と
の

連
携

を
 
積

極
的

に
推

進
す

る
。

〔
注

：
研

究
機

関
（

大
学

）
が

，
論

文
や

紀
要

な
ど

の
知

的
生

産
物

を
電

子
的

形
態

で
集

積
し

，
保

存
・

公
開

す
る

電
子

ア
ー

カ
イ

ブ
シ

ス
テ

ム
〕

52



③

④

(
1
)
　
大
学
の
運
営
・
管
理
に

関
す

る
目

標
 

(
1
)

〔
運

営
体

制
の

整
備

〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

〔
理

事
長

主
導

に
よ

る
戦

略
的

な
運

営
体

制
〕

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

〔
適

切
な

業
務

分
担

に
よ

る
実

効
性

の
高

い
運

営
体

制
〕

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

〔
事

務
組

織
の

効
率

的
・

効
果

的
な

運
営

〕

①
①

①
①

①
① ②

②

②
②

②
②

中
期

計
画

・
年

度
計

画
に

基
づ

い
て

，
学

内
業

務
を

分
担

す
る

学
内

委
員

会
の

活
動

目
標

と
活

動
計

画
を

明
確

化
し

，
事

務
局

と
密

接
に

連
携

し
な

が
ら

，
実

効
性

の
高

い
大

学
運

営
を

推
進

す
る

。

大
学

運
営

の
戦

略
や

課
題

に
応

じ
て

，
事

務
局

の
組

織
体

制
に

つ
い

て
も

適
宜

見
直

し
を

図
り

，
よ

り
効

率
的

で
効

果
的

な
運

営
の

た
め

に
必

要
な

改
善

・
改

革
を

行
う

。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

９
 
 
運

営
・

管
理
お
よ
び
財
政
基
盤
の
安
定

　
　

化
に

関
す
る
措
置

大
学
の
運
営
・
管
理
に
関

す
る

措
置

大
学

運
営

の
円

滑
な

遂
行

の
た

め
，

常
勤

役
員

会
議

，
部

局
長

会
議

，
教

育
研

究
審

議
会

，
学

内
委

員
会

等
の

組
織

を
適

切
に

運
営

す
る

と
と

も
に

，
各

組
織

の
機

能
分

担
を

明
確

に
し

，
迅

速
か

つ
的

確
な

意
思

決
定

を
行

う
体

制
を

継
続

し
て

い
く

。

大
学

の
経

営
方

針
を

踏
ま

え
，

重
点

的
な

事
業

テ
ー

マ
に

対
し

て
柔

軟
な

予
算

編
成

や
配

分
を

行
う

た
め

に
，

理
事

長
の

権
限

に
よ

る
意

思
決

定
と

遂
行

の
仕

組
み

を
継

続
的

に
検

討
す

る
。

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
，
地
域

住
民
が
施
設
の
概
要
や
利
用
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
広
報

を
整
備
し
た
ほ
か
，
市
内
の
高
等

教
育
機
関
図
書
館
お
よ
び
公
共
図

書
館
の
連
携
組
織
で
あ
る
，
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
リ
ン
ク
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
を
大
学
が
連
携
し
て
整
備
し
，

そ
の
な
か
で
本
学
情
報
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
に
つ
い
て
も
紹
介
を
行
っ

た
。

新
入
生
お
よ
び
編
入
生

を
対

象
に
，
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
の

利
用

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し

た
ほ

か
，

学
部
１
年
生
か
ら
大
学

院
生

に
対

し
て
，
レ
ベ
ル
別
に
情

報
検

索
講

習
会
を
実
施
し
た
。
ま

た
，

新
入

生
を
対
象
に
し
た
オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
B
O
O
K

S
T
A
R
T
を
実
施
し
，

情
報

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー
利
用
方
法
や
グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を
行
う
な
ど
学
習
の

場
と

し
た
。

評
価

実
　

績

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
4
)

シ
ス
テ
ム
委
員
会
の
機
能
分
担
を

見
直
し
，
従
来
の
機
能
に
加
え

て
，
地
域
貢
献
等
を
目
的
と
し
た

先
端
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
研
究

開
発
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
可
能

と
す
る
「
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
」
を
平
成
2
7
年
度
に

設
立
す
る
こ
と
と
し
た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
4
)

平
成
2
7
年
４
月
に
「

情
報

シ
ス

テ
ム
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

」
を

設
立

し
，
こ
れ
に
伴
い
関
連

す
る

委
員

会
や
W
G
と
の
関
係
を

再
整

理
し

，
分
担
を
明
確
に
す
る
こ

と
に

よ
り

迅
速
か
つ
的
確
な
意
思

決
定

を
行

う
体
制
を
築
い
た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
4
)

函
館

市
国

際
水

産
・

海
洋

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

内
の

サ
テ

ラ
イ

ト
ラ

ボ
に

対
応

す
る

W
G
を

新
た

に
設

立
す

る
な

ど
円

滑
な

大
学

運
営

の
た

め
，

適
切

な
委

員
会

の
設

置
と

配
属

を
行

な
い

，
明

確
な

意
思

決
定

を
行

な
う

体
制

を
築

い
た

。

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績
評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

拡
大

に
対

応
し

，
関

係
委

員
会

委
員

長
か

ら
な

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

対
策

会
議

を
設

置
し

，
感

染
拡

大
防

止
及

び
遠

隔
授

業
に

関
す

る
対

応
準

備
を

行
っ

た
。

プ
ロ

パ
ー

化
計

画
に

基
づ

き
，

平
成

3
0
年

度
採

用
の

職
員

の
公

募
・

採
用

試
験

を
実

施
し

，
３

名
の

採
用

を
決

定
す

る
と

と
も

に
，

情
報

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

の
機

能
充

実
お

よ
び

有
効

活
用

を
図

る
た

め
プ

ロ
パ

ー
職

員
１

名
の

配
置

を
決

定
し

た
。

プ
ロ
パ
ー
化
計
画
に
基
づ
き
，
平

成
2
7
年
度
採
用
の
職
員
３
名
を
決

定
す
る
と
と
も
に
，
派
遣
職
員
の

引
上
げ
に
伴
う
業
務
の
円
滑
な
引

継
を
目
的
と
し
て
，
さ
ら
に
２
名

の
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
採
用
を
決
定

し
た
。

プ
ロ
パ
ー
化
計
画
に
基

づ
き

，
平

成
2
8
年
度
採
用
職
員

の
公

募
・

採
用
試
験
を
実
施
し
，
２

名
の

採
用

を
決
定
し
た
。

プ
ロ

パ
ー

化
計

画
に

基
づ

き
，

平
成

2
9
年

度
採

用
の

職
員

の
公

募
・

採
用

試
験

を
実

施
し

，
３

名
の

採
用

を
決

定
し

た
。

2
0
2
0
年

度
（

令
和

２
年

度
）

実
施

の
新

た
な

入
試

制
度

を
検

討
し

，
そ

の
概

要
を

公
表

し
た

ほ
か

，
2
0
2
0
年

（
令

和
２

年
）

の
開

学
2
0

周
年

に
向

け
た

取
り

組
み

を
開

始
し

た
。

Ⅲ (
5
)

2
0
2
0
年

の
入

試
制

度
改

革
を

検
討

す
る

委
員

会
を

新
た

に
設

立
す

る
な

ど
，

円
滑

な
大

学
運

営
の

た
め

，
適

切
な

委
員

会
を

設
置

，
配

属
し

，
明

確
な

意
思

決
定

を
行

う
体

制
を

築
い

た
。

Ⅲ (
5
)

常
勤

役
員

に
よ

る
会

議
を

毎
週

開
催

す
る

と
と

も
に

，
必

要
に

応
じ

随
時

開
催

し
，

意
思

決
定

の
迅

速
化

を
図

っ
た

。
ま

た
，

柔
軟

な
意

思
決

定
と

遂
行

の
仕

組
み

に
つ

い
て

，
現

状
の

課
題

な
ど

に
つ

い
て

役
員

の
合

宿
を

行
う

な
ど

し
て

検
討

し
た

。

Ⅲ (
5
)

常
勤

役
員

に
よ

る
会

議
を

毎
週

開
催

す
る

と
と

も
に

，
必

要
に

応
じ

随
時

開
催

し
，

意
思

決
定

の
迅

速
化

を
図

っ
た

。

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

９
 
 
運

営
・

管
理
お
よ
び
財
政
基
盤
の

　
　

安
定

化
に
関
す
る
目
標

迅
速
か
つ
的
確
な
意
思
決

定
を

行
う

体
制

を
継

続
し

て
い

く
と

と
も

に
，

大
学

の
運

営
方

針
を

踏
ま

え
た

理
事

長
主

導
に

よ
る

戦
略

的
な

運
営

体
制

を
検

討
す

る
。

ま
た
，
適
切
な
業
務
分
担

に
よ

る
実

効
性

の
高

い
運

営
体

制
を

進
め

る
と

と
も

に
，

事
務

組
織

の
効

率
的

・
効

果
的

な
運

営
の

た
め

に
必

要
な

改
善

・
改

革
を

行
う

。
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(
2
)
　
教
職
員
の
人
事
体
制
の

適
正

化
，

業
績

評
価

に
関

す
る

目
標

(
2
)

〔
多

様
で

柔
軟

な
人

員
体

制
の

構
築

〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

〔
事

務
職

員
の

人
事

評
価

・
研

修
制

度
等

の
整

備
〕

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

〔
事

務
局

プ
ロ

パ
ー

職
員

の
育

成
〕

〔
教

員
業

績
の

多
元

的
評

価
〕

〔
教

員
の

在
外

研
究

制
度

の
推

進
〕

①
①

①
①

①
①

②
②

②
②

②
②

③

③

③

女
性

や
外

国
人

等
の

積
極

的
な

雇
用

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

事
務

職
員

の
職

制
や

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
多

様
化

に
対

応
し

，
職

務
実

績
や

取
り

組
み

姿
勢

，
能

力
等

に
係

る
適

正
な

人
事

評
価

制
度

の
構

築
や

資
質

向
上

の
た

め
に

必
要

な
研

修
制

度
等

の
整

備
を

行
う

。

平
成

2
5
年

度
か

ら
本

格
的

に
採

用
を

開
始

し
た

プ
ロ

パ
ー

職
員

に
つ

い
て

，
本

学
の

将
来

を
担

う
人

材
と

し
て

，
ま

た
，

大
学

経
営

業
務

を
担

う
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

な
人

材
と

し
て

，
戦

略
的

か
つ

計
画

的
な

人
材

育
成

を
図

る
。

教
員

の
業

績
評

価
に

お
い

て
，

教
育

・
研

究
・

大
学

運
営

業
務

に
加

え
，

特
許

・
知

財
化

，
地

域
貢

献
や

社
会

貢
献

，
社

会
連

携
活

動
な

ど
，

多
元

的
な

業
績

評
価

を
実

施
す

る
。

ま
た

，
評

価
結

果
は

，
当

面
，

学
内

研
究

費
の

配
分

に
反

映
し

，
評

価
と

処
遇

の
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
を

深
め

る
。

国
際

的
な

研
究

レ
ベ

ル
を

維
持

し
，

か
つ

教
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
向

上
さ

せ
る

た
め

に
，

教
員

の
在

外
研

究
制

度
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

９
 
 
運

営
・

管
理
お
よ
び
財
政
基
盤
の
安
定

　
　

化
に

関
す
る
措
置

教
職
員
の
人
事
体
制
の
適

正
化

，
業

績
評
価
に
関
す
る
措
置

教
職

員
の

多
様

な
採

用
方

法
や

雇
用

形
態

を
導

入
し

，
特

色
の

あ
る

教
育

や
研

究
等

を
推

進
で

き
る

人
材

を
確

保
・

育
成

す
る

と
と

も
に

，
柔

軟
で

効
率

的
な

人
員

体
制

を
構

築
す

る
。

実
　

績

平
成

3
0
年

度
令

和
元

年
度

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

評
価

実
　

績

Ⅲ (
6
)

人
事

評
価

制
度

に
基

づ
き

，
職

制
に

応
じ

た
人

事
評

価
を

適
正

に
実

施
し

，
評

価
結

果
を

賞
与

お
よ

び
研

究
費

へ
反

映
さ

せ
た

ほ
か

，
北

海
道

地
区

F
D
・

S
D
推

進
協

議
会

主
催

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
会

（
札

幌
開

催
）

を
遠

隔
視

聴
に

よ
り

実
施

し
た

。

賞
与
へ
の
評
価
結
果
の

反
映

を
行

う
た
め
に
評
価
尺
度
を

検
討

し
，

そ
れ
ら
を
明
確
に
し
，

そ
の

評
価

尺
度
に
基
づ
き
評
価
し

賞
与

へ
反

映
し
た
。

多
元

的
な

尺
度

に
基

づ
い

て
教

員
の

実
績

評
価

を
行

な
い

，
そ

の
結

果
を

一
般

研
究

費
の

配
分

に
反

映
さ

せ
，

賞
与

に
も

反
映

さ
せ

た
。

教
員
評
価
結
果
の
処
遇
へ
の
反
映

方
法
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

し
，
賞
与
へ
反
映
す
る
こ
と
を
前

提
に
，
評
価
尺
度
等
に
つ
い
て
検

討
し
た
。

教
員

海
外

研
究

制
度

に
よ

り
１

名
の

派
遣

を
実

施
す

る
と

と
も

に
，

来
年

度
に

お
け

る
２

名
の

派
遣

を
決

定
し

た
。

教
員

海
外

研
究

制
度

に
よ

り
，

短
期

研
修

１
名

，
長

期
研

修
１

名
の

派
遣

を
実

施
す

る
と

と
も

に
，

平
成

3
1
年

度
に

お
け

る
長

期
研

修
１

名
の

派
遣

を
決

定
し

た
。

教
員

海
外

研
修

制
度

に
よ

り
，

長
期

研
修

１
名

の
派

遣
を

実
施

す
る

と
と

も
に

，
令

和
２

年
度

に
お

け
る

長
期

研
修

１
名

，
短

期
研

修
１

名
の

派
遣

を
決

定
し

た
。

Ⅲ (
6
)

各
人

事
評

価
制

度
に

基
づ

き
，

職
制

に
応

じ
た

人
事

評
価

を
適

正
に

実
施

し
た

。
Ⅲ (
6
)

各
人

事
評

価
制

度
に

基
づ

き
，

職
制

に
応

じ
た

人
事

評
価

を
適

正
に

実
施

し
，

評
価

結
果

を
賞

与
お

よ
び

研
究

費
へ

反
映

さ
せ

た
ほ

か
，

外
部

講
師

を
招

へ
い

し
教

職
員

合
同

研
修

会
（

講
演

会
）

を
行

い
，

教
職

員
の

資
質

向
上

を
図

っ
た

。

Ⅲ (
6
)

各
人

事
評

価
制

度
に

基
づ

き
，

職
制

に
応

じ
た

人
事

評
価

を
適

正
に

実
施

し
，

評
価

結
果

を
賞

与
お

よ
び

研
究

費
へ

反
映

さ
せ

た
ほ

か
，

外
部

講
師

を
招

へ
い

し
教

職
員

合
同

セ
ミ

ナ
ー

や
職

員
研

修
を

行
い

，
教

職
員

の
資

質
向

上
を

図
っ

た
。

教
員

海
外

研
究

制
度

に
よ

り
１

名
の

派
遣

を
実

施
し

た
。

Ⅲ (
6
)

函
館
市
派
遣
職
員
に
つ
い
て
は
，

函
館
市
職
員
人
事
評
価
制
度
に
基

づ
く
人
事
評
価
を
実
施
す
る
と
と

も
に
，
プ
ロ
パ
ー
職
員
，
契
約
職

員
に
つ
い
て
は
，
函
館
市
の
制
度

を
参
考
に
し
な
が
ら
人
事
評
価
制

度
を
構
築
し
た
。

Ⅲ (
6
)

各
人
事
評
価
制
度
に
基

づ
き

，
職

制
に
応
じ
た
人
事
評
価

を
適

正
に

実
施
し
た
。

教
員
海
外
研
修
制
度
に

よ
り

１
名

の
派
遣
を
実
施
し
た
ほ

か
，

平
成

2
8
年
度
分
と
し
て
新

た
に

１
名

の
派
遣
を
決
定
し
た
。

教
員
海
外
研
修
制
度
に
よ
り
２
名

の
派
遣
を
実
施
し
た
ほ
か
，
平
成

2
7
年
度
分
と
し
て
新
た
に
１
名
の

派
遣
を
決
定
し
た
。

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

９
 
 
運

営
・

管
理
お
よ
び
財
政
基
盤
の

　
　

安
定

化
に
関
す
る
目
標

教
職
員
の
多
様
な
採
用
方

法
を

導
入

す
る

な
ど

，
柔

軟
で

効
率

的
な

人
員

体
制

を
構

築
す

る
。

事
務
職
員
の
人
事
評
価
の

構
築

や
研

修
制

度
等

の
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
，

事
務

局
プ

ロ
パ

ー
職

員
の

戦
略

的
か

つ
計

画
的

な
人

材
育

成
を

図
る

。
ま
た
，
教
員
業
績
は
多
元

的
な

評
価

を
実

施
し

，
評

価
結

果
を

処
遇

に
反

映
さ

せ
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

さ
ら
に
は
，
教
員
の
在
外

研
究

制
度

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価
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(
3
)
　
財
政
基
盤
の
安
定
化
に

関
す

る
目

標

(
3
)

〔
適

切
な

予
算

配
分

と
執

行
〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

〔
外

部
資

金
の

確
保

〕

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

〔
効

率
的

・
効

果
的

な
資

産
管

理
〕

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

①
①

①
①

①
①

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

安
全

性
お

よ
び

安
定

性
を

重
視

し
た

，
効

率
的

で
効

果
的

な
資

産
管

理
を

行
う

。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

９
 
 
運

営
・

管
理
お
よ
び
財
政
基
盤
の
安
定

　
　

化
に

関
す
る
措
置

財
政
基
盤
の
安
定
化
に
関

す
る

措
置

中
期

計
画

・
年

度
計

画
に

基
づ

い
て

，
大

学
運

営
経

費
を

適
切

に
予

算
配

分
す

る
。

ま
た

，
予

算
区

分
ご

と
に

執
行

の
た

め
の

計
画

目
標

を
設

定
し

，
効

率
的

な
執

行
に

努
め

，
経

費
の

節
減

を
図

る
。

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

，
高

度
I
C
T
リ

エ
ゾ

ン
ラ

ボ
ラ

ト
リ

，
事

務
局

等
の

連
携

の
も

と
，

各
種

の
外

部
資

金
に

係
る

戦
略

的
な

情
報

収
集

と
学

内
で

の
情

報
共

有
を

図
り

，
外

部
資

金
の

効
果

的
な

確
保

と
拡

充
を

図
る

。

Ⅲ (
2
)

平
成

3
0
年

度
予

算
編

成
に

あ
た

り
，

管
理

経
費

に
シ

ー
リ

ン
グ

枠
を

設
け

て
抑

制
に

努
め

た
一

方
，

研
究

費
は

前
年

度
水

準
を

確
保

し
つ

つ
，

新
た

な
取

り
組

み
に

予
算

配
分

を
行

う
な

ど
弾

力
的

な
予

算
配

分
に

努
め

た
。

ま
た

，
平

成
2
9

年
度

の
予

算
執

行
に

際
し

て
も

柔
軟

な
運

用
に

努
め

た
。

Ⅲ (
2
)

平
成

3
1
年

度
予

算
編

成
に

あ
た

り
，

管
理

経
費

に
シ

ー
リ

ン
グ

枠
を

設
け

て
抑

制
に

努
め

た
一

方
，

研
究

費
は

前
年

度
水

準
を

確
保

し
つ

つ
，

新
た

な
取

り
組

み
に

予
算

配
分

を
行

う
な

ど
弾

力
的

な
予

算
配

分
に

努
め

た
。

ま
た

，
平

成
3
0

年
度

の
予

算
執

行
に

際
し

て
も

柔
軟

な
運

用
に

努
め

た
。

Ⅲ (
2
)

令
和

２
年

度
予

算
編

成
に

あ
た

り
，

管
理

経
費

に
シ

ー
リ

ン
グ

枠
を

設
け

て
抑

制
に

努
め

た
一

方
，

研
究

費
は

前
年

度
水

準
を

確
保

し
た

。
ま

た
，

開
学

2
0
周

年
記

念
事

業
に

か
か

る
経

費
な

ど
新

た
な

取
り

組
み

に
予

算
配

分
を

行
う

な
ど

弾
力

的
な

予
算

編
成

に
努

め
た

。

Ⅲ (
2
)

平
成
2
7
年
度
予
算
編
成
に
あ
た

り
，
管
理
経
費
に
シ
ー
リ
ン
グ
枠

を
設
け
て
抑
制
に
努
め
た
一
方
，

研
究
費
は
前
年
度
水
準
を
確
保
し

つ
つ
，
新
た
な
取
組
み
に
予
算
配

分
を
行
う
な
ど
弾
力
的
な
予
算
配

分
に
努
め
た
。
ま
た
，
平
成
2
6
年

度
の
予
算
執
行
に
際
し
て
も
柔
軟

な
執
行
に
努
め
る
と
と
も
に
，
一

般
研
究
費
の
繰
越
制
度
を
導
入
を

す
る
な
ど
，
よ
り
弾
力
的
な
予
算

運
用
に
努
め
た
。

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

９
 
 
運

営
・

管
理
お
よ
び
財
政
基
盤
の

　
　

安
定

化
に
関
す
る
目
標

安
定
的
な
財
政
基
盤
の
確

立
を

図
る

た
め

，
適

切
な

予
算

配
分

と
効

率
的

な
執

行
に

努
め

，
経

費
の

節
減

を
図

る
と

と
も

に
，

外
部

資
金

の
確

保
と

拡
充

を
図

る
。

ま
た
，
効
率
的
・
効
果
的

な
資

産
管

理
を

行
う

。

評
価

実
　

績

Ⅲ (
2
)

平
成
2
8
年
度
予
算
編

成
に

あ
た

り
，
管
理
経
費
に
シ
ー

リ
ン

グ
枠

を
設
け
て
抑
制
に
努
め

た
一

方
，

研
究
費
は
前
年
度
水
準

を
確

保
し

つ
つ
，
新
た
な
取
組
み

に
予

算
配

分
を
行
う
な
ど
弾
力
的

な
予

算
配

分
に
努
め
た
。
ま
た
，

平
成

2
7
年

度
の
予
算
執
行
に
際
し

て
も

柔
軟

な
運
用
に
努
め
る
と
と

も
に

，
新

た
な
財
務
会
計
シ
ス
テ

ム
を

導
入

し
執
行
手
続
き
の
効
率

化
を

進
め

た
。

Ⅲ (
2
)

平
成

2
9
年

度
予

算
編

成
に

あ
た

り
，

管
理

経
費

に
シ

ー
リ

ン
グ

枠
を

設
け

て
抑

制
に

努
め

た
一

方
，

研
究

費
は

前
年

度
水

準
を

確
保

し
つ

つ
，

新
た

な
取

り
組

み
に

予
算

配
分

を
行

う
な

ど
弾

力
的

な
予

算
配

分
に

努
め

た
。

ま
た

，
平

成
2
8

年
度

の
予

算
執

行
に

際
し

て
も

柔
軟

な
運

用
に

努
め

た
。

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績
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(
1
)
　
大
学
の
自
己
評
価
・
外

部
評

価
に

関
す

る
目

標

(
1
)

〔
内

部
評

価
の

実
施

〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

〔
外

部
評

価
の

実
施

〕

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

①
①

①
①

①
①

②
②

②

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

外
部

の
認

証
評

価
機

関
に

よ
る

大
学

機
関

別
認

証
評

価
を

受
審

し
，

評
価

結
果

お
よ

び
改

善
策

を
公

表
す

る
と

と
も

に
，

課
題

の
解

決
に

努
め

る
。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

1
0
 
 
自
己

点
検
・
評
価
，
広
報
・
I
R
等
の
推

　
　

進
に

関
す
る
措
置

大
学
の
自
己
評
価
・
外
部

評
価

に
関

す
る
措
置

学
内

の
評

価
委

員
会

を
中

心
に

，
大

学
運

営
に

つ
い

て
の

自
己

点
検

・
評

価
を

定
期

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

，
外

部
の

有
識

者
等

に
よ

る
ア

ド
バ

イ
ス

や
評

価
の

実
施

も
検

討
し

，
今

後
の

大
学

運
営

の
改

善
・

改
革

に
活

か
す

。
ま

た
，

評
価

結
果

に
つ

い
て

は
，

ウ
ェ

ブ
等

を
通

じ
て

情
報

公
開

す
る

。

外
部

の
認

証
評

価
機

関
に

よ
る

大
学

機
関

別
認

証
評

価
を

受
審

す
る

時
期

等
に

つ
い

て
確

認
し

，
準

備
等

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。

本
学

学
生

の
就

職
先

企
業

お
よ

び
卒

業
生

に
対

し
て

，
本

学
の

学
生

の
評

価
お

よ
び

教
育

の
効

果
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
い

，
教

育
研

究
の

改
善

へ
の

活
用

の
た

め
，

結
果

を
教

職
員

に
情

報
提

供
し

た
。

各
セ

メ
ス

タ
ー

終
了

近
く

に
２

回
，

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
評

価
の

案
内

と
意

義
の

説
明

し
た

メ
ー

ル
を

全
学

生
に

送
り

，
利

用
促

進
を

行
っ

た
。

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
評

価
は

全
教

職
員

お
よ

び
全

学
生

に
公

開
し

た
。

Ⅲ (
4
)

次
年

度
に

申
請

す
る

外
部

認
証

評
価

に
関

し
て

，
評

価
機

関
が

行
う

説
明

会
に

参
加

し
情

報
収

集
す

る
と

と
も

に
，

評
価

委
員

会
を

開
催

し
認

証
評

価
受

審
の

方
針

や
体

制
を

審
議

し
，

準
備

を
進

め
た

。

Ⅲ (
4
)

学
位

授
与

機
構

に
よ

る
外

部
認

証
評

価
を

受
審

し
，

大
学

評
価

基
準

を
満

た
し

て
い

る
と

い
う

評
価

結
果

を
受

け
，

結
果

お
よ

び
指

摘
を

受
け

た
事

項
に

つ
い

て
，

教
育

活
動

の
改

善
へ

の
活

用
の

た
め

，
教

職
員

に
公

開
し

共
有

し
た

。

Ⅲ (
4
)

外
部

認
証

評
価

の
結

果
の

概
要

を
全

教
職

員
に

メ
ー

ル
に

て
公

開
し

，
教

員
，

職
員

，
学

生
と

社
会

が
密

接
に

協
力

し
て

教
育

活
動

を
行

う
本

学
の

特
徴

が
評

価
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
周

知
す

る
と

と
も

に
，

指
摘

さ
れ

た
学

習
達

成
度

の
客

観
的

な
把

握
に

つ
い

て
は

，
メ

タ
学

習
セ

ン
タ

ー
に

て
，

学
生

が
自

分
の

学
び

を
振

り
返

り
，

そ
の

達
成

度
を

自
分

自
身

で
評

価
す

る
仕

組
み

づ
く

り
を

行
っ

た
。

Ⅲ (
4
)

透
明
性
を
高
め
る
た
め
，
自
己
点

検
・
評
価
の
結
果
を
積
極
的
に
公

開
す
べ
く
，
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
評

価
用
サ
ー
バ
の
改
良
を
行
う
仕
様

の
検
討
を
実
施
し
た
。
ま
た
，
外

部
の
認
証
評
価
機
関
に
よ
る
大
学

機
関
別
認
証
評
価
の
受
審
す
る
時

期
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

Ⅲ (
4
)

透
明
性
を
高
め
る
た
め

，
自

己
点

検
・
評
価
の
結
果
を
積

極
的

に
公

開
す
べ
く
，
オ
ン
ラ
イ

ン
授

業
評

価
用
サ
ー
バ
の
改
良
を

行
う

仕
様

の
検
討
を
実
施
し
た
。

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

1
0
 
 
自
己

点
検
・
評
価
，
広
報
・
Ｉ
Ｒ
等

　
　

の
推

進
に
関
す
る
目
標

自
己
点
検
・
評
価
を
定
期

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

，
外

部
の

有
識

者
等

に
よ

る
ア

ド
バ

イ
ス

や
評

価
の

実
施

も
検

討
す

る
。

ま
た
，
広
域
連
合
評
価
委

員
会

に
よ

る
評

価
や

外
部

の
認

証
評

価
機

関
に

よ
る

大
学

機
関

別
認

証
評

価
を

受
審

し
，

今
後

の
大

学
運

営
の

改
善

・
改

革
に

反
映

さ
せ

る
。

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

Ⅲ (
4
)

透
明

性
を

高
め

る
た

め
，

自
己

点
検

・
評

価
の

結
果

を
積

極
的

に
公

開
す

べ
く

，
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

評
価

用
サ

ー
バ

の
安

定
的

な
運

用
の

た
め

の
改

良
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
を

行
っ

た
。

評
価
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(
2
)
　
広
報
・
Ｉ
Ｒ
等
の
推
進

に
関

す
る

目
標

(
2
)

〔
戦

略
的

な
広

報
の

推
進

〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

〔
後

援
会

，
同

窓
会

等
の

組
織

と
の

連
携

〕

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

〔
イ

ン
ス

テ
ィ

チ
ュ

ー
シ

ョ
ナ

ル
・

リ
サ

ー
チ

の
導

入
の

推
進

〕

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

①
①

①
①

①
①

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

1
0
 
 
自
己

点
検
・
評
価
，
広
報
・
I
R
等
の
推

　
　

進
に

関
す
る
措
置

広
報
・
I
R
等
の
推
進
に

関
す

る
措

置

本
学

の
全

国
的

な
プ

レ
ゼ

ン
ス

や
大

学
ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上
，

地
域

に
お

け
る

情
報

発
信

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

機
会

の
拡

充
へ

向
け

て
，

戦
略

的
な

広
報

を
推

進
す

る
。

そ
の

た
め

の
各

種
施

策
（

ウ
ェ

ブ
広

報
，

研
究

広
報

，
メ

デ
ィ

ア
戦

略
等

）
の

一
貫

性
あ

る
展

開
を

検
討

す
る

。

本
学

の
後

援
会

お
よ

び
同

窓
会

の
発

展
を

支
援

す
る

と
と

も
に

，
積

極
的

な
情

報
公

開
や

情
報

共
有

を
行

い
，

広
報

の
重

要
な

窓
口

と
し

て
良

好
な

協
力

関
係

を
構

築
す

る
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
4
)

後
援
会
が
実
施
す
る
様
々
な
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に
，
後
援
会

理
事
会
に
学
長
と
就
職
委
員
長
が

参
加
し
，
本
学
の
就
職
活
動
へ
の

支
援
の
取
組
や
現
状
な
ど
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
に
努
め
た
ほ
か
，

同
窓
会
が
行
う
在
学
生
向
け
就
職

支
援
活
動
の
支
援
等
，
在
学
生
と

同
窓
生
の
円
滑
な
連
携
を
支
援
し

た
。
ま
た
，
開
学
以
来
初
と
な
る

「
保
護
者
の
た
め
の
相
談
会
」
を

札
幌
で
開
催
し
，
約
2
0
0
名
の
保
護

者
に
向
け
教
職
員
か
ら
教
務
・
就

職
・
進
学
に
関
し
て
説
明
を
行
う

と
と
も
に
，
個
別
相
談
に
応
じ

た
。

Ⅲ (
5
)

後
援
会
が
実
施
す
る
様

々
な

活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に

，
後

援
会

理
事
会
に
学
長
と
就
職

委
員

長
が

参
加
し
，
本
学
の
就
職

活
動

へ
の

支
援
の
取
組
や
現
状
な

ど
に

つ
い

て
の
情
報
提
供
に
努
め

た
ほ

か
，

同
窓
会
が
行
う
在
学
生

向
け

就
職

支
援
活
動
の
支
援
等
，

在
学

生
と

同
窓
生
の
円
滑
な
連
携

を
支

援
し

た
。
ま
た
，
昨
年
度
に

引
き

続
き
，
「
保
護
者
の
た
め

の
相

談
会
」
を
今
年
度
は
本
学

に
お

い
て

開
催
し
，
約
1
0
0
名
の

保
護

者
に

向
け
教
職
員
か
ら
教
務
・

就
職

・
進

学
に
関
し
て
説
明
を
行

う
と

と
も

に
，
個
別
相
談
に
応
じ

た
。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
4
)

後
援

会
が

実
施

す
る

様
々

な
活

動
を

支
援

す
る

と
と

も
に

，
後

援
会

理
事

会
に

出
席

し
，

本
学

の
就

職
活

動
支

援
の

取
り

組
み

や
現

状
，

進
学

状
況

等
に

つ
い

て
情

報
提

供
を

行
う

と
と

も
に

，
後

援
会

や
同

窓
会

が
行

う
在

学
生

向
け

支
援

の
補

助
を

行
い

，
在

学
生

と
の

円
滑

な
連

携
を

支
援

し
た

。
ま

た
，

引
き

続
き

全
て

の
在

学
生

の
保

護
者

を
対

象
と

し
た

「
保

護
者

懇
談

会
i
n
青

森
」

を
開

催
し

，
約

5
0
名

の
保

護
者

に
向

け
て

教
職

員
か

ら
教

務
・

学
生

生
活

・
就

職
・

進
学

に
関

し
て

説
明

を
行

い
，

個
別

相
談

を
実

施
し

た
。

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績
評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

高
校

に
お

い
て

の
模

擬
講

義
や

，
青

森
市

や
八

戸
市

に
お

け
る

進
学

相
談

会
の

ほ
か

，
「

未
来

大
見

学
ツ

ア
ー

」
等

の
実

施
に

よ
り

積
極

的
な

広
報

活
動

を
行

っ
た

。
ま

た
，

情
報

系
の

大
学

と
し

て
相

応
し

い
最

新
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
維

持
す

る
た

め
，

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

設
置

し
，

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
準

備
に

着
手

し
た

。

Ⅳ (
1
)

Ⅲ (
4
)

高
校

に
お

い
て

の
模

擬
講

義
や

，
札

幌
で

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

，
青

森
市

や
八

戸
市

に
お

け
る

進
学

相
談

会
の

ほ
か

，
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
学

習
成

果
発

表
会

の
「

見
学

ツ
ア

ー
」

等
の

継
続

し
た

実
施

に
よ

り
積

極
的

な
広

報
活

動
を

行
っ

た
。

ま
た

，
本

学
で

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

，
新

た
な

取
り

組
み

と
し

て
，

メ
タ

学
習

ラ
ボ

に
よ

る
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

体
験

コ
ー

ナ
ー

を
設

置
し

，
本

学
の

特
長

で
あ

る
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
授

業
と

チ
ュ

ー
タ

リ
ン

グ
を

組
み

合
わ

せ
，

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
効

果
的

に
体

験
で

き
る

機
会

と
し

た
。

Ⅲ (
5
)

Ⅲ (
5
)

高
校

に
お

い
て

の
出

前
講

義
，

進
学

ガ
イ

ダ
ン

ス
，

大
学

説
明

会
の

ほ
か

，
副

学
長

に
よ

る
高

校
訪

問
や

入
試

改
革

説
明

会
を

実
施

し
，

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
i
n
札

幌
で

は
2
0
名

以
上

の
高

校
生

が
進

学
相

談
に

訪
れ

た
。

ま
た

，
情

報
系

の
大

学
と

し
て

相
応

し
い

最
新

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

維
持

す
る

た
め

，
年

度
末

に
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
行

っ
た

。

評
価

実
　

績

I
R
の

導
入

を
積

極
的

に
検

討
し

，
具

体
的

な
取

り
組

み
を

推
進

す
る

。

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

1
0
 
 
自
己

点
検
・
評
価
，
広
報
・
Ｉ
Ｒ
等

　
　

の
推

進
に
関
す
る
目
標

大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

や
地

域
に

お
け

る
情

報
発

信
等

の
向

上
の

た
め

，
戦

略
的

な
広

報
を

推
進

す
る

と
と

も
に

，
後

援
会

や
同

窓
会

等
の

組
織

と
の

良
好

な
協

力
関

係
を

維
持

す
る

。
ま
た
，
デ
ー
タ
に
基
づ
く

大
学

運
営

と
教

育
改

革
を

目
指

し
，

イ
ン

ス
テ

ィ
チ

ュ
ー

シ
ョ

ナ
ル

・
リ

サ
ー

チ
（

Ｉ
Ｒ

）
（

注
）

の
導

入
を

進
め

る
。

〔
注

：
大

学
に

お
け

る
諸

活
動

に
関

す
る

情
報

を
収

集
・

分
析

す
る

こ
と

で
学

内
の

改
善

活
動

を
支

援
し

，
外

部
に

 
対

し
て

説
明

責
任

を
果

た
す

活
動

〕
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(
1
)
　
大
学
の
施
設
設
備
全
般

の
整

備
に

関
す

る
措

置

(
1
)

〔
施

設
設

備
の

有
効

利
用

〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

〔
計

画
的

な
修

繕
・

改
修

〕

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

〔
教

育
研

究
用

の
情

報
通

信
シ

ス
テ

ム
の

整
備

〕

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

〔
運

営
事

務
に

係
る

情
報

シ
ス

テ
ム

の
整

備
〕

〔
国

際
水

産
・

海
洋

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

や
東

京
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

の
活

用
〕

①
①

①
①

①
①

②

②
②

③

③

②

③

②
②

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

平
成

2
6
年

６
月

に
供

用
開

始
さ

れ
る

国
際

水
産

・
海

洋
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
に

研
究

機
能

を
一

部
移

転
し

，
研

究
の

質
の

向
上

に
努

め
る

ほ
か

，
東

京
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

の
さ

ら
な

る
活

用
方

策
を

検
討

す
る

な
ど

，
各

種
サ

テ
ラ

イ
ト

機
能

の
充

実
を

図
る

。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

1
1
 
 
そ
の

他
業
務
運
営
に
関
す
る
措
置

大
学
の
施
設
設
備
全
般
の

整
備

に
関

す
る
措
置

事
務

局
と

施
設

委
員

会
が

中
心

と
な

り
，

施
設

設
備

の
利

用
状

況
を

点
検

し
，

全
学

的
な

有
効

利
用

を
図

る
。

施
設

設
備

修
繕

計
画

に
基

づ
き

，
計

画
的

な
修

繕
・

改
修

を
実

施
す

る
。

教
育

研
究

活
動

に
必

要
な

先
端

的
な

情
報

基
盤

を
計

画
的

か
つ

効
率

的
・

効
果

的
に

導
入

・
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
す

る
。

大
学

運
営

事
務

の
た

め
の

各
種

情
報

シ
ス

テ
ム

（
財

務
，

教
務

，
研

究
支

援
，

施
設

管
理

，
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
等

）
を

計
画

的
か

つ
効

率
的

・
効

果
的

に
整

備
す

る
。

O
S
の

サ
ポ

ー
ト

が
終

了
す

る
W
i
n
d
o
w
s
7
が

稼
動

す
る

パ
ソ

コ
ン

を
，

最
新

の
W
i
n
d
o
w
s
1
0
の

も
の

に
更

新
し

た
ほ

か
，

次
期

シ
ス

テ
ム

に
導

入
を

見
据

え
て

，
遠

隔
会

議
・

遠
隔

授
業

の
た

め
の

試
験

環
境

を
C
i
s
c
o
 
S
p
a
r
k
 
B
o
a
r
d
を

用
い

て
整

備
し

，
学

内
で

の
利

用
を

開
始

し
た

。

平
成

3
0
年

度
に

一
部

更
新

す
る

情
報

通
信

基
盤

の
整

備
に

つ
い

て
仕

様
を

見
直

し
，

教
室

の
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
に

ハ
イ

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

型
の

仮
想

化
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

こ
と

で
，

利
用

環
境

の
柔

軟
性

を
高

め
る

と
と

も
に

，
学

内
向

け
の

主
な

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

を
常

時
S
S
L
化

し
，

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
行

っ
た

。

蛍
光

灯
や

街
路

灯
の

間
引

な
ど

設
備

変
更

ま
た

は
運

用
改

善
を

行
い

，
光

熱
水

費
の

節
減

を
図

る
と

と
も

に
，

本
部

棟
事

務
室

お
よ

び
メ

イ
ン

進
入

路
街

路
灯

の
L
E
D
化

，
ト

イ
レ

の
改

修
な

ど
設

備
の

改
善

を
図

っ
た

。

移
転
し
た
函
館
市
国
際

水
産

・
海

洋
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

で
マ

リ
ン

I
T
な
ど
の
研
究
を
実

施
し

た
ほ

か
，
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
で

の
本

格
的

な
運
用
を
開
始
し
，
新

た
な

活
用

方
法
や
機
能
拡
充
に
つ

い
て

調
査

検
討
し
た
。

平
成
2
6
年
６
月
供
用
開
始
の
函
館

市
国
際
水
産
・
海
洋
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
に
研
究
機
能
を
一
部
移
転

し
た
ほ
か
，
契
約
更
新
を
契
機

に
，
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
移
転
を
検
討
し
，
平
成
2
6
年
度

末
に
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
へ
移
転
し

た
。

北
側

駐
車

場
お

よ
び

外
周

路
等

の
街

灯
，

学
内

の
一

部
通

路
照

明
の

L
E
D
化

を
行

っ
た

ほ
か

，
ト

ッ
プ

ラ
イ

ト
お

よ
び

天
井

か
ら

の
漏

水
箇

所
の

修
繕

，
南

面
交

流
広

場
の

舗
装

の
改

修
を

行
い

，
設

備
や

環
境

の
改

善
を

図
っ

た
。

屋
外

階
段

や
メ

イ
ン

進
入

路
区

画
線

の
塗

装
改

善
の

ほ
か

，
校

舎
南

面
緑

地
の

整
備

や
ト

ッ
プ

ラ
イ

ト
の

修
繕

を
行

い
，

設
備

や
環

境
の

改
善

を
図

っ
た

。

老
朽

化
し

た
中

央
監

視
装

置
の

更
新

を
行

っ
た

ほ
か

，
劣

化
し

た
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
の

フ
ェ

ン
ス

の
交

換
お

よ
び

人
工

芝
の

補
修

や
本

部
棟

各
ト

イ
レ

に
既

設
の

手
洗

器
の

自
動

水
栓

化
を

行
い

，
設

備
や

環
境

の
改

善
を

図
っ

た
。

Ⅲ (
6
)

防
犯

カ
メ

ラ
設

備
に

つ
い

て
，

防
犯

レ
ベ

ル
の

向
上

を
図

る
た

め
ア

ナ
ロ

グ
カ

メ
ラ

を
デ

ジ
タ

ル
化

す
る

改
善

を
行

っ
た

。

Ⅲ (
6
)

設
備

改
修

お
よ

び
更

新
計

画
に

基
づ

き
，

自
動

火
災

報
知

設
備

の
更

新
を

実
施

し
た

。
Ⅲ (
6
)

設
備

改
修

お
よ

び
更

新
計

画
に

基
づ

き
，

老
朽

化
し

た
入

退
館

設
備

の
更

新
を

行
い

，
学

生
・

教
職

員
証

の
Ｉ

Ｃ
化

を
行

っ
た

。

令
和

３
年

４
月

に
更

新
す

る
次

世
代

情
報

通
信

シ
ス

テ
ム

で
導

入
な

ら
び

に
有

効
活

用
で

き
る

か
を

判
断

す
る

た
め

，
大

学
事

務
局

が
行

う
定

型
業

務
の

自
動

化
の

た
め

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

検
討

お
よ

び
実

証
実

験
を

行
っ

た
。

Ⅲ (
6
)

共
同
研
究
ス
ペ
ー
ス
や
会
議
室
の

慢
性
的
な
不
足
を
解
消
す
る
た

め
，
５
階
共
同
研
究
ス
ペ
ー
ス
の

間
取
り
を
変
更
し
て
部
屋
数
を
増

や
し
た
。
ま
た
，
講
義
，
演
習
で

の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
房
の
利

用
を
促
進
す
る
た
め
，
大
規
模
な

改
装
を
行
っ
た
ほ
か
，
情
報
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
と
連
携
し
，
研
究
棟
に

新
た
な
書
架
を
整
備
し
た
。
さ
ら

に
，
引
き
続
き
，
蛍
光
灯
・
街
路

灯
の
間
引
な
ど
設
備
変
更
・
運
用

改
善
を
行
い
，
光
熱
水
費
の
節
減

を
図
る
と
と
も
に
，
本
部
棟
３
階

か
ら
５
階
ス
タ
ジ
オ
の
L
E
D
化
を
進

め
た
。

Ⅲ (
6
)

来
客
応
対
の
た
め
に
教

員
が

利
用

で
き
る
応
接
室
が
な
か

っ
た

こ
と

か
ら
，
予
約
制
で
利
用

で
き

る
応

接
室
を
設
置
し
た
ほ
か

，
職

員
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
の

慢
性

的
な
不
足
を
解
消
す
る

た
め

，
４

階
旧
喫
煙
室
を
ミ
ー
テ

ィ
ン

グ
ス

ペ
ー
ス
に
改
装
し
た
。

さ
ら

に
，

引
き
続
き
，
蛍
光
灯
・

街
路

灯
の

間
引
な
ど
設
備
変
更
・

運
用

改
善

を
行
い
，
光
熱
水
費
の

節
減

を
図

る
と
と
も
に
，
本
部
棟

１
階

か
ら

２
階
ス
タ
ジ
オ
の
L
E
D
化
，

ト
イ

レ
改
修
な
ど
の
設
備
改
善

を
図

っ
た
。

Ⅲ (
6
)

駐
輪

場
の

有
効

利
用

を
促

進
す

る
た

め
，

白
線

等
の

整
備

を
行

い
，

サ
イ

ク
ル

ス
タ

ン
ド

を
増

設
し

た
ほ

か
，

開
学

以
来

継
続

使
用

し
て

い
た

講
義

室
の

椅
子

に
損

傷
が

見
受

け
ら

れ
る

こ
と

か
ら

講
義

室
５

室
の

椅
子

を
交

換
す

る
と

と
も

に
，

安
全

面
へ

の
配

慮
か

ら
，

研
究

棟
ゼ

ミ
室

の
ガ

ラ
ス

板
テ

ー
ブ

ル
を

，
メ

ラ
ミ

ン
化

粧
板

貼
の

テ
ー

ブ
ル

に
置

き
換

え
た

。

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績
評

価
実

　
績

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

施
設
設
備
の
有
効
活
用
と

計
画

的
な

修
繕

・
改

修
を

進
め

る
と

と
も

に
，

各
種

シ
ス

テ
ム

の
効

率
的

・
効

果
的

な
整

備
を

実
施

す
る

。
ま
た
，
研
究
機
能
を
一
部

移
転

す
る

国
際

水
産

・
海

洋
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
や

東
京

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
の

活
用

を
進

め
，

各
種

サ
テ

ラ
イ

ト
機

能
の

充
実

を
図

る
。

1
1
 
 
そ
の

他
業
務
運
営
に
関
す
る
目
標

58



(
2
)
　
環
境
，
安
全
管
理
お
よ

び
人

権
擁

護
へ

の
配

慮
に

関
す

る
目

標

(
2
)

〔
環

境
負

荷
の

削
減

〕

法
人

評
価
委
員
会
評
価

平
成

2
6
年
度
　
Ⅲ

〔
安

全
衛

生
管

理
と

事
故

防
止

〕

平
成

2
7
年
度
　
Ⅲ

平
成

2
8
年
度
　
Ⅲ

〔
適

切
な

健
康

管
理

〕

平
成

2
9
年
度
　
Ⅲ

平
成

3
0
年
度
　
Ⅲ

〔
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

充
実

〕

〔
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

〕

①
①

①
①

①
①

②
②

②

②

②

②

Ⅲ (
6
)

衛
生
管
理
者
や
産
業
医
，
保
健
師

等
で
構
成
す
る
衛
生
委
員
会
を
毎

月
開
催
（
1
2
回
開
催
）
し
，
職
員

等
の
労
働
環
境
に
係
る
状
況
把
握

に
努
め
た
ほ
か
，
教
職
員
等
に
対

し
全
国
労
働
衛
生
週
間
等
の
周
知

に
努
め
，
意
識
啓
発
を
図
っ
た
。

Ⅲ (
6
)

令
和

元
年

度

評
価

実
　
績

評
価

実
　
績

評
価

実
　

績
評

価

全
学

的
な

安
全

衛
生

管
理

体
制

を
整

備
し

，
教

職
員

と
学

生
の

安
全

衛
生

へ
の

意
識

向
上

を
図

り
，

事
故

等
の

防
止

に
努

め
る

。

定
期

健
康

診
断

等
に

よ
り

学
生

や
教

職
員

の
適

切
な

健
康

管
理

を
行

う
と

と
も

に
，

臨
床

心
理

士
に

よ
る

相
談

体
制

を
継

続
す

る
。

実
効

的
で

ユ
ー

ザ
の

利
便

性
と

の
調

和
に

配
慮

し
た

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
充

実
を

図
る

。

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

等
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

き
，

人
権

侵
害

防
止

に
係

る
計

画
的

な
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

。

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

学
生

お
よ

び
教

職
員

に
つ

い
て

，
定

期
健

康
診

断
を

実
施

す
る

と
と

も
に

，
産

業
医

,
保

健
師

，
学

生
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

適
切

な
健

康
指

導
等

を
実

施
し

た
。

Ⅲ (
6
)

電
力

供
給

に
係

る
入

札
を

行
い

，
基

本
料

金
の

契
約

単
価

が
低

減
し

た
こ

と
で

経
費

節
減

が
図

れ
た

ほ
か

，
使

用
頻

度
の

高
い

講
義

室
（

1
1
箇

所
）

の
照

明
を

蛍
光

灯
か

ら
L
E
D
へ

交
換

を
行

っ
た

。
学

生
お

よ
び

教
職

員
に

つ
い

て
定

期
健

康
診

断
を

実
施

し
た

。
ま

た
，

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
対

策
と

し
て

「
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
」

を
新

た
に

実
施

し
た

。

異
常

な
メ

ー
ル

通
信

を
自

動
検

出
し

，
通

信
遮

断
を

行
う

仕
組

み
を

導
入

し
た

ほ
か

，
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
レ

ベ
ル

を
確

保
す

る
た

め
の

方
針

で
あ

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
の

策
定

を
行

っ
た

。

安
全

性
が

疑
わ

し
い

メ
ー

ル
通

信
を

自
動

検
出

し
，

通
信

元
を

特
定

し
て

自
動

で
通

信
遮

断
を

行
う

ほ
か

，
通

信
遮

断
に

よ
り

通
信

元
を

自
動

で
変

更
す

る
な

ど
高

度
な

不
正

ア
ク

セ
ス

に
も

自
動

で
対

応
す

る
仕

組
み

導
入

し
た

ほ
か

，
学

内
の

無
線

ア
ク

セ
ス

ポ
イ

ン
ト

へ
の

不
正

ア
ク

セ
ス

を
ロ

グ
か

ら
自

動
で

検
出

，
報

告
す

る
仕

組
み

を
運

用
開

始
し

た
。

学
生

お
よ

び
教

職
員

に
つ

い
て

，
定

期
健

康
診

断
を

実
施

す
る

と
と

も
に

，
産

業
医

,
保

健
師

，
学

生
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

適
切

な
健

康
指

導
等

を
実

施
し

た
。

衛
生
委
員
会
の
開
催
，

産
業

医
に

よ
る
職
場
巡
視
な
ど
安

全
衛

生
法

に
基
づ
く
安
全
衛
生
管

理
を

確
実

に
実
施
す
る
と
と
も
に

，
関

係
職

員
２
名
に
新
た
に
第
１

種
安

全
衛

生
管
理
者
の
免
許
を
取

得
さ

せ
，

さ
ら
な
る
安
全
衛
生
管

理
体

制
の

強
化
に
努
め
た
。

Ⅲ (
6
)

衛
生

委
員

会
の

開
催

，
産

業
医

に
よ

る
職

場
巡

視
な

ど
安

全
衛

生
法

に
基

づ
く

安
全

衛
生

管
理

を
実

施
し

た
。

Ⅲ (
6
)

衛
生

委
員

会
の

開
催

，
産

業
医

に
よ

る
職

場
巡

視
な

ど
安

全
衛

生
法

に
基

づ
く

安
全

衛
生

管
理

を
実

施
し

た
。

Ⅲ (
6
)

実
　

績
評

価
実

　
績

評
価

実
　

績

区
 
 
 
 
分

項
 
 
 
 
目

1
1
 
 
そ
の

他
業
務
運
営
に
関
す
る
措
置

環
境
，
安
全
管
理
お
よ
び

人
権

擁
護

へ
の
配
慮
に
関
す
る
措
置

環
境

に
配

慮
し

た
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
や

ご
み

・
資

源
収

集
対

策
等

を
計

画
的

に
推

進
し

，
環

境
負

荷
の

削
減

に
努

め
な

が
ら

，
コ

ス
ト

の
削

減
に

取
り

組
む

。

第
２

期
中

期
目

標
（

H
2
6
～

R
1
年

度
）

1
1
 
 
そ
の

他
業
務
運
営
に
関
す
る
目
標

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
等
に

よ
る

環
境

負
荷

の
削

減
に

努
め

る
。

 
全

学
的

な
安

全
衛

生
管

理
と

事
故

防
止

，
適

切
な

健
康

管
理

に
努

め
る

ほ
か

，
情

報
 
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

充
実

さ
せ

る
。

 
ま

た
，

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

等
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
く
人
権
侵

害
防

止
に

努
め

る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
知
識
お

よ
び
意
識
を
高
め
る
た
め
に
，
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
委
員
会
の
活
動
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
教
職
員

お
よ
び
学
生
に
電
子
メ
ー
ル
で
周

知
し
た
。
ま
た
，
新
聞
な
ど
に
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
場
合
，
そ
の
情
報
を
電
子
メ
ー

ル
で
周
知
し
た
。

本
学
の
特
徴
を
踏
ま
え

，
本

学
で

発
生
す
る
可
能
性
が
高

い
ア

カ
デ

ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
事

例
を

分
析
し
た
ほ
か
，
ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
関
す
る
知
識
お
よ
び

意
識

を
高

め
る
た
め
，
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト

委
員

会
の
活
動
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

の
内

容
を
教
職
員
お
よ
び
学

生
に

周
知

し
た
。
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